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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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［……］造物主、あの巨匠、藝術家は、物質を目立たぬものにし、生命の戯れの陰にそれをひそめさせる。われわれは逆だ、われわれは物質の不協和音を、抵抗を、不恰好ぶりを愛する。ひとつひとつの身振りひとつひとつの動きの陰に彼女のへたくそな努力、彼女の鈍重さ、彼女の熊めいた不器用さを見るのが、われわれは好きなのだ。

（ブルーノ・シュルツ「マネキン人形論あるいは創世記第二の書」　工く藤どう幸ゆき雄お訳
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　雨の中。

　小学生の春かす日が井い遊ゆうの手を、高校生の春日井遊が握にぎって歩いている。

　不思議に感じたのは自分が二人いることについてではなく、なぜ自分の手の感かん触しよくを知っているのか、ということだった。自分で自分の手を引く経験などあるはずがない。

　考えて、考えて、考えて。

　小学生の自分が知っていたのは、母の手なのだと思い付いた。

　母の手を思い出して、その手がやんわりと握っていたものを逆算的に想像して、小さかった自分の手の感触を掌しよう中ちゆうに作り出しているのだ。

　そう思い至ったところで、小学生の自分の姿が変化した。今度は直接に手を取ったことのある手だった。

　小こ槌づち冬ふゆ風ふ。

　同じく小学生の頃ころの姿で、暗雨で染めたような薄うす墨ずみ色いろの子供服を着ている。

　小学校低学年の頃の彼女は体が弱く、遊は彼女の母親に頼たのまれて通学の行き帰りをともにした。途と中ちゆうで倒たおれたり座り込んだりしないように、手を引いて歩いた。

　それがいつしか立場が逆転して、学年が上がる度たびに健康になりしっかり者の冬風が遊を引っ張っていくようになっていった。

　それは今も変わらないのかも知れないけれど。

　遊の触ふれた冬風の手は、ずっと子供のそれのままだった。

　大きくなった冬風の手の感触を、遊は知らないから──




　──夢は目ま蓋ぶたの裏に映るのだろう。目を開けると小さな冬風の姿はすぐに消え、穏おだやかな朝の日差しが、見慣れた天てん井じようを眼めの穹きゆう窿りゆうに放ほうり射さす。

　寝ね起おきは良い方だが、今朝は夢の余よ韻いんが頭に重しを残した。小さな自分、小さな冬風、冬風の手、冬風の指……

　いつになく鮮せん明めいな夢の残ざん滓しが血管によどんだように、頰ほおの熱くなるのが判わかる。

（……俺、冬風に触さわりたいとか思ってるのかな？）

　心理学など知りたいとも思わないが、単純に考えて欲求不満なのだろうか。

　などと朝から据すわりの悪い思いをしながら頭を横に向けて──心臓が止まりそうになる。

　目の前に、少女の寝顔があった。

　夢に見たばかりの幼おさな馴な染じみではない。冬風はどこかしら座ざ敷しき童わらしを思わせるショートカットだが眼前の少女は少しクセのある長ちよう髪はつだし、小こ柄がらで瘦やせ形の冬風に対して、その少女は平均的な身長で起き伏ふくに富んだ体付きをしている。

　二人の顔は十数センチしか離はなれておらず、唇くちびるが小さな吐と息いきに震ふるえるのまで見て取れる。

　初夏の朝。

　静かな朝。

　一つのベッドの二つの体の間に、気け怠だるい暑しよ気きが滞たい留りゆうしていた。むやみに汗あせがにじむ。喉のどが渇かわく。微び熱ねつが、籠こもる。

　釘くぎ宮みや美み遙はる。

　一週間ほど前から同居している少女だった。実際に顔を合わせたのも一週間ほど前が初めてで、つまるところ会ってすぐ共同生活を始めることになった相手だ。

　もっとも、別の世界では二ヶ月以上同じ時間を過ごしたのだが……

　なんにせよ、本来なら床とこを同じくするような仲ではない。同じベッドで寝ているのには、よんどころない事情という奴やつがあった。

　お互たがいに寝返りを打った拍ひよう子しにか、美遙の指先が遊のてのひらに載のっている。目が覚めた途と端たんに認にん識しきするその温ぬくもりに、あわてて手を引いた。

（なんで他人の体ってこんなに熱いんだ……？）

　内心の動どう揺ようを押し殺しながら──そこにいたのが当然冬風でなかった事実に、なぜか遊は脇わき腹ばらを刺さされた──美遙を起こさないように上体を起こす。今、彼女に目を覚まされるのは不味まずい。なんとなれば、同床を余よ儀ぎなくした「事情」が、なぜか部屋にいなかったからだ。

　美遙は異性に不信感を抱いだいている節があり、それは遊にも向けられている。あの子がいない状態で、ベッドに二人きりでいるのはいかにも問題だった。

　幸い美遙は眠ねむりが深く、うかがい見れば今もすぅすぅと緩ゆるやかな寝息を立てている。

　真新しい寝間着は美遙が自分で選んだ物でサイズは合っているはずだが、吐息の度に上下する部分が窮きゆう屈くつそうなのは何かの錯さつ覚かくだろうか──などと脳のう味み噌そに相談を持ちかけてくる眼球をあわてて彼方かなたへそらそうとした、その時。

「おっとーさんっっっ!!」

　遊と美遙がいっしょに寝ざるをえなくなった原因が、朝から元気いっぱいの声を出してきた。

　開けっ放しの部屋の入り口。仁に王おう立ちになったその子供は、拳こぶしをモンキーダンス気味に突つき出すせわしないガッツポーズで勝ち鬨どきを上げた。

「ハルハ、ひとりでトイレできたよっ！」

「んっ……ぅ……」

　明らかにその大声に反応したうめき声は、美遙の目覚めのそれに相そう違いなく。

　数秒後には、自分の顔をのぞき見る体勢のまま固まっていた遊に気付いて美遙が悲鳴を上げ、会心の春はる羽ははガッツポーズのままきょとんと目をまたたかせた。




　春日井春羽。

　この子供はこの世界に生まれた子供ではない。限りなくリアルな仮想世界を冒ぼう険けんするロールプレイングゲーム『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』──通つう称しよう『ＣｔＧ』の世界に生を受けた人造人格ハダリーズ。その一人だった。

　ハルハは生まれてすぐ、遊のアバターであるクランプと、美遙のアバターであるミーファに託たくされた。

　彼らはゲームの中で場当たり的な《結けつ婚こん》イベントを起こしており、そのイベントは『ＣｔＧ』を稼か働どうさせるコンピュータが理想的と判断した一いつ対ついにのみ起こせるという。それがハルハの親にふさわしいと判断された理由らしい。

　そしてクランプとミーファに育てられ急速に生長したハルハは、「ヒト平へい衡こう研究所」なる公機関の実験で人工の肉体を得て、現実世界の遊の家に現れた。

　肉体的にも精神的にも不安定なハルハを見守るため、遊と美遙は遊の家でハルハと──春羽と同居することになった。三人で同じベッドに寝ているのもまた、春羽のメンタルケアの一いつ環かんだ。

　そんなぎこちない同居生活が始まって、一週間あまりが経たとうとしていた。

　その間、遊は以前と変わりなく学校へ通い、美遙は春日井家の物置を片付けて私室を整え、春羽は家に残った美遙とおもちゃや『ＣｔＧ』で遊んだりしていたのだが──




「……ど、どうですか？」

　見慣れた制服を、そろそろ見慣れてきた美遙が着ている。しかしその組み合わせは今この瞬しゆん間かんに初めて見る。

「ぁ……」

　リビングで簡単な朝食の用意をしていた遊は、二階の自室で着き替がえて下りてきた美遙の姿に句を絶やした。

　今日から通うことになった学校の制服に身を包んだ、美遙。不安そうな顔をしているが何が不安なのかの見当は付かない。そんなくらいに、

「うん……あれだ。ちゃんと制服だ」

「……なんか適当ですね……」

　美遙の不安は即そく座ざに不満に置き換かわったようだった。しかし高校生男子の舌足らずは流行はやり病のようなもので、責めるのは理り不ふ尽じんというものではないのか。

　まして美遙は、実際に顔を合わせてからまだ一週間にもかかわらず「娘むすめの母親」という意味わけの解わからない存在だ。どうにも距きよ離り感かんを摑つかみかねる。

　たじろぐ遊を追つい撃げきするようにジトッと見つめてくる美遙から救い出してくれたのは、猫ねこの肉球柄がらのクッションに座って朝あさ御ご飯はんを待っていた春羽だった。

「すごくカワイイよ！　グレーターおかーさんだよ！」

　とてとてとブレーキのない勢いで駆かけ寄って、美遙に抱だきつく。屈かがんで抱き留めた美遙の胸へ、モグラのように顔を埋うずめる。

　美遙はくすぐったそうに目を細めて、ぎゅっと抱き締しめた春羽の頭を撫なでた。

「ありがと、春羽。

　今日からわたしも学校だから、甚はじ目めさんと留守番お願いね」

　甚目左ひだりはハルハを管理する研究所の職員で、昼の間は春日井家にやってきて春羽の面めん倒どうを見てくれている。今日も間もなく来るはずだ。

　春羽はちょっと答えず、美遙に頭を押し付けていた。

　遊は少し不安になった。春羽は遊と美遙から離れるのを極きよく端たんに怖こわがる。眠るだけでも不安がって、三人いっしょに寝ることに固こ執しつするくらいなのだ。

「春羽、平気か？」

　遊の呼びかけに応こたえた春羽の顔はしかし、いつも通り屈くつ託たくのない、元気の弾はじけるものだった。

「ヘーキだよ！　ハルハがイッテラッシャイってとなえると、タダイマってかえってくる。フラグおぼえたよ」

「……そうか。もう留守番は攻こう略りやく済みか」

「マスターしました」

　心得顔でぽんっとパジャマの胸を叩たたいてみせる春羽の姿に、遊は目め頭がしらの熱くなるのを感じた。

（大きくなったなぁ……）

　二ヶ月前には赤ん坊ぼうの姿で、ゲームの中にだけ存在した、娘。

　この感情はたぶん、普ふ通つうの親子のそれとは違ちがうと思う。この子はたった二ヶ月でここまで大きく、そうして先の事件では遊たちのために命を張ってくれるまでに成長したのだから。

　それに比べて──と、春日井遊は思う。

　半年以上前の母の死から立ち直れず、今朝も小さな自分の夢を見る俺はなんなんだろう。

　子供で親で、男で高校生で。

　大人でだけはない。

　独り溜ため息いきを吐つき、春羽に牛乳を注ついでやっている美遙に心中でだけ謝る。

　よく似合ってるよ──と、そんな正直な感想一つ言えない自分の臆おく病びようさに呆あきれながら。







　仮想世界に生を受け、人造人体に受肉した新世種ハダリーズの少女、春日井春羽。

　急死した『ＣｔＧ』開発者の一子であり、春羽の「父親」となった少年、春日井遊。

　遊のアバターと『ＣｔＧ』の中で《結婚》イベントを起こし、春羽の「母親」となった少女、釘宮美遙。

　彼らの日常と冒険は今日も続く。まるで人生のように続いていく。

　そして。

　遊と美遙は学校へ行き、春羽は退たい屈くつな留守番へ取り残されたところから。

　新世種第二の物語は幕を開ける。
















　夏休みまで一ヶ月を切った朝の教室は、期末試験や休きゆう暇か中の予定の話題でじゃわじゃわと甲かん高だかく揺ゆれている。

　そんなホームルーム前の一ひと時とき。遊ゆうは机に頰ほお杖づえを突いて、うつらうつらと意識を揺り籠かごに預けていた。この一週間、何かと忙いそがしかった上に試験勉強が重なって、寝ね不ぶ足そくが続いている。

「なぁ遊ー。英語の範はん囲いって、テッドがガソリンスタンドで手術されるとこまででいいんだよな？」

　空気を読まずに話しかけてきたのは糸いと野の幸こう太た。中学時代を知っている者から見れば高校デビューの真まっ茶ちや髪ぱつが痛々しくも微笑ほほえましい、遊の数少ない友人だ。

　遊は眠ねむ気けを隠かくさない声で答えた。

「アレグラが変なトカゲを見るシーンまでだったと思ったけど。不安なら、学内ＬＡＮにまとめサイトが上がってるから確かく認にんしとけよ」

　そうだっけか？　などと言いつつ、幸太は前の席に座ってきた。背もたれに顎あごを預けて、寝かせてオーラを出しているつもりの遊に遠えん慮りよなく話しかけてくる。根の無む邪じや気きさからか、以い心しん不ふ伝でん心しんぶりまでもが清すが々すがしい。

「なんか今日、先生遅おそいよな」

　机の隅すみに置いていた一枚板モノリス型の携けい帯たい端たん末まつをタップすると、デフォルトのホロスキンと時刻が表示される。確かにいつものホームルームの時間を過ぎていた。

「なんかあんのかね？」

　そわそわと言う幸太に、遊は答えられる言葉を持たなかった。答えてしまうと、なぜ答えられるのか、という破は滅めつ的な質問につながってしまう。

　そして遊が沈ちん黙もくし、幸太が遊の端末で（勝手に）試験範囲を確認している間にも、幸太の疑問の解答は教室の前まで来ていた。緊きん張ちように背筋を震ふるわせながら。




「く、釘くぎ宮みや美み遙はるです……」




　期末試験直前という微び妙みようすぎる時期の転校生は、当然のこと好こう奇き心しんの飽ほう和わに迎むかえられた。

「釘宮さんは御家族の都合で関西の学校から転入になりました」

　担任の樋ひ口ぐち先生が如じよ才さいなく転校理由──噓うそにはなっていない──を説明する内にも、教室中で視線の喧けん噪そうが交かわされる。女子は動物園のコアラを見るように、男子は机の下でうおお！　と握にぎり拳こぶしなど作りながら。

　遊だけが、鏡のように硬かたくなって美遙を見つめていた。向こうもこちらに気付いているようで、時折ちらちらと落ち着きのない視線が飛んでくる。

　当たり前と言えば当たり前だが、学校の皆みなには遊と美遙が同居していることは秘密だ。春はる羽はのことを公おおやけにするわけにはいかない。役所に提出した住居データからして、甚はじ目めが偽ぎ造ぞうした物だった。

　そんなわけで表立って手助けできない遊は、美遙と目が合う度たびに『ＣｔＧ』で使うハンドサイン「ほどほどがんばれ」を送った。

「……夏休みまであまりありませんが、仲良くしてもらえるとうれしいです。

　よ、よろしくお願いします」

　棒読み気味ながら舌を嚙かむこともなく言い切れたのは、彼女の人見知りぶりを考えれば大だい健けん闘とうではあった。




　しかし、若いながら分別のある樋口教きよう諭ゆが教室を去り、無む思し慮りよが服を着て歩いているような高校生たちが教室へ解き放たれたとなれば大健闘も儚はかなく空むなしい。

　ホームルーム後の業間に入るや、美遙はあっと言う間に包囲された。席に着く間もない。

「どこに住んでるの!?」

「向こうに彼氏とかいた？　遠えん恋れん？」

「ねぇ。お弁当持ってきた？　あたしたちと食べようよ」

「部活決まってるの？　ホーリー・マウンテン部で類推の山を探してみない!?」

　女子の中でも積極的な一群が美遙を取り囲み、質問やら勧かん誘ゆうやらで攻せめ立てている。そこまで押しの強くない男子女子も、ニューカマーの個人情報を少しでも得ようと聞き耳を立てているようだった。

　そんな質問のつるべ打ちに、美遙は訥とつ々とつと、一つずつ答えを返していく。

「あ、あの……えと、家は親しん戚せきのお家うちに下宿してて……」

　正確には「娘むすめの父親の叔父おじが管理している家」だが、まぁ広義には噓ではない。

「彼氏とかはいません……」

　れっきとした娘はいるが、不思議なことに男女交際の経験がない（らしい）。

「お昼は……学生食堂があると聞いていたので……」

　美遙も遊も簡単な料理ならこなせたが、遊と同じ弁当を持ってくるのも考え物だし、別々に作るのは金銭的にも時間的にも不経済だ。

「ぶ、部活に入る予定はありません」

　美遙には『ＣｔＧ』で過ごす時間を確保しなければならない理由があった。春羽は定期的にログインしなければ生命活動に支障を来きたす体質だし、美ミー遙フアとしても、いざという時にあの子を守るためアバターを鍛きたえておきたい。

　──などと、核かく心しんをぼかしつつ律りち儀ぎに質問に答えていた美遙だったが、質問に勧誘にアドバイスと、早くも近所の世話焼きおばちゃんの片へん鱗りんを見せる女子たちの勢いは一向に止やむ気配がない。

　ふと目が合って、遊はまたハンドサインを送った──「フォロー」「行く」「？」。

　対して美遙は、小さく首を振ふってきた。昨日寝る前、転校時期が時期だけに早くクラスに慣れたいと言っていたのを思い出す。

　しかしそんな美遙の意志とは裏腹に、ただでさえ内気なところのある彼女のキャパシティはすでに限界を超こえていた。次し第だいに受け答えが曖あい昧まいになっていき、周囲の女子たちもさすがに気まずそうな雰ふん囲い気きになってきている。

「あ、ごめんねいきなり……」

「ウチら空気読めてないよね……」

　周回遅おくれで追い付いてきた遠慮に、かけられる言葉がよそよそしいものになっていく。

「や、全然、全然！　そんなことなくて……あの──」

　美遙は焦しよう燥そうのあまりパニックを起こしかけていた。このままクラスに馴な染じめないまま夏休みを迎え、休み明けには忘れ去られる未来でも頭に描えがいているのだろう。美遙やミーファの表情を見てきた遊にはそれが判わかる。

　やはり、多少不自然でも助け船を出した方がいいだろうか。

　遊が席から腰こしを上げかけた、その時である──

　ふっ、と。

　闇やみが降ってきたかのように、教室の空気が固まった。

　自然、皆の視線が教室の出入り口に集まる。そこには隣となりのクラスの女生徒がいた。後ろに三人の女子を従えた、小こ柄がらで平静な顔をした遊の幼友達だ。

　小こ槌づち冬ふゆ風ふ。

　なぜ彼女の来訪に静せい寂じやくが落ちたのかは、よく解わからない。その女子がまとい付かせた異様な迫はく力りよくのせいだろうか。

　それとも、恐きよう慌こう寸前だった美遙の雰囲気が一いつ瞬しゆんにして全き零ぜろへ凍とう結けつしたからだろうか。

「お、小槌さんだぞ遊」

　さっきから遊の机に座って転校生を見物していた幸太が、からかうトーンで言ってくる。中学からの友人である幸太は、遊と冬風の関係を大まかには把は握あくしている。しかし遊は、予想外の冬風襲しゆう来らいへの混乱から、友人からの揶や揄ゆにも反応できないでいた。

　いや、無言のまま謎なぞのプレッシャーを放ち続ける冬風へ相対できたのは、この学校の中でもただ一人だった。

　誰だれあろう、転校生・釘宮美遙である。

　さっきまでの狼ろう狽ばいぶりが噓のように落ち着き払はらって歩み出た彼女は、冬風と対たい峙じしてとびきりの笑え顔がおを見せた。

「あなたは小槌冬風さん」

「そう言うあなたは釘宮美遙さん」

　その普ふ通つうなような異様なようなあいさつが交わされた瞬しゆん間かん──クラスの一同は、

　バリッ。

　と、崩ほう壊かい質な空電の弾はじける音を聞いたという。

　その場に居合わせた生徒の一人は、後にこう証言する──




『今思えば、二人が顔を合わせた瞬間、何かが破れたんです。

　……鋏はさみ。そう鋏です。二枚の刃はが交わる度に、間にあった何かがじョきんって破は壊かいされる──そんな二人に見えました』




　ふわりと軽い髪かみ質しつの長ちよう髪はつ、豊かな体形、貼はり付けたような満面の笑み。

　夜空の色をした短たん髪ぱつ、小柄でスレンダーな体格、静かな闘とう志しを秘ひめた無表情。

　頭の天辺てつぺんから足の先まで対照的な外見を持つ釘宮美遙と小槌冬風は、ただ無言で向かい合っている。それだけなのに、二人の少女の量塊マツスが生み出す謎のドップラー効果が朝の教室をぐにゃりと揺らす……

「痛いたッ……やだ、唇くちびる切れちゃった」

「あの二人の存在感が空間を歪ゆがめ、気圧に影えい響きようを与あたえているというの……？」

　最前まで美遙を取り囲んでいた女子たちが、戦せん慄りつに額の汗あせを拭ぬぐう。

「いや、そんなバカな……」

　ようやく口の動くようになった遊がツッコむが、あわててリップクリームを塗ぬりたくるのにいそがしい彼女らには聞こえていない。

「…………むぅ、この空気はまさか──」

「し、知っているのか歴れき女じよの六ろつ角かくさん!?」

　そんな中、野や暮ぼったい眼鏡めがねの女子が何かに勘かん付づいた声を出し、幸太が答えを促うながす。

　眼鏡の女子──史学研究同好会の六角蓮れん子こは、驚きよう愕がくに震える声を吐はき出した。

「ええ、この空気はまさしく……後うわ妻なり打うち！」





『後妻打ち』とはッッッ！

　本ほん邦ぽう中世から江え戸ど時代頃ごろまで行われていた、婚こん姻いんにまつわる風習である！

　夫が前妻と別れてすぐさま後妻を取った時、前妻が予告の上で後妻の家に襲しゆう撃げきをかける。その際、攻こう守しゆともに身分に応じた数の女性が助すけっ人とに呼ばれた。両陣じん営えいの乱らん闘とうを描いた絵図はさながら女性たちの合戦である！

　決着する前に仲ちゆう裁さいが入って引き上げていくというのが様式だが、中には熱が入りすぎて負傷者を出す場合もあったという。恐こわい！

　ちなみに歌か舞ぶ伎き十八番の一つ『嫐うわなり』は、この後妻打ちをモチーフに、一対二の男女の愛あい憎ぞうを描く芝しば居いとされる。






「嫐……スゲぇ字じ面づらだな。女に挟はさまれた男……なんかうらやましいぜ！」

　六角が授業用の光学黒板にペン型デバイスで書き込んだ「嫐」の一字に、幸太は微かすかに頰ほおを赤くしてうめいた。

　対照的に、六角の隣で話を聞いていた学級委員の野の木ぎ直すなおはあっさり手を振る。

「いやいや糸野くん。戦後、女とストッキングは強くなったんだよ。そんなんに挟まれたらミンチだよ、ミンチ」

[image: ]

　へぇ、そうか、ミンチか──と、聞き流す遊の心はすでに半分死んでいた。

　幸太は一転顔を青ざめさせ、そして気付いた。

「うへぇ……い、いや、しかし待ってくれ。確かにあの二人の間に流れる空気は嫐の修しゆ羅ら場ばそのものだ。けど、二人は初対面のはず。俺、小槌さんとも中学いっしょだったから間ま違ちがいねぇと思うぜ」

「それは……判らない。でもあの二人、お互たがいに名前を知ってたみたいだし……わたしたちには想像も付かない因いん縁ねんがあるに違いないわ！」

　ごくり……と喉のどを鳴らす六角の視線の先で無言の睨にらみ合いは終わりを告げ、ようやく冬風が口を開いた。

「その節は失礼したわね」

　春羽が現実に出てきた翌日、スーパーで出会った時のことだろう。あの時、美遙は遊といっしょに住むことになった事実を冬風に宣言し、冬風は──意味が解らなかったのか──立ったままフリーズしてしまったのだ。（余談だが、遊は冬風が口で言い負かされる瞬間を初めて見た）

「人類で初めてナマコを食べた人なみの勇気あるいかもの食いを堂々と宣言されたものだから、びっくりしてしまったの」

　冬風は「ナマコ」のところでちらりと遊を見た。遊の心は海底に沈しずんだ。

　対する美遙は、口元に拳こぶしを当てて小さく首を傾かしげた。

「それでわざわざあいさつをしに来てくれたんですね。ありがとうございます。

　──小槌さんこそ、大事に飼っていた犬が迷子になったような、途と方ほうに暮れた顔をしてましたけど大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　美遙は「犬」のところで遊を見た。遊は首輪を着けられて犬小屋で暮らす自分を幻げん視しした。

「心配ないし、そもそも犬は飼ってないわ。

　でも──そうね。仮にそんな駄だ犬けんを飼うなら、御ご近きん所じよや生態系のために去勢しとかなきゃね」

「奇き遇ぐうですね。わたしも心からそう思います」

　二人の会話はあくまで二人の間で交かわされている。だが、その声こわ音ねに籠こもった意志は音波の物理を無視して偏へん向こうし、一人の少年を内うち股またにして突つっ伏ぷさせていた。

「わたしたち、意外に気が合うのかも知れませんね」

「そうね。友達になれるといいわね」

　……………………




　うふ……ふふふっ……


ふふっふっふ…………






　晴れ渡わたった空。爽さわやかな陽光の差し込む朝の教室に、笑っても表情の変わらない冬風と仮面のような笑顔の美遙の、虚うつろな笑い声だけが木こ霊だまする。

　そしてその死し霊りようの館やかたじみた教室は、教師がやってきて解散を命じるまで続くのだった。

「お？　どうした遊？　内臓に手を突っ込まれて無む茶ちや苦茶にえぐり回されてるような顔になってるぞ？」

「……………………ミンチよりひでぇよ」




　こうして。

　転入早々に異様な存在感を見せた釘宮美遙は、本意とは全く懸かけ離はなれた形で、１年Ｃ組でも一目置かれる存在になったという──




　　　　◆




　四時間目の授業は体育だった。

　正午に間もない時間帯。雲一つない空に黄色い太陽が輝かがやき、じわじわと肩かたを押さえ付けるような「夏」を投げかけてきている。

　更こう衣い室から張り出した屋根の陰かげにいる美遙はまだいいが、グラウンドで高たか跳とびの記録を取っている男子たちは一様に気け怠だるげだった。

「はぁっ……」

　塩素の匂においを帯びた吐と息いきが、水着の張り付いた胸むな元もとに染しみ入る──美遙は美遙で、五〇メートルを泳ぎ終えたばかりでぐったりしていた。

　がむしゃらに水を叩たたいた両手両りよう脚あしが鈍にぶく痺しびれている。もったりした水の感かん触しよくが頭に残っているようで、毛先や水着からしたたり落ちた雫しずくが脚の間に水たまりを作る様を、ぼーっと見つめてしまう……

（なんか疲つかれたな……泳ぐのはけっこう好きだけど、でも）

　転校早々に水泳の授業である。ただでさえ腰が落ち着かないのに、ぎりぎりで間に合った指定水着が下ろし立てのせいか微び妙みようにキツくて気持ち悪い。ごつごつしたプールサイドの座り心ごこ地ちと相まって、心身が塞ふさいでいく。

　元々人見知りな上に変則的な転入をしてきた美遙は、多分に気き疲づかれしていた。遊にみっともない姿は見せたくないと、殊こと更さらに気を張っていたせいもあるかも知れない。

　そんな倦けん怠たいの中で、ふと気配を感じて顔を上げる。

「ぅ～……あっついねー」

　頭に引っかけていたゴーグルをバチンと外しながら、たった今記録を取り終えたらしい女子が声をかけてきた。教室と装よそおいが違っているので一いつ瞬しゆんならず誰だか判わからなかったが、やや鼻にかかった声で思い出した。学級委員だという野木直だ。倒たおれ込むように隣となりに座ってくる。

「疲れちゃった？　ま、転入していきなりプールだもんね」

　あけすけな態度に、ちょっと戸と惑まどう。朝以来、美遙はなぜかクラスのみんなから丁てい重ちようすぎる扱あつかいを受けていた。まるで、マフィアか何かの女幹部に接するような態度だ。理由が解わからないので美遙の方も遠えん慮りよがちになっている中、野木は気さくに話しかけてきてくれた。

「いえ、平気です……」

　美遙の返事はいかにもぎこちない。ミーファでいる時はあんなに積極的に他人と関かかわれるのに、美遙に戻もどった途と端たんにこれだ。自己嫌けん悪おがますます勇気を奪うばっていく、悪あく循じゆん環かん。

　野木は笑えみこそ消さなかったが、会話の接つぎ穂ほに困ったような間があった。それを探すように視線をさまよわせて、

「あー……えっと……あ」

　ふと視線を留めた。男子が高跳びをしているグラウンドの方だ。

「男子、今日のは成績に直接響ひびくせいでみんな真しん剣けんだね。いつもはもっとだらだらしてるんだよ」

「ぁ……試験代わりなんですね」

　プールは高台に造られている。フェンス越ごしにグラウンドの様子を一望できた。野木の目を追って眺ながめれば、確かにみんな、浮うわついた私語もなく順番待ちをしている。

「あ、栗くり野のくんが跳ぶよ！」

　黄色い声を上げたのは、朝に美遙に話しかけてきた女子の一人だ。友人たちと並んで、高跳びに臨のぞむ男子を指差している。彼女の名な指ざした男子が、少女の合図を待っていたかのように助走に入る。

　注目を浴びるだけあって、素人しろうと目にも堂に入った助走から跳ちよう躍やく──見事にバーを飛び越こえた。いっそ気持ちよさそうなくらい奇き麗れいなフォームでマットに沈む。

「やった！　さすが陸上部期待の星！」

　先ほどの女子──確か塚つか見みさん──が歓かん声せいを上げる。ファンなのだろう。

　対照的に、野木はぼつりと冷静な声を出した。

「ふム、栗野くんか……イケメンスピリット指数──72点だね」

「なッ!?　──なんでよ野木！　栗野くん、ルックスも性格も良くて陸上部のホープで、88点は堅かたいっショ!?」

　塚見は耳みみ聡ざとかった。野木の採点が激しく気に入らなかったらしく、一転、鬼おにの形相で睨んでくる。野木は平然と受けたが、隣に座る美遙が身をすくめてしまう。（それはそれとして、あえて90点台を付けない塚見さんの奥ゆかしさがちょっと可愛かわいい、と思った）

「ふッ……現実を見なさいよ塚見。確かに栗野くんはいい感じの細マッチョよ。でも、中間テストの総合点でワースト十指に入ったと自分で言いふらしてた、残念マッチョであることも忘れてはいけないわ」

「か、可愛いじゃん！　てかアスリートなんだから速けりゃいいのよ！　あんたはサバンナのピューマに三角関数を求めンの!?」

　それ動物ケモノ扱いしてるような……とは思ったが、気の弱い美遙は口にできなかった。野木は無視して採点を続けた。

「お、次は石いし戸とくんか。81点」

「な、なんであんな優やさ男おとこがあたしの栗野くんより高得点なのよ!?」

「あんたのじゃねーし」

「あー、でもあたしも石戸いいわ。眼鏡めがね男子アツいわ」

　いつの間にか、他ほかの順番待ちの女子まで集まってきて男子の品評会になっている。

　当然、今日転校してきたばかりの美遙は付いていけず、疎そ外がい感を深めることに──なるタイミングで。

　下界の高跳びに、春かす日が井い遊の順番が回ってきた。

「あっ…………」

　向こうはこちらには気付いていない。遠目にも緊きん張ちようした様子で運うん動どう靴ぐつの具合を確かめている。

（春日井くん、がんばれ……！）

　声に出さずに応おう援えんして、思わず指を握にぎり締しめる。

　この学校では──あの小槌某なにがしを除けば──唯ゆい一いつ、美遙の知っている相手。美遙を知っていてくれる相手。

　先の休み時間にはトイレから帰ってくるところを廊ろう下かで待っていて「うちのクラス、ちょっとばかりやかましくて無責任な連中ばっかだけど、ちょっとばかりやかましくて無責任なだけで実害はないからさ。もっと気楽にいけよ」だとか、反応に困る微妙なアドバイスをしてきた。

　反応には困ったし、実行できたわけでもなかったけれど、ほんの少しだけ気は楽になった。

　──美遙には、みんなには秘密の味方がいる。その事実は、美遙のマイナス思考に柔やわらかなクッションを与あたえてくれる。

　意識をグラウンドに戻すと、遊はまだ跳んでいなかった。前の男子がバーを落としてしまい、マットの位置もずれたので直すのに時間がかかっている。遊は手伝いに駆かけ寄っていた。

「春日井くんか……」

　そして当然、遊もプールサイドで行われている下馬評の俎そ上じように載のせられた。すぐ隣で野木の下す評点が、ことさらくっきりと耳に響く──




「66点、かなぁ」




　ぴくっ、と。

　美遙は、自分の頰ほおが引きつるのを感じた。

「お、委員長。採点辛からいじゃん」

「んー……見た目も素行も悪くないんだけどね。男子の中じゃ落ち着きあるし」

「うん」

「それだけ、って言うか」

「おおぅ、ばっさりだ」

「あはは、でも解るかも～。放課後はすぐ帰っちゃってプライベート謎なぞだし」

「無愛想……ってほどじゃないけど、ちょっと暗いよね。今はそうでもないけど、春頃ごろとか、いつ見ても辛しん気きくさい顔してたなー」

「今も毎日のように寝ね不ぶ足そくっぽい顔してるよ」

「て言うか！　春日井がアホの糸野に試験対策教えてるせいで栗野くんの順位が落ちたのよ！　余計なことしてさ！」

「それは逆さか恨うらみなんじゃ……」

　玉入れ合戦でもしているかのように、遊への寸評やらなんやらがぽいぽいと美遙の耳に放ほうり込まれていく。

　そしてそれは、同級生たちへの「第一声」に遅ち疑ぎ逡しゆん巡じゆんしていた美遙のためらいをあっさりと押し流した。

「……そうですか？」

「ぇ？」

　ぽつりと洩もらした美遙の呟つぶやきに反応したのは、すぐ隣の野木だった。美遙が話題に乗ってきてくれたのでちょっとうれしそうな顔をしている。

「どういうこと？」

「わたしはあの人……春日井くんとは、ちょっと話しただけですけど」

「そう言えば隣の席だっけ」

　そう、なんの因果か美遙は遊の隣の席に座ることになった。全くの偶ぐう然ぜんだったが正直助かった。遊が相手なら、隣に座るくらいではもう緊張しない。

　だって毎日いっしょに寝ねているくらいなんだから。そして、他の男の子のことは全然知らないけれど、遊のことだったらクラスの女子なんかよりずっとよく知っているのだ。寝相を崩くずした時にだけちょっと見える内うち腿もものほくろなんて、あの小槌冬風だって知らないのではないだろうか。

　そのささやかな自負が、弱いはずの美遙の心臓にあふれてきて、まるでミーファのようにはきはきと言葉を紡つむいでいく。

「はい。ちょっと不器用な感じもありますけど、まぁ親切にしてくれますし。露ろ骨こつに眠ねむそうなのに友達の試験勉強の相談に乗ってあげたり、そういうのって、本当に面めん倒どう見みの良い人じゃないとできないと思います。

　今だって、すぐにマット直すのを手伝いに行ってました」

　フェンス際ぎわの女子たちは、きょとんと顔を見合わせ、記き憶おくと相談したようだった。

「あー……そういや、教室でジュースこぼした時、掃そう除じ手伝ってくれたな」

「割りと成績いいよね、春日井くん。中間テストの上位発表でも、なんの科目か忘れたけど二個くらい入ってたし」

「た、確かに栗野くんともそこそこ仲良いみたいだけど……」

　美遙の指し摘てきをきっかけに、女子たちの言葉が揺ゆれ、お互たがいを見み交かわす視線の作る上じよう昇しよう気流に乗っていく──でもって、それにしてもブレない塚見さんへの好感度がどんどん上がっていく──。

　美遙はなんとなく気を良くして頰を緩ゆるめた。まるで自分が褒ほめられているみたいだ。急に疲つかれがやわらいだ気がして、ガッツポーズを取るような心ここ地ちで足の指をきゅっと縮める。

（やっぱり、クランプとおんなじで、外では気取り屋で壁かべを作るタイプなんだ……わたしはいきなり家に行っちゃったからカッコ付ける暇ひまもなかったんかな）

　そんなことを思うと可笑おかしくって、ちょっと可愛い気もして。お腹なかではなく胸から笑いが込み上げそうになってくる。

　──と。

　株というのは一度上がり始めると高こう騰とうを極きわめるものなのか、険が取れ温かいものになっていた女子たちの声は、やがて微かすかな熱すら帯びてきた。

「……あれ？　案外に優良物件だったりするのかな？」

「言われてみると、ちょっと好みの顔してるかも」

「付き合ったらなんでも言うこと聞いてくれそうなイメージあるよね」

「前に糸野が言ってたけど、お母さんゲームのクリエイターらしいよ。なんかカッコよくない？」

「こ、この間、昼休みに春日井くん居い眠ねむりしてて、次が移動教室だから起こしてあげたら『サンキュ……』って寝ぼけた声で言ってくれたんだけど…………ちょっと可愛かったかも」

「お？　なんだオマエ青春じゃーん」




　……………………




　美遙は、立ち上がった。

　鋼はがねのような笑え顔がおを固めて、すっくと立ち上がった。

　野木が「？」と見上げてくる。しかし美遙は頓とん着ちやくすることなく、マットを直し終えて助走路に戻もどっていく遊を眺ながめながら言った。




「というわけで、あれは40点ですね」

『えええええええええええ!?』




　美遙の啓けい蒙もうによって遊への評価を改めつつあった女子たちのユニゾンがプールサイドに木こ霊だまする。野木も呆あつ気けにとられて声を震ふるわせた。

「さ、下がるんだ……今の流れ、点数下がるんだ」

「いいですか、野木さん」

「は、はい……」

「優やさしさの『優やさ』は、優ゆう柔じゆう不ふ断だんの『優ゆう』なんです」

「優しさの『優』は……優柔不断の『優』ッ……！」

　野木は雷かみなりに打たれたように復唱した。なんだかよく解わからないけどなんだか深い気がする。

「春日井くんのような人は、人に気を遣つかうあまり、なんにも決断できません。

　仮に、春日井くんに『今日食べたい物は？』と訊きいたとしましょう。その答えは──」

　この体育の前の古文の時間、遊は隣りん席せきなのを良いことにメモ紙に筆談で『今日の夕飯どうしよう』とか訊いてきた。美遙が『何がいいですか』とやはり同じメモ紙に書き込んで問い返すと、

「『なんでもいい』と、こうですよ！　それで答えたつもりですか!?　そのくせ、こっちの好きなように決めると微び妙みように気乗りしない顔をするんですっ！　信じられません！

　そう──ああいう人と付き合ったら、『駅前のスーパーの特製激げき辛からコロッケが嫌やーなら最初からそう言いーや！』的な体験を毎日することになります！

　そんなだから、きっと好きな幼おさな馴な染じみとかがいても告白とかできなくて、関係をぐだぐだと引き延ばして周りをイライラさせるんですよ！

　しまいには、別の女の子との間に出来た子供にその幼馴染みから取った名前を付けちゃうようなスットコドッコイなことをするんです！　ええ、そうに決まってます！」

　スタイルの良い美遙が水着姿で真っ直すぐに立ち、実感の籠こもった広こう長ちよう舌ぜつを振ふるう様は鬼き気き迫せまるものがあった。

「そ……それはスットコドッコイね……そびえ立つようなスットコドッコイね……」

　赤べこのようにこくこくとうなずく野木。

　プールサイドでも水中眼鏡めがねを着けっぱなしの六角蓮子は、しばし沈ちん黙もくしてから、

「袁えん紹しようと劉りゆう表ひようのことを考えておりました」

　とだけ言った。袁紹も劉表も『三国志』の登場人物で、優柔不断な性格から領国の瓦が解かいを招いたスットコドッコイである。

　そんな彼女らの背景で、女子たちの熱っぽいささやきが交わされる……

「す、すごい……わたしたちのような漠ばく然ぜんとした勘かんぐりじゃない……たった半日隣となりに座っていただけで、まるでいっしょに住んでいるかのように具体的な指摘だわ！」

「師し匠しようなの？　恋れん愛あい師匠なの？」

「まるで説得力が違ちがう……そうよ、40点よ。

　春日井くんは40点のスットコ春日井くんなのよ！」

　こうして。

　美遙がクラス内で奇き妙みような地位を築きつつある中、グラウンドの春日井遊はようやく跳ちよう躍やくし、ぎりぎりでバーを飛び越こして会心の笑みを浮うかべていた。




　　　　◆




「ん～…………」

　春日井家のリビング。いつも遊や美遙が『ＣｔＧ』へ入る時に座っているソファに寝ね転ころがって、甚目左ひだりは蛙かえるのように喉のどを鳴らした。

　肉付きの薄うすい腹の上に載のせたノートＰＣのディスプレイに映るのは、春羽のチョーカーからリアルタイム送信されている生体データだ。余人が見れば前衛芸術と見まがいかねないサイケデリックな画面の異様なまでの情報量を、甚目は正確に把は握あくしていた。

（やっぱり『両親』が不在だとメンタルスタビリティが大きく下がるか……一日目でこれだとキツいかもね。小学校は当分無理か）

　心中で独りごちて、ノートＰＣを閉じる。それをテーブルにどけると、四し肢しをだらんと開いて無む為いに天てん井じようを眺めた。大学生くらいに見える女性としては、いささかだらしない格好と言えるだろう。

　この家では上司や同どう僚りようの目がないせいでだらけきっている彼女だが、今日は特に自じ堕だ落らくぶりが顕けん著ちよだった。思春期男子の遊や生き真面目まじめな美遙がいないのを良いことに、サマーセーターやタイツを脱ぬぎ散らかした薄うす着ぎでごろごろしている。

　一方。

　彼女の観察対象である春ハル羽ハは、今はテーブルに伏ふせてテレビを眺めていた。

　彼女のお気フエイに入りバリツトである『黄泉よみ帰がえる！　怪かい僧そう少女ラスプーちゃん５ピヤーチ』は最新回までアーカイブで視みてしまったので、今映っているのは午前の再放送ドラマ枠わくで流れている時代劇『古こ十じゆう郎ろう刀かたな暦ごよみ　放ほう浪ろう編』だ。

　しかし、見た目よりもさらに幼い春羽の精神年ねん齢れいでは殺陣たての場面以外は退たい屈くつらしく、出し抜ぬけにすっくと立ち上がり、

「とぅっ」

「ぐふぅ!?」

　やはり唐とう突とつにジャンプして、甚目にボディプレスを敢かん行こうしてきた。

　心は幼くとも体は八歳児相当の質量。特に腹筋が割れているわけでもない甚目の体には、割りとシャレにならない打だ撃げき力りよくだ。

「けほッ……は、春羽ちゃん？　いきなりどしたの？」

　頰ほおをひくつかせながら尋たずねると、春羽は甚目の腹に顔を埋うずめ、ぽそっと答えてきた。

「わかんないけど」

「わかんないのに跳とんじゃダメよ……」

「なんかね、むずむずする……ツボわりたい」

　ゲームから生まれた春羽の感情表現には未いまだに面めん食くらうことがある。遊や美遙はだいぶ慣れてきたようだが。

　甚目は自分なりに解かい釈しやくして、春羽の髪かみを撫なでながら問いかけた。

「退屈なの？　『ＣｔＧ』入る？」

　このくらいの時間、昨日までは美遙がいて、いっしょに『ＣｔＧ』に入って乳母ナニーＮＰＣのパヤキノと遊んだり、簡単なクエストに挑いどんだりしていた。しかし春羽は、うっそりと顔を上げて首を振った。

「なんか、チカラがでない……」

（ま……そりゃ寂さびしいよね）

　甚目は小さく息を抜くと、春羽を抱だいたままテーブルのノートＰＣを開いた。精神状態以外のステータスは極めて好調だ。これなら。

「わたしが残ってる仕事を片付けてお昼食べたら、外へ遊びに行きましょうか」

「？　いいの？」

「ええ。もう普ふ通つうに歩いてるだけじゃ転ばなくなったし。

　そのまま遊くんたちが帰ってくる時間まで遊んで、途と中ちゆうまで迎むかえにいってあげましょ」

　曇くもりがちだった春羽の顔が、ぱぁっと噓うそみたいに光に包まれた。笑顔を返す甚目の胸に抱きついてくる。

「ありがとうヒダリちゃん！」

「こらこら……甘えるなら美遙ちゃんにしときなさい」

　くすぐったさに笑いをこらえながら引きはがすと、春羽はきょとんと不思議そうな顔をして甚目を見ていた。「？」と目で問うと、春羽は大発見をした時の声で報告してきた。

「ヒダリちゃん、おかーさんよりおおきいのに、おっぱいはちっちゃいよ！」

　甚目は無言で春羽を絨じゆう毯たんへ投げ落とした。




　　　　◆




　一説には元板前という異色の経歴を持つ初代校長の趣しゆ味みで作られたという学生食堂は、今日も多くの生徒たちでにぎわっていた。

　期末試験直前なのでテーブルの上に定食と生徒用タブレットを並べて教科書テキストやノートを読みながら食事する者もいれば、余よ裕ゆうがあるのか開き直ったのか、馬ば鹿か話に花を咲さかせるグループもいる。

　そんな中、この男女二人の席は微妙な雰ふん囲い気きに包まれていた。

「……なんのつもりだよ」

　一番安いメニューの一角であるとろろ丼どんぶり（並盛り）を前に戸と惑まどったように尋ねたのは、１年Ｃ組・春日井遊。

「何が？」

　その対面で焼き鯖さば定食を突つつきながら、淡たん々たんと訊き返したのが１年Ｂ組・小槌冬風である。

　冬風は朝に見せたような異様な威い圧あつ感は放っておらず、いつも通り少し眠ねむたげでテンションの低い、どこまでも見慣れた遊の幼友達だった。

　遊はとろろに少量の醬しよう油ゆをかけ、少し乱暴にかき混ぜた。

「なんで釘宮さんを煽あおりに来たのか、ってことだよ」

　冬風は答えなかった。ただ鯖の小骨を抜き取るのに集中している風で、平へい淡たんに返してくる。

「その釘宮某なにがしはいっしょじゃないのね」

「クラスの女子といっしょだよ。早くなじみたいんだろ」

　本人は学食で食べるつもりだったようだが、昼休みに入るなり一部の女子たちに捕つかまり、半ば強ごう引いんに連れていかれてしまった。先頭に立っていた塚見が「師匠！　購こう買ばい名物の皿うどんパン（皿抜き）おごるから相談に乗ってよ！」などと、なぜか尊敬の眼まな差ざしで言っていたのでイジメとかではないだろう。

　遊は一いつ旦たん箸はしを置き、改めて冬風を見つめて口を開いた。

「……あのさ冬風。前にも説明したけど、釘宮さんと春羽は、社会実験の一いつ環かんで……まぁ、家族にいろいろと問題のある者たちを一つの家で暮らさせてみる、って奴やつで。

　他ほかにもオブザーバーみたいな人も家に来てるし、やましいアレでは全然ないからな」

　という設定ことになっていた。もし第三者から問い合わせが来ても保証できるよう、実体のない公益法人まで立ち上げたという。

　……ハルハが春羽になった時点で解わかっていたつもりだが、相当やばい権力ものに取り込まれている。春羽がいる遊と美遙は逃にげるわけにはいかないが、冬風を巻き込むことはしたくなかった。

「一応、非公開でやってる実験だからさ。他のみんなには言わないでおいてもらえると助かる」

「わたしは人の心が読める超ちよう能のう力りよく者じゃないけど」

　冬風は目を合わせてこず、そして話も嚙かみ合っていないようなことを言ってきた。

「遊は噓の一つも吐つけない超無能力者ね」

「……噓じゃないって……」

「へぇ。その社会実験とやらで、たまたまやって来たのが『ハルハ』なわけ？

　プランクスケール並みの確率ね」

　そもそも「ハルハ」は、幼い頃ころの遊と冬風がままごとで遊んだ時、冬風の持っていた人形を子供に見立てて付けた名前だ。予感はしていたが、冬風はきっちり覚えていた。

　舌打ちしたいような、覚えていてくれてうれしいような、微び妙みような気持ちのバッティングに動どう揺ようしつつも、遊は自制の限りを尽つくして持ちこたえた。

「そっ……そうだな。スゴい偶ぐう然ぜんだな」

　あくまで引かない遊に、冬風はようやく視線を合わせて溜ため息いきをついた。

「相変わらず、変なところで強ごう情じような奴ね。そうやってつまらない意地張って、ぐしゃぐしゃのケーキ食べるはめになったの忘れた？」

「それ小学……三、いや二年の時のことだろ。いつまで覚えてンだよ……」

「あの子供の頭の悪さを煮に詰つめたような、ぐしゃぐしゃな泣き顔が忘れられなくて。

　ぷぷぷ。ちょっとやめてよ。食事中に思い出し嗤わらいさせないで」

　箸はしの頭を唇くちびるに添そえて失しつ笑しようのふりをしながらも、冬風の顔は無表情なままだ。明らかにおちょくられているが、その仕草は可愛かわいいんじゃないかとか思ってしまった遊は反はん撃げきの言葉を返し損そこねた。勝てない。

　遊はひとまず説得を諦あきらめて、とろろ丼に箸を付けた──ところで、ぽつりと小さな声が追ってくる。

「……あの頃はよく泣いたのにね」

「それは……子供だったから」

「そんなのは──」

　なんなのか、彼女は言わなかった。

　それきりしばらく、双そう方ほう黙もく々もくと箸を動かす。互たがいの食器が空になりかかった頃、ふと冬風が訊きいてきた。

「今日はそれ一品なのね」

　ここ最近の遊は、量と値段のコストパフォーマンスが良い日ひ替がわり定食を食べている。体力を付けないと春羽の相手はできないからだ。今日、安くて量もほどほどのとろろ丼にしたのには理由があった。これは普通に答えられる。

「ああ。夕飯がソイレントマートの激げき辛からコロッケだから。今は重いモンを食べたくないんだよ」

「……ふぅん」

　遊は顔を上げた。冬風の声が冷えた気がしたからだ。そしてそれは、気のせいではなかった。

　いち早く定食を平らげた冬風はトレイを横にどけ、両りよう肘ひじをテーブルに突ついて顔の前で両手を組むポーズを取っていた。どこかで見たポーズだと思い、すぐに思い出す。刑けい事じドラマのベテラン刑事デカが尋じん問もんを始める時のポーズだ。

「辛からいのが苦手な遊が、この時間から夕食のメニューをあの地じ獄ごくコロッケに決めている。

　──つまり、誰かが食べたい物に合わせてるわけね」

「い、いや、それは……」

「わたしには噓を吐つき通すのに、あの転校生にはずいぶんと従順じゃない」

　ピンで留めたように揺ゆらぎない冬風の眼め。そこには一いつ切さいの激しさがない。ただ、触ふれる者を引き裂さく真空が在るだけだった。ぴりりと、不ふ機き嫌げんだ。

　小さな頃から子分のように扱あつかってきた遊が、自分に隠かくれて二人も同居人を抱かかえたことがそんなに気に入らないのだろうか。そんな風に思ったら、反はん抗こう心が頭をもたげてきた。

　遊はまがりなりにも「おとーさん」なのだ。いつまでも子供扱いされているわけにはいかない。

「きょッ……今日はたまたま辛い物が食べたかったんだよっ！」

　突き返すように言う遊が手に取ったのは、テーブル備え付けの唐とう辛がら子しの瓶びんだった。

「いつまでも子供じゃないんだから好みだって変わるっての！　ほらっ！」

　そのまま、残り少ないとろろ丼へ唐辛子をぶちまける。見るだけで涙なみだがにじみそうな有り様になったが、その甲斐かいあってか──単にドン引きしたようにも見えたが──冬風はあっさりポーズを解いて小さな体を背もたれに預けた。

「……ま、別にいいけどね。

　遊の噓なんて、どうせすぐにネタが割れるんだから」

　さして大きくないテーブルの下で、冬風の足が小こ突づくように遊のスネを蹴ける。痛くはなかったものの抗こう議ぎの目を向ける遊に、冬風は挑むような視線を返してきた。

「いつも、そうだったでしょ？」

　冬風の爪つま先さきが自分の足の甲こうをやわやわと踏ふんでくるのを感じながら、遊はただ目をそらすことしかできなかった。




　確かにそうだ。冬風はいつだって遊の噓を見破ってくれる。だから遊は、ある意味で安心していた。冬風といる限り、自分は噓を吐いても最後には正しくあれる。けれど。

　この噓は、冬風のために吐き通さなければならない。




　　　　◆




　甚目左が春羽を連れて訪おとずれたのは、いわゆるゲームセンターだった。

　春日井家と遊たちの通う学校の中間ほどに在る、中型駅の駅前。東側に広がる団地の住人をターゲットにしたショッピングモールの一角を占しめるアミューズメント施し設せつだ。

　夕方から夜にかけては時間を持て余した若者たちが集まる場所だが、昼下がりの今はまだ学生の姿もなく、お年寄りがぽつぽつと小さなグループを作って談笑している。世代的に電子ゲームへの抵てい抗こう感も少ないようで、華か麗れいにリズムゲームを楽しんだり、ぼーッと競馬ゲームを眺ながめたりしていた。

　牧歌的、と言うにはデジタルすぎるものの、のどかな光景ではあった。

　そんな店先に立って、

「いやあ、来る度たびにファンシーになってるわね」

　ここまで車を運転してきた甚目は、久しぶりの運転で凝こった肩かたをほぐしながら独りごちた。老ろう若にやく男なん女によを無差別に取り込むことを命題としたゲームセンターには、前時代のアングラなイメージはもはや跡あと形かたもなく、壁かべ紙がみからベンチから愛想のいい暖色でまとめられている。

（ゲーム好きの溜たまり場が学校か幼よう稚ち園えんみたいなカラーってのも、皮肉な話だわね）

　今度は口に出さず、傍かたわらの子供を見下ろす。

　美遙コーディネートによる「おでかけ用」子供服を着込んだ、春日井春羽嬢じようだ。両りよう脚あしを大きく広げた「人」の字のポーズで、ふえーっと口を半開きにして周りを見回している。

　甚目は好こう奇き心しんに負けて訊いてみた。

「ここがゲームの殿でん堂どう、その名もゲームセンターよ。

　どう？　ゲームから生まれた春羽ちゃんとしての感想は」

「ごちゃごちゃしてる！」

「そこがいいのよ」

　そうなのかー……と素す直なおに感心しながらも、春羽はそわそわと落ち着きなく視線をさまよわせている。最新式の汎はん用よう筐きよう体たいから超ロングセラーになっているクレーンゲームまで、生まれて初めて見る遊具に囲まれているのだ。

「遊くんと美遙ちゃんにメールしたら、学校終わってからここに寄ってくれるって。

　それまで、こことか喫きつ茶さ店てんで待ちましょ」

「おっけー」

　父母の名前に春羽の顔が輝かがやく。元気よくうなずいて、ますます屈くつ託たくなくゲームセンターに向き直った。

「それにしてもごちゃごちゃしてるよ」

　目の輝き方から、「そこがいい」ということを理解しつつあるようだ。甚目は息を抜ぬいて微笑ほほえんで、一枚のカードを春羽へ手て渡わたした。

「？　これはなに？」

「お財さい布ふよ。これを機械に差し込むと遊べるの」

　あらかじめ購こう入にゆうしたカードを各機器に挿そう入にゆうして遊ぶタイプのゲームセンターの仕組みを説明すると、遊たちがカードで買い物をする様子を見ていた春羽はすぐに理解した。甚目は満足して、好奇心で今にもはち切れそうな彼女を送り出した。

「わたしはそこのベンチで待ってるから、好きに遊んでらっしゃい」




　こうして春羽は、遊ゆう戯ぎの群れに放ほうり込まれた。

「おお……ピカピカしている」

　人生を思し索さくするような深刻さで腕うで組ぐみし、勝つと景品がもらえるジャンケンゲームと対たい峙じする。可愛らしいマスコットの立体映像とジャンケンで勝負し、連勝するだけお菓か子しがもらえるゲームだ。

　まだまだ常識はないが文字を読むのは得意な春羽は、瞬しゆん時じにシステムを理解した。問題は、春羽の予算であるカードがきっちり一〇〇〇円分しかないことだった。

「こっちではオカネがなくなると、いきていけない……つまりヒットポイントのようなものなんだよ」

　何かと倹けん約やくを説く遊に教えられたことだ。

　ゲームの世界に生まれた春羽は、幸いにしてまだ「飢うえ」を体験したことがない。だから感覚的には貧しいということの意味が解っていないのだが、遊たちが大切にしているオカネと似たような物を預けられたことに、ちょっとドキドキしていた。

「ムダづかいはゲームオーバーだよ。ハルハはやりくりじょーずになって、おとーさんをたすけなきゃいけないからね」

　そう思って、テレビの生活情報番組で視みた「お風呂ふろにペットボトルを沈しずめると水みず嵩かさが増して水道費を節約できる」というウラワザを実行したら怒おこられた。コーラが入ったままやってはいけなかったようだ。

　しばし迷った末、ジャンケンゲームはスルーすることにする。よく考えたら、ジャンケンなら遊や美遙ともできるし、そっちの方が何倍も楽しそうだ。

「いったい、もっとユーイギなゲームはないものか」と歩き出した春羽の目の前を、小さな男の子が駆かけ抜けていく。四歳ほどか、就学前の児童だ。

　はしったらダメなんだよ。あぶないよ。

　春羽は普ふ段だんから自分が言われてることを思い出して、その子供にも言ってあげた方がいいかと思った。

　でも、言えなかった。

　春羽が現実世界で体を上手うまく動かせないのは、こちらで生まれた普ふ通つうの子供ではないからだ。本当の子供には必要のない忠告なのかも知れない──

　などと思った先から、男の子が転びそうになった。

「あっ！」

　思わず声を上げたが、男の子はあわてて駆け寄った母親らしき女性に助けられて無事だった。

　母親は男の子を手を取ると、まだぽかんとしていた春羽へ「びっくりさせてごめんね、おねえちゃん」と微笑んで去って行く。春羽は「バイバイ……」と手を振ふって見送った。

（……あぶないって、おしえてあげたほうがよかったのかな……？）

　全然知らない子だったけれど、もしあの子が怪我けがをしていたかと思うと胸がざわざわしてくる。やりたいことを決めると自然に「やるべきこと」が頭に浮うかぶ『ＣｔＧ』とは違ちがって、攻こう略りやく法が判わからない。

「ごちゃごちゃしている……」

　もやもやしながら探検を再開した春羽は、間もなくして抗あらがい難がたく魅み力りよく的なゲームに行き当たった。

　小さなぬいぐるみをキャッチするタイプのクレーンゲームだ。『ひつじ鍋なべ』なるデフォルメされた子羊をキャラクター化したぬいぐるみシリーズが、ウインドウの中でなるほど鍋のようにごった煮にになっている。

「これは、もこもこしてるからオネウチだよ。おかーさんへのおみやげにしよう」

　いつもお土産みやげをもらってばかりだった春羽からプレゼントをされたら、きっと美遙も遊もびっくりして、それから褒ほめてくれるに違いない。二人で左右から抱だっこしてくれるかも知れない──

　そんなぽやぽやした妄もう想そうに発はつ憤ぷんした春羽は、機械の横にあった踏み台を引っ張ってきて、早さつ速そくカードを差し込んだ。

　一〇〇円で一回、二〇〇円で三回チャレンジできる。何度か失敗してもいいし、どうしても難しいようなら他ほかのゲームをすればいい。春羽はあくまで堅実ロジカルに、ぬいぐるみの山へ向き合った。

　──しかし春羽は知らなかったのだ。一度始めてしまったクレーンゲームは、何なに某がしかの戦果を収めるまでなかなか止やめられないということを……




　わずか数分の後。

　春羽は、顔を蒼あおくして手の中のカードを見つめていた。

　──大事な大事なお金がもう、一〇〇円しか残っていない。たった一機のクレーンゲームのために、である。

　春羽は最初、山のてっぺん、丁度キャッチし易やすい位置にぬいぐるみがあるのを見て、簡単だと思った。実際に、惜おしいところまでは何度か行ったのだ。だが、がっちり摑つかんで出口の穴に落とすことがどうしてもできない。

　春羽だって、一〇〇円＋二〇〇円分の四回を失敗した辺りで、予測に反して今の自分の器デク用スタリさテイでは遂すい行こうできないミッションなのかも知れないとは思った。だが、無む為いに残金を失う危険性と比べても、美遙にぬいぐるみをプレゼントするという成功イメージはあまりにも評価値が高すぎた。

　結果として、春羽はゲームセンターが長い時間をかけて設定した絶ぜつ妙みような搾さく取しゆバランスにまんまとハマり、無む謀ぼうな挑ちよう戦せんを続けることになってしまったのだ。

　クレーンゲーム……春羽にとってまさに沼ぬま。人ひと喰くいの……沼ッッッ！

「……こんなはずじゃなかったよ……？」

　クレーンゲームに消えたお金があったら何ができただろう？　ワニを叩たたく奴やつとか、太たい鼓こみたいな奴とか、カードが出てくる奴とか──後で遊ぼうと思っていたゲームはもうできない……

　なんだかへなへなと力が抜けて、立っていた踏ふみ台を椅い子す代わりにストンと座り込んでしまう。それから、残金の少なくなったカードを握にぎり締しめた。散財の耐たえられない軽さが、そこにあった。

「これが、まずしさ……」

「何を大げさな」

　ふいと、上から声が降ってくる。甚目ではない。知らない声だ。

　きょとんとして顔を上げると、少女が春羽をのぞき込んでいた。遊や美遙より少し年下に見える。伸のびやかな肢し体たいに引っかけたような制服の上から派手なスポーツジャンパーを羽織った、短たん髪ぱつの少女だ。

「？　だれこさん？」

『ＣｔＧ』なら拡張ＡＲモードで名前や簡易ステータスを視ることができるのだが、現実世界では目をこらしても情報タグは浮かんでこない。

　ジャンパーの少女は一ひと房ふさだけ赤く染めた前まえ髪がみをいじりながら、問いを躱かわした言葉を返してきた。

「どれが欲しいんだ？」

　やや険のある視線はクレーンゲームのウインドウの中へ向けられている。春羽はよく解わからないまま踏み台に登り、さっきから自分が狙ねらいを定めていたぬいぐるみを指差した。

「ンとね、あれだよ？」

「ったく……あんなのも獲とれねぇのかよ」

　少女はぶちぶち言いながら自前のカードをセットすると、春羽の奮ふん闘とうがなんだったのかという無造作な操作であっさりぬいぐるみをゲットしてしまった。しかも二つ同時にだ。

「ほれ」

　そして二つとも、春羽の手に押し付けてくる。眼鏡めがねをかけて眠ねむたそうな「メガネひつじ」と、無表情で口に筆をくわえた「ふでひつじ」だ。想像した通りもこもこな感かん触しよくに、春羽の口と胸がほころぶ。目が輝く。

「ふぁ……くれるの？」
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「お前があんまりにもヘタクソすぎて苛いらつくからな。それ持って、さっさと家に帰れ」

　ぶっきらぼうに手を振る少女に、今度は春羽が言葉を行き違わせた。

「たびのおひと、おなまえをおしえてください」

「いや……目め障ざわりだっ言つったろ」

「しらないひとからアイテムをもらっちゃダメなんだよ？　おかーさんがいってたよ」

　子供からぐいぐいと正論で詰つめ寄られ、面めん倒どうが勝ったのか、少女は不承不承という風に名乗った。

「桜さくらだよ……神かん奈な桜。中学二年ちゆうにな」

「サクラちゃんかぁ」

　春羽は両手に一つずつ持ったぬいぐるみをチアリーダーのポンポンのように差し上げ、眩まぶしい笑え顔がおを照射した。

「ありがとう、サクラちゃん！」

「…………どういたしまして。解ったら、さっさと帰れよ」

「あ、ハルハはハルハですよ。メイシをどうぞ」

　と、ポシェットからカードを取り出す。今時の子供は名めい刺し持ってンのか……と、桜は促うながされるままに受け取って──うめいた。

「いや……迷子カードは他人にやっちゃダメだろ」

「オトナは、なんかナマエをかいたヤツをわたすものなんだよ？」

「それは違う奴だ…………ああ、もういいよ。あたしがどっか行くから」

　嚙かみ合わない会話に頭を抱かかえて、神奈桜は溜ため息いきを鎖さ骨こつへ落としながら踵きびすを返した。




　桜を端たん的てきに言うなら、ゲームの達人だった。

　まずは手始め、精神集中のためにスロット式メダルゲームを目押しで攻略。ハンマーでワニを撫なで斬ぎり、パンチングマシンに渾こん身しんのジョルトブローを叩き込む──なぜかこれだけ、利きき腕うでと逆の方で打っていた──

　準備運動が終われば、ホロスキンと全面タッチディスプレイで様々な２Ｄ・３Ｄゲームに対応する汎はん用よう筐きよう体たいに張り付き、新作ゲームの全国ランキングに次々名前を挿そう入にゆうしていく。

　そして今まさに、大人気の対戦格かく闘とうゲームシリーズ最新作に偉い大だいな記録を残そうとしていた──

　ガッ！　バシ！　『セィヤッ！』

「やっ！　とー！　あっ、とんだよ！　おスモウさんなのにとんだよ！」

「………………」


　ゴッ！ゴッ！ゴッ！　『ドス・コイ！』──どがァッ！　K.O.!



「やったー！　またサクラちゃんのおスモウさんのかちだよ！」

「……………………」


　You Win !　Perfect !!



「はぁぁ～…………」

　バランス調整前で「強すぎる」と評判のＣＰＵ専用ボスキャラクターに圧勝してみせた桜の耳元で、幼い感かん嘆たんがほわりとほころぶ。

「おスモウさんはつよいなぁ」

「あたしが強いんだよッ!!　スモウレスラーのプッシュ八や十そ吉きちはクソ性能の不人気キャラだ！」

　プレイ中は驚きよう異い的な集中力で頑かたくなに無視していたが、勝った途と端たんにそれも限界を迎むかえた。桜はガタンと立ち上がって振り向くと、さっきから自分を尾つけ回し、いちいちゲームを見物している子供を怒ど鳴なりつけた。

　迷子カードには「春日井春羽」と書かれていた、小学校低学年くらいの子供だ。

　春羽は悪びれもせず、きらきらした目で見返してきた。

「ハルハ、おおきくなったらおスモウさんになろうかなぁ」

「聞けよ!?　……て言うか、なんなんだよさっきから？　金魚のフンみたいに付いてきやがってさ」

「ハルハ、ゲームのレベルがひくいから、ゲームのうまいサクラちゃんといっしょにいて、けいけんちのハンブンをもらってるんだよ。きにやむことはないよ」

「お前が病やめ！　そして戦せん闘とうに参加するだけで経験値の分け前がもらえるのは古風なＲＰＧだけだ！」

「でも、コツをつかんだきがするよ」

　春羽はしゅばばッと素す早ばやく手を動かしてみせたが、でたレバらめガチヤにしか見えない。

「それは間ま違ちがいなく気がするだけだ…………って、もういいや。なんか疲つかれた」

　いい加減ゲームを続ける気力も失って、桜は近くの柱に据すえ付けられたベンチに腰こしを落とした。春羽も当然のように隣となりへ座ってくる。

「ハルハ、うちからオヤツもってきたんだ。サクラちゃんにもあげよう。

　はい、わけわけしましょ」

　春羽は肩かたにかけたポシェットをまさぐり、個別包装された一口サイズのチョコまんじゅうを二つ取り出した。人形のように小さな手をにゅっと差し出して、桜にもまんじゅうを押し付けてくる。

「あ、わけわけしましょ、っていうのはね、おかーさんがゴハンのときとかによくいうんだよ。なんかおかしくて、ハルハいつもわらっちゃうんだ。ぷぷぷ」

　自分で言って思い出し笑いを始める春羽。桜はお座なりにまんじゅうを受け取り、疲ひ弊へいした視線を傍かたわらの少女に下ろした。

「……お前、小学生だよな。なんで一人でこんなとこいるんだよ？」

「ハルハはガッコーいってないよ」

「ぉ、おう……そうか」

　桜はぎくりと顔をこわばらせた。ひょっとして訊きいてはいけないことだったろうか。次の言葉が出てこない。

　しかし、包装紙を勢いよく破りすぎてチョコまんじゅうをお手玉している春羽が続けた言葉は、桜の「悪い想像」の斜ななめ上を行くものだった。

「ハルハ、ちょっとニンゲンじゃないからなー」

「…………いやいや、人間だろどう見ても」

　改めて眺ながめてみても、鮮あざやかな亜あ麻ま色いろの髪かみくらいしか目を引くところはない。それだって前髪だけ染めてる桜よりよっぽど普ふ通つうだろう。……いや、あの太めの眉まゆには何か見覚えがある気もするが……思い出せない。なんにせよ人外の存在には見えなかった。

「でもハルハ、アスパラガスっていうのがたべられないんだよ。かむと、うぇーってなっちゃうの」

　本格的に意味不明だった。

「……なんでアスパラ食えないと人間じゃないんだよ？」

「だって、おとーさんもおかーさんもたべられるし」

　………………

　しばし、こめかみに指を当てて意味を考える。よく考えたが、やっぱり解らない。

「ちょ…………ちょっと待て。

　それ、全然普通だぞ。お前が食べられないのも、お前の家族が食べられるのも。個人の体質とか好みってもんだ。あたしだって生のトマト食えないし」

　春羽は、まんじゅうに口を付けかけたところで動きを止め、目をぱちくりさせた。

「……えっ？」

「えっ？」

　お互たがい、不理解の疑ぎ問もん符ふを視線の間で行き違ちがわせて。

　奇き妙みような子供は、呆ぼう然ぜんとして力弱い声を出してきた。

「ニンゲンのたべものをたべられなくても、ニンゲンですか……？」

　桜は自分の頭をかきむしる代わりに、春羽の髪をわしゃわしゃとかき回してやった。くすぐったそうに目を細める少女の耳に、ぐねぐねと練り込むように言ってやる。

「人間だよ！　むしろ人間らしいよ！

　……苦手な物のない奴やつなんて、逆に気持ち悪いぞ」

「ふぁぁ、そうなのかー……

　ありがとうサクラちゃん！　ハルハおぼえた。イフメソッドは、ダメだ！」

　目から鱗うろこが落ちる、というレトリックの標本にしたいような面おも持もちで、意味不明な感謝と報告をしてくる春羽。桜は目め眩まいに似た何かを感じた。

「いや、お前さ……今まで生きてきて、自分の他ほかに、食い物の好き嫌きらいがある人間を見たことなかったのかよ？」

「え？　ないよ？」

　あっさり言われて、どうしたものかと両手で頭を抱える。一体どういう育ち方をすればこんな風になるんだ。落ち着きがないのに吞のん気きで、好こう奇き心しん旺おう盛せいなのに世間知らずで、底なしに明るいのに卑ひ屈くつで、なんか自分を人間だと思ってなくて……

（なんだこのトンチンカン……電波か？　変な奴に関かかわっちゃったなぁ……）

　逃にげた方がいいか、と横目でうかがうと、もろに目が合った。春羽の興味はあっと言う間に桜に戻もどっていた。

「サクラちゃんはガッコーのふくをきてるのに、なんでここにいるの？」

　春羽の事情がややこしそうだったので、自分に話を振ふられるのは好都合だった。桜は殊こと更さらに明るく答えた。

「そりゃーお前、学校ガツコはサボったに決まってるじゃんか。あたしくらいの不良ワルになると、ゲーセンに補導員が来ない時間帯とか把は握あく済みなわけよ」

「ワル？　ワルはゲームつよいの？」

「当然、当たり前だな。今でこそこんなだけど、昔のゲーセンはアウトローの社交場だったんだぜ。つまりワルはゲームが強いんだ」

「そっかー」

　春羽は曖あい昧まいかつ深く感心しながら、はむはむとまんじゅうを頰ほお張ばった。それから、ふと思い付いたように顔を上げる。

「ハルハのおとーさんもゲームつよいよ」

　そこで眉をキリッとつり上げ、にやりと不敵な笑えみを浮うかべて──ただしほっぺたをまんじゅうで膨ふくらませて──続けた。

「ちょうつよいよ」

「そうか……超ちようか。二回言っちゃうくらい強いか。どうでもいいけどその得意ドヤ顔、なんかムカつくな……」

　桜が鼻白んだ声を出す内にも、春羽は熱の籠こもった声で「ハルハでもかなわなかったメメントをね、こう……バン・バン・バーン！　ってやっつけちゃったんだよ。サイキョーだよ」と要領を得ない父親自じ慢まんを続けている。

「……なんのゲームの話だよ？」

「『クレイドル・とー・ザ・グレイぶ』だよ。いつもやってるよ」

「あー、『ＣｔＧ』な。あたしもアカウント持ってる……ってか、お前トラベルだろ。メメントなんてモンスター知らんけど、敵かなわないも何もないじゃん」

『ＣｔＧ』におけるトラベルＰプレイヤＣーキヤラは一いつ切さいの攻こう撃げきができない代わりにダメージも受けないアバターのことを言い、一三歳未満で登録したプレイヤーは強制的にこれになる。どうも見た目よりさらに精神年ねん齢れいの低い子供のようなので、その辺のルールを理解できていないようだ。

（しかし……この子供の親父おやじだったら、若くても三〇過ぎだろ？　それで娘むすめにゲームの腕うで前まえ自じ慢まんってどうなんだ？）

　とは思ったが、娘が喜んでるなら別にいいか、とも思う。ここは大人になって、調子を合わせてやるのもいいだろう。

「まぁでも、いっしょに遊んでくれる父ちゃんで良かっ──」

「サクラちゃんもつよいけど、おとーさんにはまけるかなー」

「なんだとコノヤロウ」

　前言撤てつ回かいだ。こんな大きな子供もいるのにゲーム自慢だというアレなおっさんに後おくれを取る桜ではない。春羽にヘッドロックをかけて懲こらしめようとするが、きゃーっと喜ぶばかりで一向に手て応ごたえがなかった。見かけによらずタフな子供だ。

「……言っとくけどな、コドモ。あたしはこの三ヶ月、対戦ゲームではたったの一回しか負けてないんだからな！」

「ほかのワルにまけたの？」

　舌打ちして春羽の頭を解放し、口に放ほうり込んだチョコまんじゅうを乱暴に嚙かみ砕くだく。

「……ワルじゃ、ないけど……なんかとぼけた顔した──そうだ、ちょうどお前みたいな眉まゆ毛げの奴だよ！　男だけどな。あー……思い出したら腹立ってきた！」

　今度は春羽の両眉毛を指でぐりぐりとこね回すが、春羽はむしろ気持ちよさそうに目を閉じている。

「うにゃ……ん？　どうしておこるの？」

「そりゃ……自信あった格闘かくゲームゲーだったのに粘ねばり腰ごしのやらしい戦法で負けたし──あたしは、アクションでああいう亀かめなやり方をする奴が嫌いなんだ──

　でもってそいつ──その対戦相手な……終わった後、なんか鬱うつ陶とうしいような陰かげのある顔して『ありがとな。久しぶりにゲームが普通に楽しかったよ』とか言いやがったんだよ。

　ふざけてるだろ？　何が『普通に楽しかった』だ。普通に楽しくないゲームってなんだよ。あたしは難易度普通ノーマルの相手だってか？」

　この三ヶ月、忘れたことのない憤ふん懣まんの種だ。勝ったくせに、桜の胸を埋うめていたものをあっさり奪うばったくせに、なぜか寂さびしげで、それでいて感謝してきているのは噓うそに思えない。そんな半はん透とう明めいの、不思議な微笑ほほえみ。寝ねる前に思い出してしまうと胸がじくじくして、なかなか寝ね付つけなくなる。

　そのくらいの屈くつ辱じよくだ。それなのに、

「そのくせそいつ、あれ以来二度とそのゲーセンに姿を現さねぇからリベンジもできない。近場の店を回っても見つからない……ふざけた勝ち逃げ野や郎ろうだよ」

　そこまで愚ぐ痴ちってから、桜はハッとして口を押さえた。初対面の子供に、何を熱く語っているのだろう。

　決まりの悪い思いで隣の春羽をうかがうと、なぜか訳知り顔でうなずいていた。

「わかるよサクラちゃん……ハルハも、あいたいひとにあえないと、さびしいよ。おとーさんも、おとーさんのおかあさんにあえなくなって、かなしそうだった」

　言っている内に何か思い出したらしく、自分がしょんぼりと肩かたを落としてしまう。何を考えているのかは解わからないが、酷ひどい勘かん違ちがいをしていることだけは判わかった。

「もう一度戦いたいだけで、会いたいってわけじゃ──」

　言いかけて、言い切れない。

　おもむろに立ち上がった春羽が、いきなり抱だきついてきたからだ。子供の熱っぽい体温と半はん端ぱな体重が、じんわりずっしり膝ひざに乗っかってくる。

「……な、何してんの？」

「ハルハがさびしいと、おかーさんもおとーさんもだっこしてくれるよ。

　おスモウさんも、さびしいからだっこしあうんだね」

「何もかもが間違ってる!?」




　案外に力の強い幼女にがっちりホールドされ進退窮きわまった桜の悲鳴は、ゲームセンターに飽ほう和わする無量の電子音にかき消された──




　　　　◆




「足が下がってるんです」

「……なんの話だよ？」

　夏の午後は、四時を回ってもまだまだ明るい。夕空はべっこう飴あめを溶とかしたような黄金で、ねっとりとした熱を地上に塗ぬりつけている。

　学校から数駅の町で下りた春日井遊は、甚目から指示のあったゲームセンターに向かっていた。以前にも幸太たちに誘さそわれて行ったことのある場所なので、足取りに迷いはない。

　隣となりを行くのは転校生・釘宮美遙。二人の関係を隠かくすため学校を出るのは別々で、こちらの駅で待ち合わせて合流した。そうして歩き出しての第一声が、「足が下がってるんです」だ。意味が解らない。

　美遙は慣れない制服が落ち着かないようで、数歩行くごとに身じろぎしながら補足してきた。

「四時間目の体育の話です。春日井くん高たか跳とびの時、体はバーを越こえてるのに、足をちゃんと伸のばしてないから落としちゃうんですよ」

「っ……見てたのか？」

「見えたんです」

　女子はその時間、プールで水泳だったはずだ。言われてみれば、あのプールからは校庭がよく見える。

「春日井くんはジャンプ力はあるのにフォームがダメなんですよ。それさえしっかりしてれば、栗野くんみたいに跳べるのに」

　人差し指を立ててコーチングしてくる美遙には、教室で見せていたような張り詰つめた緊きん張ちよう感かんはない。家に──春日井家にいる時と変わらないリラックスぶりだ。今日一日、女子たちに囲まれて溜たまったフラストレーションを晴らしているのかも知れない。

　それくらい遊に遠えん慮りよがなくなったということ自体はうれしくないこともないが、言ってることはさすがに無む茶ちや振ぶりだ。

「いや、栗野は陸上部のホープだし。彼に及およばないのは当然だろ。俺は自じ己こ新しん出せたから満足だよ」

「そうやって諦あきらめるから中ちゆう途と半はん端ぱな記録なんですよ。最後のジャンプなんか、どうせ跳べないと思って手を抜ぬいたでしょう。なんだか恥はじをかきました」

「……なんで俺が高跳びにしくじると釘宮さんが恥をかくんだよ？」

「それは……」

　美遙は口籠もって視線をさまよわせた。ぁっ、い、ぅ、えーっ……と空むなしく舌をアイドリングさせた後、ようやく見つけた答えを弾はじき出す。

「それは──だって、春日井くんは春羽のおとーさんですから。

　春羽の恥は、わたしの恥なんです」

「はいはい……悪かったよ」

「な!?　なんですかそのいい加減な返事は！　……そんなだから──」

　露ろ骨こつにあしらわれてムッとした美遙は、とんでもないことをうそぶいた。

「クラスの女子から40点男子なんて言われるんですよ！」

「えっ！」

　これはさすがに聞き流せない。

「なんだそれ!?　俺、そんなに嫌きらわれてんのか？」

「そ、そうですよぉ？　優ゆう柔じゆう不ふ断だんそうとかスットコドッコイだとか、そんな感じで。

　……まぁ、わたしがさり気なくフォローしておきましたけど。そう、優柔不断の『優ゆう』は優やさしさの『優やさ』とかって……」

　美遙が頑かたくなに目を合わせようとせずだらだらと汗あせを垂れ流しているのが怪あやしいと言えばこの上もなく怪しいが、ここまで野放図なデマカセは言わないだろう。

　まさかにモテるなんて思っていたわけではないが、そこまで低評価となれば落ち込みもする。遊はうつむいて道みち端ばたに溜ため息いきを落とした。

「そりゃ女子と距きよ離りあったとは思うけど……いざ現実を知らされるとキツいものがあるな。うわ、へこむわ……」

　冬風言うところの「遊ぼっち」がいよいよシャレにならなくなってきた。どちらかと言うと、クラスの女子に嫌われていることより、ますます冬風を調子付かせそうなことに胃を重くしつつ、しかし遊は憂ゆう鬱うつではなく安あん堵どの息を吐はいた。

「…………でもま、安心したよ」

「えっ……春日井くん、やっぱり蔑さげすまれるとうれしくなっちゃうタイプだったんですか？」

「やっぱりってなんだ!?　メメントの同類みたいに言うな！」

　怒ど鳴なられた美遙は憮ぶ然ぜんとして「じゃあなんで小槌さんなんですか？」とぼやいていたが、それは無視した。冬風そつちの方向へ話が行くと余計にややこしくなる。

　咳せき払ばらいしてから、言い直す。

「釘宮さん、男子の話ができるくらいクラスに馴な染じんだってことだろ？　朝はちょっと辛つらそうだったから、良かったなって。さすがはミーファってとこか」

　照れ臭くさい言い草だという自覚はあったので前だけを向いて言ったのだが、一向に反応がない。訝いぶかって隣を見れば美遙の姿がなく、立ち止まって電信柱に手を突ついていた。

「な、なぜ『反省』のポーズを……？」

「なんでもないです……発ほつ作さ的な自己嫌けん悪おなので放ほうっておいて下さい……」

　美遙はすぐに歩き出したが、お小言は止やんですっかり無口になってしまった。

（やっぱりよく解らない子だ……）

　ゲームの中で知り合ってから数ヶ月、現実世界でいっしょに住むようになって一週間ほど。美遙のことが全く理解できない。それでいて、娘むすめの母親という「一つ飛ばしの家族」だ。悪い子ではないと思うのだが……

（いや……でも、そんなもんかもな）

　遊の両親だって大たい概がいおかしな人たちで、何を思って結けつ婚こんしたのか知れないところがあった。子供である遊が知っているのは、母も父も結婚によってろくな目に遭あわなかったという結果だけだ。

（家族と言ったって、なんでも繫つながり合うわけじゃないか）

　そんな風に母のことを思い出しても、以前ほど落ち込まなくなっている。

　なんだかんだ言って、よく解らない美遙にも救われているのかも知れない──などと思い至ったところで、目的のゲームセンターが在るショッピングモールにたどり着いた。




「あ！　おとーさんだー！」

　すっかり聞き慣れた元気いっぱいの声が聞こえてきたのは、ゲームセンターに足を踏ふみ入れた直後のことだった。

　声の方に目をやれば、ベンチに座っていた春羽がぴょこんと立ち上がって駆かけてくる。遊と美遙もあわてて迎むかえに行った。現実世界の挙動にもだいぶ慣れてきた春羽だが、走る姿はまだまだ危なっかしい。

　案の定、途と中ちゆうで転びそうになる小さな体を二人して滑すべり込むようにして受け止めた。安堵の息に混ぜて注意する。

「ダメだろ春羽、こんな物の多いところで走っちゃ」

「そーだよね。さっきコドモがはしってたからあぶないとおもったんだよ」

「思ったのになんで走るの……」

「うん、ごめんなさいです」

　殊しゆ勝しように謝る春羽だったが、美遙の胸に埋うずめられた顔はえへへと笑えみ崩くずれている。甘いとは思いつつ、それ以上叱しかる気をなくさせる顔だった。

　──今日は夕方まで別れていたのだ。遊も美遙も、怒おこるより可愛かわいがりたいという欲求が強すぎる。子犬のようにじゃれ合う春羽と美遙に頰ほおが緩ゆるむのを感じつつ、ふと思い出す。

「……そう言えば、甚目さんはどこだ？」

　十数分前にもメールで居場所を伝えてきた彼女の姿が見当たらない。学校帰りの若者でにぎわうゲームセンター内をきょろと見回して──目当てとは違ちがう人物と目が合った。

　中学生くらいの、制服の上からジャンパーを着込んだ少女だ。なぜか目を大きく、口をぽかんと開けて遊を見つめてきている。

　遊もまた目を丸くした。あのジャンパーには見覚えがある。

「あれ、お前──」

「見つけたぞ勝ち逃にげ野や郎ろう！」

　びしっ！　と一発、稲いな妻ずまでも落ちそうな挙動でこちらに指を突き付けてくる少女。春羽がころんと首を傾かしげた。

「おとーさん、サクラちゃんのおしりあい？」

「？　春羽はあのおねえさん知ってるのか？」

「うん！　さっきまでいっしょにあそんでたよ！」

「お前が勝手に付きまとってきたんだろ!?」

　少女の大声に、当人ではなく美遙がびくっと身をすくめて春羽を抱だき寄せる。

「す、すみません！　この子、その……いろいろ慣れていないもので……

　は、春羽も知らない人に迷めい惑わくかけちゃダメよ？」

「しらなくないよ。メイシをみせて、おなまえきいたよ」

　春羽は「ねー」と同意を求めるように少女を見たが、少女は無視して嚙かみつくような視線を遊へと戻もどした。

「あの日……あたしが近きん隣りん無む双そうを誇ほこった格ゲー『大だい格かく闘とう時じ代だい』で黒星を負ったあの日から！　あたしはあんたを倒たおすために血のにじむ特訓を重ねた！」

　背後に紅ぐ蓮れんの炎ほのおを燃やして宣言してくる少女。美遙が小声で訊きいてくる。

「そうなんですか……？」

「ああ……前に幸太とゲーセン行った時に対戦した中学生だよ。いやぁ、えらい強くてさ！　動体視力とか反射神経が人間離ばなれしてるんだ。勝ったって言ってもホント、ライフ一ミリも残ってないくらいぎりぎりだったんだぜ」

「……なんか楽しそうですね」

　なぜか微び妙みように不満げな美遙だったが、実際楽しかったのだから仕方ない。その頃ころの遊はミーファやハルハに出会う前で、ほとんど強きよう迫はく的に『ＣｔＧ』に没ぼつ頭とうしていた時期だったから、格かく闘とうゲームでの熱戦は良い気分転てん換かんになった。

　久しぶりに、「ゲームをした」気分になれたのだ。だから、遊の方は美しい思い出として記き憶おくしていたのだが……

　相手はそうでもないようだった。

「あたしの名は神奈桜！　今日こそリベンジさせてもらう！

　へへへ……言っとくが、あんたの持ちキャラ、プッシュ八十吉は三ヶ月かけて完全に解かい析せきした！　不人気キャラを使って意表を突くような手はもう通用しないってことだ！」

「なッ……!?」

「どうした、ずいぶんと戦おののいているようじゃないか！　顔が真っ青だぜ！」

　想像を絶する少女の熱意に焙あぶられて、遊は口元に手を当ててたじろいだ。

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、告げる。

「……すまん。実は俺、このシリーズの持ちキャラ……カナダの英えい雄ゆうカナディアンマスクなんだ」

「あたしの三ヶ月は!?　なんであの時に限ってプッシュ使ったんだよ!?」

「いや、特に意味はなかったって言うかなんとなくって言うか……ほら、プッシュの下段大キックのドゴォッて感じ、たまにやりたくならないか？」

「知るか！」

「……なんか、ごめんな」

「謝るなチクショー！

　くっそ……ああもう、なんでもいいから勝負だ勝負！」

　なんかもう半泣きでいきり立つ桜だった。遊としても、自分のせいで三ヶ月をふいにさせたのかと思うとさすがに胸が痛む。

（どうしよう。久しぶりに戦ってみたい気もするけど、でも今日は……）

「おとーさん、かくゲーはおスモウさんがつよいよ！　ハルハのオススメだよ」

　何やら目を輝かがやかせ、張り手の手て真似まねまでしてプッシュ八十吉を売り込んでくる春羽がいる。そしてこの子の正体には、事情、というものがある。

　案に違たがわず、桜は不ふ審しんな顔で春羽を見下ろした。

「……おいコドモ。お前、さっきからなんでこいつのこと、親父おやじ呼ばわりしてんだ？」

「んぇ？　だってハル──もぎゅっ」

　馬ば鹿か正直に答えようとする春羽は、背後から抱だきついた美遙に黙だまらされた。

「あ、あははは……わたしたち、この子の親しん戚せきで。ごっこ遊びみたいなものなんです」

　春羽は異議がありそうに足をばたばたさせていたが、美遙の胸の柔やわらかさに骨を抜ぬかれたかほんの数秒で無む抵てい抗こうになる。普ふ段だんは内気で口下手な美遙だが、春羽を守るためとなれば行動力も口数も跳はね上がるのだ。

「は、はぁ……」

　納なつ得とくしたというより、春羽の頭がすっぽり埋うもれる美遙の胸に気け圧おされたという体ていの桜。

　遊はそこに好機を見み出いだした。桜との対戦の際、猛もう攻こうに耐たえながら一いつ瞬しゆんの隙すきを突き、プッシュ八十吉の超ちよう必殺技「ペガサスローリング河かわ津づ掛がけ」を決めた時のリズムが胸に甦よみがえる──

「──てわけでッ、うちの春羽がずいぶんと世話になったようでアリガトウ！

　これは小腹が空すいたら食べようと思ってて忘れてた奴やつだけど良かったら受け取ってくれたまえ！」

　早口でまくし立てながら、鞄かばんから出した物を半ば強ごう引いんに握にぎらせる。桜は「え？　あっ……」と反射的に受け取って、手の中に目を落とした。

　記憶に新しいチョコまんじゅうだった。

「いやこれ、なんかスゲぇ喉のど渇かわくんだけど……」

　──と、桜が残念な上に新しん鮮せん味みまでないプレゼントにうんざりと顔を上げたその時には。

　遊と美遙は両側から春羽を抱かかえ上げてその場から逃げ出していた。

　……………………

　思わず虚きよ脱だつして、吊つり上げられた体勢でぶんぶんと手を振ふってくる春羽に力なく手を振り返してしまってから。




「ンまた逃げられたぁぁぁぁぁ！」

　神奈桜の絶ぜつ叫きようは周囲に巻き起こる電子の咆ほう哮こうと甲かん高だかい嬌きよう声せいに溶とけ込み、夕方のゲームセンターの狂きよう騒そうに加速をもたらした。




　　　　◆




「いやぁ、お疲つかれ様。大変だったわね」

　などと、甚目左がまるきり他人ひと事ごとのように労ねぎらいの言葉をかけたのは、春日井家に帰り着いた後のことだった。

　甚目はあの後すぐに姿を現して、遊たちを車に乗せて春日井家に戻った。車中で語ったところによれば、春羽があの神奈桜と遊び回るのを離はなれて観察していたという。

「なにせ春羽ちゃんが初めて一いつ般ぱん人と単独で接せつ触しよくするケースだからね。できるだけ干かん渉しようせずに見守りたかったのよ。お陰かげで極きわめて有用なデータが採れたわ」

　一応、桜の身元を確かく認にんして「補導歴はあるが前科はなく、性向に危険性は認められない」と判断してのことだったらしい。

「まぁ、さすがに遊くんの知り合いだとは思わなかったけど。

　いやはや、世間は狭せまいってこのことだわね」

　リビングであぐらをかき、喜々としてノートＰＣへ情報を入力していく甚目。春羽のコミュニケーション能力だか対人ストレステストだかの経過を入力しているのだろう。

　夕食の準備をするためエプロンを掛かけながら、遊は甚目に険しい目を向けた。

「笑い事じゃないですよ。春羽を一人にして正体がバレたらどうするんですか？」

「平気よー、誰だれも信じないって。ゲームから出てきた子供なんです、なんてっ言たってさ。大人は誰も笑いながら、ゲームのしすぎって言うって」

「そりゃそうでしょうけど……」

　当の春羽は、美遙といっしょに風呂ふろで汗あせを流している。耳を澄すますと薄うす桃もも色いろのピンポン球のような声が聞こえてきた。春羽が今日の出来事を美遙に報告しているのだろう。

　自然、テーブルの上で仲良く並んでいる羊のぬいぐるみに目が行く。春羽が遊と美遙、二人にくれた「おみやげ」だ。

　そう、春羽は今日初めて、遊たちから離れて「おでかけ」をしたのだ。甚目へ苦言を続けようとした口が思わず緩んでしまう。

「ま、春羽が楽しそうで何よりです」

「親馬鹿だねぇ」

「そうもなりますよ」

　甚目たちヒト平へい衡こう研究所の思おも惑わくは今一つ測りかねるが、遊はもう、春羽に対して親馬鹿を貫つらぬき通す覚かく悟ごを決めていた。あんな風に必要としてくれて、笑ってくれて、自分たちのために命まで張ってくれて、プレゼントまでくれる子。

　どんなに規格外の子供でも、自分たちにできることはなんでもしてやりたくなる理由が毎日のように増えていく。だから。

（春羽の面めん倒どうを見てくれたあの中学生にも、改めてお礼をしとかないとな……）

　次に対戦を望まれたのなら、逃げずに、全力で受けて立とう。ゲーマーとして、娘むすめの相手をしてもらった保護者として、遊には桜へ礼を尽つくす義務がある。

　ただ。

　なぜ彼女があそこまでゲームに固こ執しゆうするのか。それが少し気になった。
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　夜の帳とばりとともに、細い雨が降ってきた。

　傘かさを持っていなかった神奈桜は帰路びしょ濡ぬれになり、玄げん関かんで出で迎むかえた母の怒いかりの種を増やした。自主早退、門限破りに、折りたたみ傘の持ち忘れで大三元だ。

「親父の顔を潰つぶすようなことはしてねーよ」

「あんた、そういうことじゃ──」

　シチューの鍋なべを抱えたまま小言を乱射してくる母を振り切って、風呂場に飛び込んだ。

　ジャンパーだけは丁てい寧ねいに水を拭ふき取ってたたみ、後は適当に脱ぬぎ捨てる。体を流すのもそこそこに湯船に身を沈しずめた。

　心ここ地ち好よい湯の圧あつ迫ぱくに冷えた体がじわりと溶けて、はふぅっ……と人心地がつく。

「……今日はさんざんな日だったな……」

　いつも通り穴場のゲームセンターを攻せめたはいいが、自分のことをちょっとニンゲンじゃないとか言い出す妙みようなガキンチョに付きまとわれて調子を崩くずし、小こ遣づかいをだいぶスッてしまった。

　さらに、その子供の親戚だとかいう宿敵を見つけたにもかかわらず、まんまと逃にげられた。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスもふいだ。

　挙げ句の果てには雨に降られて濡れねずみ。呪のろわれているとしか思えない。

　……思えないが、不思議と疲れは感じていない。頭にこびりついた春羽の脳天気な笑え顔がおが、風呂場の天てん井じように浮うかんだ気がした。小さな頃ころ、近所の子が子犬を飼っていたのをうらやましがっていたことを思い出す。

（あのガキ、ちっこいくせにどんだけ遊んでも元気だったなぁ……）

　あの年頃の自分もそうだったろうか。そうだったかも知れない。いや、つい最近までそうだった。

　脇わき目めも振らず柔じゆう道どうに打ち込み、努力の結果を天才だなんだと飾かざられていた。

　そんな自分はもういないけれど、代わりに多くのゲームで全国トップランカーに君臨した。雑誌に載のるようなトッププレイヤーと戦ったことはないが、そういう怪かい物ぶつを除けば最強格であるという自負がある。

　逆に言えば、そんな、遊ゆう戯ぎの矜きよう恃じしか今の桜には残されていない。無意識に触ふれた肩かたに見えない裂さけ目が走って、そんな事実を意識に刻む。

　だから取り返すのだ。あの、春日井春羽の「おとーさん」を打だ倒とうして。

　今日は逃げられたが、収しゆう穫かくがなかったわけではない。春羽は言っていた──

『「クレイドル・とー・ザ・グレイぶ」だよ。いつもやってるよ』

　あれだけのゲーマーだ。それにメメントとかいう敵を倒たおしたという情報もある。ニュースのログを漁あされば、広大な『ＣｔＧ』の世界の中からでも見つけ出せるかも知れない。

　桜はざぷりと湯から身を起こし、握り込んだ拳こぶしをびゅっ！　と突つき出した。

「こうなったら『ＣｔＧ』でもなんでもいい！　必ずあいつを見つけ出して決着を付けてやる！」

　廊ろう下かの方から、なに叫さけんでんの近所迷めい惑わくでしょとさらに大きな怒ど鳴なり声が聞こえてきた。
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　時を同じくして。

　そして目的も同じくして。

『ＣｔＧ』に春日井遊を探しに入る少女がいた。

　薄うす暗ぐらくした部屋の中でベッドに座り、『ＣｔＧ』専用ヘッドセット・ラミエルを手にした小槌冬風である。

　薄うす手でのパジャマに身を包み、ほっそりした両りよう脚あしをだらしなく投げ出している。シャワーで汗を流したばかりの肢し体たいに弱冷れい房ぼうが心地好い。

　冬風が忌いみ嫌きらっていた『ＣｔＧゲーム』を始めてから一週間ほどが経たとうとしている。アバターの操作やシステム、世界観の把は握あくを終え、ようやく目的に着手できる段階に来ていた。

「……何が社会実験よ」

　昼休み、何度目かになる「説明」を試みてきた遊の顔を思い出して、ぶちりと愚ぐ痴ちる。学校ではいつも表情の薄うすい彼女が、子供のように口を尖とがらせて。

　──見え透すいている、ふざけている、隠されている。

　何か大きな事情があるのは確かなようだが、遊の言うような尋じん常じようの次元の話ではないはずだ。それは遊を見続けてきた冬風の絶対的な直感だったし、あのハルハのどこか浮き世離ばなれした雰ふん囲い気きから受けた予感でもある。

　そして『ＣｔＧ』の中で集めたいくつかの情報も、冬風の勘かんを裏打ちしていた。

「必ず尻しつ尾ぽを摑つかまえて教えてやるわ」

　窓外の雨音が薄暗い部屋の中に満ちていく。その毛羽立つようなざわめきは、あの日の自分を脳のう裏りに呼び戻もどす。

　遊の母の葬そう式しきは、静かだけど重苦しい、雨の日のことだった。

　あの雨音の中で冬風は決めたのだ──もう遊に噓うそは吐つかせない。

「わたしには……わたしにだけは、噓は吐けないってことを」

　反はん抗こうしながらもあれだけ慕したっていたお母さんの死に一ひと滴しずくの涙なみだも流さないような、「噓」は。




　家いえ猫ねこのくぁん太が、鬱うつ陶とうしい雨を憂うれえるような細い声で鳴いた。
















　翠みどり色いろの水の中にいるかのような世界だった。

　それは天を隈くまなく覆おおった樹き々ぎの枝、半はん透とう明めいの葉を透かして地上へと射さす陽ひの光の色だ。葉っぱの色は場所によって蒼あおや紅に変わり、それが象しよう徴ちようする属性の魔ま法ほうの効果が強化される。

「──緑のここは、風と雷かみなり属性の魔法が強くなるんだ」

『ＣｔＧ』を構成する一〇の世界へのエントリーポイントである教会から外へ出たばかりの広場。頭上一面に広がる葉っぱの海を見上げながら、クランプはこの奇き妙みような光景の説明を区切った。

　──そこは全土が奇きっ怪かいな植物に覆われた世界球スフイア「ウィザーズ・グレイヴ」。

　魔法に分類されるスキルのほぼ全すべてが解禁になり、それらを使いこなさなければクリアの難しいクエストやダンジョンのあふれる魔ま法ほう使いたちの世界だ。

　木の葉の重層を抜ぬけて届く光は葉の繁しげり具合によって実に複雑な濃のう淡たんを成し、来訪者を惑わく乱らんし魅み了りようする。世界そのものが天然の万まん華げ鏡きようを成す夢む幻げんの領域。

　春かす日が井い遊ゆうのアバターであるところの冒ぼう険けん者クランプ。彼を中心とした一行は今、ウィザーズ・グレイヴに点在する町の一つ、ライアンカーリヂを訪おとずれていた。

　クランプはドラゴンズ・グレイヴでの装備に近い軽装の剣けん士し姿だが、物理防ぼう御ぎよより魔法防御を優先して鎧よろいではなくケープを着込んでいる。ミーファに「なんかクールさの足りないスナフキン」と悪意すらなく評されて少し落ち込んだ。

　そんなクランプの全身を上から下まで眺ながめて、

「あははは、おとーさんミドリイロになってるよ。ポイズンスライムみたいだよ」

　ハルハはピンポン球の転がるような笑い声を出した。

「そう言うハルハも緑色だぞ」

　指し摘てきしながら、愛娘ハルハを見下ろす。ガンマンズ・グレイヴで戦った時と同じような装備だが、カラーエディットに黒を差し込むことで小さな魔女といった印象になっている。その魔女っ子ハルハも当然、うっすら緑に染まっていた。

「ホントだっ。みんなミドリでみんないい」

　ハルハは標語のようなことを言いながら、緑光に染まった両手をむにむにとこすり合わせた。ゲームから生まれたハルハにとっては、こちらに現れているアバターの方が本来の肉体と言っていい。現実世界での春日井春はる羽はよりもずっとスムーズで自然な仕草だった。

　そんなハルハの頭に、背後から帽ぼう子しが載せられた。おとぎ話の魔女がかぶっていそうな鍔つばの広い三角帽子だ。まばたきして視界を拡張ＡＲモードに切り替かえると、『ジ・ウィキッド（レプリカ）』という名めい称しようタグが付いている。

「えへへ、このエリアの限定アイテム売ってたから思わず買っちゃった」

　そう言ってはにかんだのは、いつの間にか露ろ店てんで衝しよう動どう買がいをしていたミーファだった。

　美み遙はるのアバターだが、クランプやハルハがプレイヤー本人とほとんど容姿に変わりがないのに対し、印象が大きく違ちがっている。

　木こ漏もれ日に溶とけ出しそうな金きん髪ぱつにどこかアイドルのステージ衣い装しようを思わせる装束。そして何より、明るい表情や活発な喋しやべり方が全く懸かけ離はなれている。遊も最初の頃ころはミーファと美遙のギャップに酷ひどく戸と惑まどった。

　今日などは特に、ハルハに合わせたのか衣装のカラーエディットを黒系統に変へん更こうしているので大人っぽく見える……ような。

　ハルハは、ふぁ～っと口を開けてミーファを見上げた。

「おかーさん、ＮエヌＰピーウィッチみたい」

　ＮＰウィッチというのはゲーム上の敵として登場する、コンピュータ制せい御ぎよの魔女のことだ。黒マントに三角帽子の「いかにも」な格好をしている。

「おそろいにしたの」

　ミーファは自分の頭にも同じ三角帽子を載のせ《装備》した。これで一定以上の衝しよう撃げきや剝はく奪だつ効果のスキルを受けない限り勝手に落ちることはない。

　ハルハも三角帽子を《装備》すると、目の前にステータス画面を表示して自分の格好を確かく認にんした──これは緑色に染まっていない──。その像とミーファを見比べて、ぱぁっと頰ほおを紅潮させる。この子はゲーム、現実を問わず両親の真似まねをするのが大好きだ。

　マップ画面を開いて現在地を確認していたクランプは、下からくいくいと引っ張られて訊きかれた。

「おとーさんおとーさん、ハルハまじょですよ？」

「おう、可愛かわいいぞハルハ」

　ハルハはえへへと笑えみ崩くずれて、上じよう機き嫌げんに自分と似た格好をしたミーファを振ふり返った。

「ハルハたちカワイイって、おかーさん！」

「え？　あ……」

　思わず見つめ合って──クランプとミーファは、歯がふんわりと浮うくのを感じた。咄とつ嗟さに言葉が出てこない。

　魔女姿のミーファは遊クランプとしても可愛いとは思うのだが、それを本人へストレートに伝えるのは、ハルハに対するのとは全く意味が変わってしまう。

　ネット越ごしのアバター同士として顔を合わせていた頃はもっと気楽に話せた。でも、今はもう、ちょっとでも踏ふみ出すと触ふれてしまう場所にいる相手ひとだから。

　先に口を開いたのはミーファだった。帽子を目ま深ぶかに被かぶり直して、歯切れ悪く。

「ど、どうも……」

「いや……うん、まぁ」

　……………………

「──そ、それで！　あたしたちが調べる人たちって？」

「ああ。この辺りの森でよく目もく撃げきされてるっていう──」

　露ろ骨こつな話題そらしではあったがクランプは飛びついた。実際問題、今回のログインはただの遊びではない。

「プレイヤーともＮＰＣとも認識されない『幽ゆう霊れい』たちだ」
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　美遙が遊と同じ学校に転校してきて、春羽が神かん奈な桜さくらに出会ってから一週間余りが経っていた。

　その間にも彼らの生活があり、少しずつの変化があった。つまりは、まだ当たり前になりきらないような日常が。

　遊は間近に迫せまった期末試験の対策をしながら、下校中の空いた時間には毎日一いつ軒けんほどのペースで近場のゲームセンターを訪れていた。神奈桜の相手をしてやれなかったことが妙みように引っかかっていたのだが、そうそう上手うまく出会えるわけもない。

　初めて出会った時と同じ時間、同じゲームセンターでも行き合えず、久しぶりにプレイした格かく闘とうゲームのハイスコアにプッシュ八や十そ吉きち使いのＳＫＲというプレイヤー名を見つけて申し訳ない気分になっただけだった。

　そんな風に彼女を探してしまうのは、あの時の桜が少し自分に──春羽や美遙に出会う前の自分に似ていた気がしたからかも知れない。ゲームというのはあんな思い詰つめたような顔でやるものではない、などと当たり前のことをど忘れしている奴やつの顔をしていた。

　そんな遊の挙動に、

「あの中学生のこともいいけど、小こ槌づち某なにがしとはどうなってるの？　……なんか、ぎこちない感じに見えるけど」

　と訊いてきたのは、ミーファだった。

　美遙として振る舞まっている時はあまり突つっ込んでこない彼女だが、『ＣｔＧ』の中でミーファになっている時は遠えん慮りよがない。ついでに言えば冬ふゆ風ふへの敵意も隠かくそうとしない。それでいて、遊と冬風の進展は常に気にかけている。

（釘くぎ宮みやさんは「応おう援えんしてあげます」なんて言ってたけど……）

　美遙自身は冬風と仲良くする気はないようだった。冬風の方も同様なようで、要するに相あい性しようが悪いのだろう。廊ろう下かや通学路で出くわす度たびにプレッシャーのぶつけ合いをしている。そして遊は、どちらの味方をするにも微び妙みようすぎる立場だった。

　なんだかんだ付かず離れず常に意識してきた幼友達と、仮想世界で《結けつ婚こん》し現実に春羽がいる「娘むすめの母親」だ。遊にとってはどちらも……敵に回すとキツい。

　だから──遊クランプとしては話を濁にごすしかなかった。

「相変わらずだよ。でも、それでいいんだ。あいつとは探さぐったり疑われたり……前からあんな感じだし」

「ふぅん……」

　ミーファはちょっと面おも白しろくなさそうだった。一見、冬風と険悪にすら見える遊が割りと平然としているのが……何か、期待外れだったように。

「それより、そっちはクラスで上手くやれてるのか？　なんか塚つか見みたちに懐なつかれてるみたいだけど」

「…………なんかあたし、恋れん愛あい師し匠しようになっちゃってて……あ、50点までは指数戻もどしといたから」

　言っている意味が何から何までパーフェクトに理解できなかったが、それ以上の説明はしてくれなかった。美遙は美遙で、なんだか微妙な立場になっていっぱいいっぱいらしい。

　クラスの女子とそれなりに親しくはなったようだが、気軽に話せるような友達はいないようだった。

「ハルハ、どとうのがぶりよりだよ！」

「これが上手出し投げですヨ！」

「きゃーっ」

　そんな中、ハルハだけが屈くつ託たくなく、乳母ナニーＮＰＣのパヤキノと相撲すもうの練習をしていた。巨きよ大だいなキノコのぬいぐるみの姿をしたパヤキノに投げ飛ばされては、うれしそうに悲鳴を上げてすっ飛ぶのが最近のお気に入りだ。（ちなみに、甚はじ目めに相撲ごっこをねだって腰こしを痛めさせて以来、現実世界での取とり組くみは禁止事じ項こうになっている）

「ハルハ、こんどサクラちゃんにあったらスモウのわざをみせてあげるんだ」

「まずは基き礎そを固めて技能賞を目指すのですヨ」

　桜との再会を期して、ハルハは燃えていた。数時間いっしょに遊んだだけだというのに大層な慕したいようだ。なぜ相撲なのかがよく解わからないが。

　子供独特の、一度でも遊んだらもう友達になっている感覚──無む邪じや気きにまた桜と遊べることを信じているハルハの様子に、遊はすっかり忘れていた子供の頃の無防備な心持ちを思い出した。

（いつからこんなに不器用になったんだっけな……？）

　今では、心の準備なしに話しかけられる友人など幸こう太たくらいしかいない。別に人好きする人間になりたいわけではないが、今の、人間関係から逃にげているような生活はなんだか後ろ向きだとは思う。

（冬風だって苛いらつくわけだ）

　ハルハを育て始めてから、少しだけ自分を客観できるようになった気がする。




　そんな新しん鮮せんで平和な日々の中。あの男は唐とう突とつに現れた。

　新納にいろ蔓まん世せい。『ＣｔＧ』を利用してハルハを作り上げ、現実の春日井家に預けた「ヒト平へい衡こう研究所」の高位研究者。瘦そう身しんに黒服、実みのない薄うすら笑いを貼はり付けた顔を丸いサングラスで飾かざり付けた、年ねん齢れいも本性も読みづらい男。

「いやぁ、実は『ＣｔＧ』の運営に関して、ちょぉっと面めん倒どうになりそうな案件が持ち上がりまして」

　春日井家のリビングに正座して、頭の後ろに手など当てながら、遊らにとっては不ふ吉きつな予感しかもたらさない話を切り出した。前回の「頼たのみ事」の時に美遙を敵に回した自覚があるのか、美遙と春羽が買い物に出たタイミングでのことだった。

「……それを俺たちに話してどうするんですか？」

「まぁまぁ、まずは話を聞いて下さい。そうすれば解ることですから」

　あくまで低姿勢な新納だが、有う無むを言わせぬ強ごう引いんさが同居している。「関かかわりたくないから聞かない」という選せん択たく肢しをあっさり潰つぶされた。

「まず一点目。これはプレイヤーから運営へ問い合わせがあって発覚したことですが。

　ウィザーズ・グレイヴのライアンカーリヂ付近に、正体不明の集団が出しゆつ没ぼつしています」

「正体不明……？」

「ええ。見た目は普ふ通つうのアバターと変わらないのに、拡張ＡＲモードで見た時に文字化けを起こして全く情報が読み取れないそうです。──ああ、ちなみに心当たりは？」

「なんで俺に訊くんですか？」

「『ＣｔＧ』のバグについては一いち言げん居こ士じでしょう」

「……別にそんなつもりはないですし、そういうバグは知りません」

「では、やはり厄やつ介かいな話です。彼らはプレイヤーのアバターでもＮＰＣでもない、システムの管理を受けていない存在です。こちらとしては、彼らの正体と、なぜ発生したのかを早急に解明せねばなりません。理由は解りますね？」

　決まっている。そんなわけの解らない存在が大量に跋ばつ扈こしてゲームの運営に支障を来きたせば、定期的に『ＣｔＧ』へログインしなければ生命を損そこねていく春羽が危あやうくなる。しかし、遊はやや苛いら立だった声を出した。

「だから……なんでそれを俺に話すんです？　そういうのは運営が──」

「ええ。それについては、もう一つの問題を話してから説明しましょう。

　では二点目の問題。こちらはユーザー本人からではなく、家族の方々から相談のあった案件です。どう説明したものか……さっきのに比べると抽ちゆう象しよう的な事象でして。

　性格がね、変わったというんですよ。『ＣｔＧ』をプレイした直後に」

「…………気のせいじゃなくて？」

「変わりようが極きよく端たんらしいんですよ。ある日突とつ然ぜん、別人のようになる。それも皆みなが皆、同じような方向性に変わるのではなくて、以前より明るくなった人もいれば暗くなったという人もいる。中には、つい昨日まで三年間引き籠こもっていた子供が急に外へ出てきて社交的になって気味が悪いなどと、良いのか悪いのかという訴うつたえもあります。

　そんな内容の相談が一〇件を超こえてまして、問い合わせのない潜せん在ざい例を考えるとそろそろ無視できません」

「『ＣｔＧ』が人の精神を変調させるって言うんですか？」

「無論、本来ならありうべくもないことです。ラミエルには、脳や脊せき髄ずいに化学的な変化を起こさせないよう、幾いく重えにもセーフティをかけてありますから。

　ですが、春日井くん。君は例外を知っているはずです」

「メメント・コッペリア……」

　春ハル羽ハと同じく仮想世界で生み出された人格。現実世界に対応できず精神に異常を来した新人類の試作体、メメント。暴走の末クランプによって撃げき破はされ、『ＣｔＧ』のフィールドから隔かく離りされた彼女は、ゲームの中から現実のプレイヤー本体に生理的な影えい響きようを与あたえる能力を持っていた。

　一度は遊を殺した、自然界から忽こつ然ぜんと乖かい離りした能力ちから。

「そう、ハダリーズが独自に獲かく得とくした能力──我々は絶群マン・進化モツドと呼んでいますが。

　メメントの場合、相手のミラーニューロンの活動を活性化させ、相手に強い共感を起こさせるコミュニケーション強化の能力を悪用したわけですが、あれのように自然界にまだ存在しない現象ならばセーフティをすり抜ぬける可能性があります。

　そして、わたしたちとは別のチームが実験しているハダリーズには、我々の把は握あくしていないマン・モッドの持ち主がいるかも知れない」

　──ようやく。

　ようやく話が見えてきた。

「また春羽にハダリーズの相手をさせる気ですか？」

　仮想世界内で支配的な戦せん闘とう力を見せるハダリーズに勝てるのは、同じハダリーズだけだ。メメントの時も、そのためにハルハが利用された。だが。

「メメントを倒たおしたのは俺です。またハダリーズとやり合う必要があるっていうなら、今度こそ俺が最初から──」

　胸に手を当てて訴える少年を、サングラスの男はやんわりと揺ゆらぎもせずに押し止とどめた。

「まぁ落ち着いて下さい。まだ戦わねばならないと決まったわけではない。そもそもハダリーズの仕し業わざと決まったわけではないし、メメントのように話の通じないハダリーズはそうそういないはずです。

　現状はとりあえず、これらの件の調査をお願いしたいんですよ」

「調査一いつ遍ぺんなら俺たちがやらなくても……」

「──運営なり我々職員がやればいい。ごもっともです。しかし、ハダリーズの関かん与よが疑われるケースには運営が直接関与してはならないという、こちらの約束事がありまして。逆に研究所の人間は、ハダリーズの関与が確定するまで無む闇やみな干かん渉しようを禁じられています。

　というわけで、一いつ般ぱんユーザーと我々の境界線にいる春日井くんたちに、まず調査を依い頼らいしたい次し第だいです」

　新納蔓世は中指の先でサングラスを瘦こけた鼻び梁りように据すえ直し、うっすらとした──透すけて消えそうなくらいうっすらとした──笑えみを作って依頼を締しめくくった。

「お解りいただけましたか？」




　　　　◇




　──解るかバカヤロウ、とは思ったが、春羽の無事を考えるなら受けざるを得ないのが現実だ。それを解った上での頼み事なのだから強要と変わりない。

　春羽は新納にとっても貴重な存在のはずだが、勝てるか怪あやしいメメントにぶつけようとしたことからしても、死守するほどではないのかも知れず……結局のところ、最後は遊や美遙が体を張ってあの子を守り抜くしかないのだから。

　後で話を伝えた美遙も、渋じゆう面めんを作りながら「調べるだけなら……」と了りよう承しようしてくれた。

　などと回想に耽ふけりながら、クランプは「幽ゆう霊れい」の目もく撃げき報告が集中している森の中を歩いていた。やはり頭上に繁しげる半はん透とう明めいの葉によって緑に染まった景色だ。綿のように柔やわらかな下草を踏ふみ分けながら、目撃情報のあった座標の分布点、その中心を目指して進み続ける。

　どちらを向いても木と葉と草しかない光景はさながら合わせ鏡の迷めい路ろだが、幸いここはゲームの世界。メニューを起動すれば現在地の座標が表示され迷う心配もない。足取りは確としていた。

　ウィザーズ・グレイヴ全土には、イエローブリックと呼ばれる黄色く輝かがやくレンガの街かい道どうが張り巡めぐらされている。その道は歩いているだけで技わざや魔ま法ほうなどのスキルを使うための精スキ神ルポイ値ントの回復を促そく進しんする効果があり、魔法の活用が必ひつ須すとなるこの世界球スフイアではほとんどの冒ぼう険けん者が街道に沿って旅をする。

　だが、新納の言う「幽霊」たちは街道から外れた森の奥深くに潜せん伏ぷくしているらしい。そのことも事の異様さを暗示していた。

　そんな不吉な森の中で、

「「ぱやぱやぱやぱや　ぎゃふん♪　ぎゃふん♪


おひるのゴハンは　なんじゃらホイ♪（ホイ♪）」」



　樹海の空へぽいぽいと風船のように放ほうられているのが、ミーファとハルハの歌声だ。

「「うごのキノコは　たっぷりドン♪（ドン♪）」」

　ミーファが繫つないだ手でハルハのテンポを御ぎよしながら、声を合わせて高らかに歌っている。春ハル羽ハは美ミー遙フアの真似まねをするのが大好きで、美遙が家出に使ったギターケースをもらい受けておもちゃ箱にしていたりする。中でも、歌を合わせるのは特別のお気に入りだ。感かん染せん力の強い笑顔を振ふりまいて、気の重くなりがちなクランプの足を軽くしてくれる。

　ちなみに曲は『雨後☆雨後フィーバー』。パヤキノがランダム作詞・作曲ルーチンを駆く使しして作り上げたというファンキーでソウルフルなアップナンバーだ。

　一見、魔ま女じよの母娘おやこ──と言うか姉妹──がピクニックを満まん喫きつしているように見える。が、ハルハはともかくミーファの方はこれでもスキルを行使中だった。彼女は《呪じゆ歌か》という歌声を利用した魔法を使う。

《呪歌》は定型の曲に合わせて歌う──歌詞は適当でもいいが、声量と抑よく揚ようはカラオケの採点システムのように再現率で効果が微び妙みように変わる──ものと、とにかく声が出ていればいいものの二種に分かれる。今ミーファが使っているのは後者で、音声が届いている範はん囲いの気配を察する──

「っ！　……《投音アクテ探査イヴ・／歌ソナー》に反応があった！」

　唐とう突とつにミーファたちの脳天気な歌が止やみ、緊きん張ちようした声に入れ替かわる。

「あの反応……大人数で戦ってる！」

　ミーファの視線を追えば、鬱うつ蒼そうとした森の向こうに遠い閃せん光こうが走っていた。




　ミーファの言った通り、たどり着いた林間の広場のような空間では、多くの人間が入り乱れていた。しかし、戦っていると言うには抵てい抗こうのある状じよう況きようだ。

　同程度の人数同士──それぞれ一二、三人ほどか──の争いだが、その様相は一方的な蹂じゆう躙りんだった。

　双そう方ほうとも異様な風ふう体ていをしている。圧あつ倒とうしている一方は全員が無個性な仮面をかぶり、全身を同じマントで覆おおっているため個人の区別が付きにくい。あからさまな特とく徴ちようは仮面に描えがかれた数字くらいのものだ。

　その集団になす術すべもなく打ち据えられている方は、こちらは皆ばらばらのマントを羽織り、フードを目ま深ぶかに下ろしている。顔がうかがえないことだけが打ちよう擲ちやく者との共通点だった。

　仮面たちは防ぼう御ぎよ魔法をかけた剣けん士したちが前に出て反はん撃げきを防ぎつつ、後衛からの攻こう撃げき魔法でフードの集団を圧倒している。

　フードの方も同じような編成で反はん攻こうに出ようとしているが連れん携けいの精度が違ちがいすぎる。突とつ出しゆつした大おお柄がらな戦士が電でん撃げきを喰くらって出で鼻ばなを挫くじかれ、あっと言う間に足を切断されて地に転がる。Cut Off !の血文字が神秘的な緑の世界へ冒ぼう瀆とく的にこびりついた。

　やや距きよ離りを取った木こ陰かげから戦せん況きようを見やり、クランプは困こん惑わくの声を漏もらした。

「……ビンゴ、『幽霊』だ。でも、どういうことだこれは？」

　視界を拡張ＡＲモードに切り替えれば、呆あつ気けなく目的の半ばを果たせた。名前も簡易ステータスも文字化けした奇き妙みような集団だ。問題は、

「負けてる方が表示化けしてるのね……ちょっと意外」

　ミーファの言う通り、他た愛あいなく制圧されている側が「幽霊」だ。どう見ても怪しげな仮面たちの方は、少なくとも表示の上ではなんの変へん哲てつもないプレイヤーたちだった。

　正直に言えば拍ひよう子し抜ぬけした気分だった。下手をすればハダリーズの集団を相手にしなければならないかとも思っていたのだ。フードたちの動きは個人差が大きいものの、普ふ通つうの人間のプレイヤーのそれを超こえるものではない。

　そういう意味では、仮面たちの異様に統とう率そつの取れた戦マニユ術ーバの方が不気味なくらいだった。

（……単にバグったＮＰＣか、あるいは表示がおかしくなったプレイヤーか？　それなら運営に任せたいけど……だったらあの仮面たちはなんだ？）

　判断に、困る。このままではフードの集団が虐ぎやく殺さつされそうだが、ゲームで普通に殺されるのは極論、大した問題ではない。クランプたちが介かい入にゆうする理由にはならない。

　判断を求めるミーファの視線を感じながらも次の行動を決めかねる──と。

「あっ……」

　傍かたわらに、小さな声。ミーファではない。彼女もハッとして視線を落としている。

　物もの珍めずらしげに仮面の集団を眺ながめていたハルハ。だが今、彼女の視線を捉とらえているのはフードの一人だった。いや、そのフードは仮面たちの攻こう撃げきによって撥はね上げられ、素す顔がおがのぞいている。

　その顔は。

　ここしばらく遊の探していた、あの神奈桜のものだった。

　それに気付いた時には、ハルハの姿は二人の下もとから消えていた。




『４』とマーキングされた仮面の男は、作業をしていた。

　多様な攻撃魔法を習得している彼は後衛に就つき、威い力りよくと回転率のコストパフォーマンスに優すぐれた《電ボル撃トダツ矢シユ》の魔法を撃うち込んでいた。攻撃範はん囲いの狭せまさが弱点だが、それは前衛の剣士たちが敵を追い込むことで補う。結果、敵は面おも白しろいように打ち倒れていった。

　今また軽装の少女を薙なぎ払はらい、転てん倒とうした拍子にフードを吹ふき上げる。露あらわになる敵の顔。当然、見覚えのある顔だったが、ためらいもなくとどめの一いち撃げきを放った。

　彼女らは「亡ぼう霊れい」。消えるべき存在なのだから。

　しかし。

「サぁぁぁクぅぅぅラッッッちゃぁぁぁんーっ！」

　標的の少女が、横よこ殴なぐりに飛び込んできた幼女にドカン！　と押し倒されたため、紫し電でんの光は狙ねらいを外して後方の木に弾はじけた。

　奇妙な闖ちん入にゆう者に呆気にとられたのは『４』だけではない。この戦闘に参加している全員が動きを止めていた。戦闘の真まっ直ただ中なかに忽こつ然ぜんと現れた、子供。単純に場ば違ちがいなばかりではなく、なぜこんなに接近するまで気付くことができなかったのかということに戸と惑まどう。

「お前、あの時の……春羽？」

　気の抜ぬけた声で名を呼んだことからして、抱だきつかれた「亡霊」は子供のことを知っているようだ。そして子供は、少女の胸に潜もぐり込むように頰ほおをすりつけている。

「やっとあえた！　ハルハね、スモウおぼえたよ！」

　おおむねわけが分からないが、一つだけ確実なのは、無視しても問題ないということだった。どう見ても一〇歳にもならない子供だし、それならば戦せん闘とう行こう為いに関かん与よできないトラベルＰＣでしかない。

　こちらからの攻撃も透とう過かされるのだから、意に介かいせず「亡霊」たちを掃そう討とうすればいい──と『４』は考えた。当然、他ほかの仮面もそう考えた。

　幼女にまとわりつかれて動けない「亡霊」に、仮面の剣士『22』が剣を振り上げる。今なら体のどこでも狙い放題だ。

「待って！　その子は──」

　遠くから声が聞こえてくる。今度は明らかな気配だ。草を踏み分ける音を隠かくそうともせず必死に走ってくる二人。剣士風の少年と、先の子供と同じ三角帽ぼう子しをかぶった少女。拡張モードにした視界に名前や簡易ステータスが表示される、一般プレイヤーだ。

「頼たのむ、ここは退ひいてくれ！　その子に手を出すな！」

　魔女風の装よそおいをした少女の声は懇こん願がんのニュアンスだったが、続いた少年の言葉は真しん摯しで切せつ迫ぱくしていて、そしてあまりにも素すっ頓とん狂きような警告だった。




「皆殺しにされるぞ!?」




『22』は無視して剣を振り下ろした。だが、その刃やいばは大きく狙いを外した。

　手てつ甲こうに守られていない手首から血を噴ふき出している。そのせいで力が抜け、斬ざん撃げきがすっぽ抜けたのだ。いつの間に切られたのか、少し離はなれた『４』はもちろん『22』自身も理解できていないようだった。

　状況を理解していれば、防ぼう御ぎよの努力くらいはしただろう。

　だが実際に『22』は、腹をズタズタに突つき破られて自らの体に由来する血ち溜だまりに膝ひざを突いた。『ＣｔＧ』の中では重傷を負っても耐ヒツ久トポイ値ントが残っている限りアニメの吸きゆう血けつ鬼きのように再生するが、急所から出血すれば一時的に力が抜けもする。そして。

　倒たおれ込む頭へカウンター気味に回し蹴げりを合わせられ、妙みような方向へ首をねじられた『22』はあっさり死体マネキンへ変わった。ラミエルの仕様上、いくらヒットポイントが残っていても脳か脊せき髄ずいを損傷すると接続が維い持じできなくなりゲームオーバー扱あつかいとなる。

　それは戦いと言うにはあまりに呆気なく、空々しく、含がん蓄ちくなく──まるで日常にあふれる不幸な事故のようだった。無意味な災さい厄やくのようだった。

　俗ぞくに運命と呼ばれる、ただの理り不ふ尽じんのようだった。

　それを為なしたのは、いつの間にか「亡霊」の少女から体を離していた幼女──ハルハと呼ばれた子供だった。

　彼女は『22』の血に染まったナイフを無む頓とん着ちやくに一ひと振ふりし、緑の地面に赤い漣さざなみを描き捨てた。突き出した帽子の鍔つばで真ま黒くろい陰かげになった面おも輪わの中で、両の瞳ひとみだけが爛らんと静止した光をたたえている。

　そうして、何が起こったのか解わからずぽかんとしている「亡霊」たちに背を向け、こちらへと問いかけてきた。

「ねぇ」

　敵意も悪意もなく、ピントの定まらない、宙に浮ういたような声だった。

「なんで、サクラちゃんをきずつけるの？」

『ＣｔＧ』はプレイヤー同士の任意対戦を許されたゲームだからで、何も問題はない──と答えるのが常識的なのだろう。だが、ハルハの目の前にいた『17』はそうは答えなかった。そう答えてはウソになるからだ。だから、正直な答えを返した。

「それは人間ではない。

　ここにいてはいけないものだか──」

　ら、を言い切れず、『17』は口中に入り込んだ刃に舌の付け根を貫つらぬかれ喉のどに縫ぬい付けられた。そのナイフを投げつけたハルハは仰のけ反った『17』の体を階段のように駆かけ上がり、左手に発生させた赫あかい光球を開きっ放しになった『17』の口へ放ほうり込む。

　着ちやく弾だんと同時に小規模な爆ばく発はつを起こす初歩の魔ま法ほう《炸裂フアイア火球ボール》だ。威力は大したことないが、狭い空間で炸さく裂れつすれば衝しよう撃げきは何倍にもなる。

『17』の背中が地に墜おちた時には、もうマネキンに変わっていた。頭のサイズが一回り膨ふくらみ中からズタズタに裂さけていて、面おも影かげもなかったが。

「お……お前、ホントにあの時のコドモか……？」
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　全くの無表情で二人目を下したハルハは、惚ぼけた声を出す「亡霊」の少女を振ふり返ってにっこりと微笑ほほえんだ。

「ハルハ、このゲームだけはつよいんだよ」

　──この子供はおかしい。そして、どうやらそのおかしな子供の逆げき鱗りんに触ふれたらしい。

　瞬しゆん時じに一いつ致ちした意識の下、前衛の剣士たちが彼女に群がり『４』ら魔ま法ほう使つかい数名が一いつ斉せいに《電撃矢》の魔法を放つ。左右を塞ふさがれたハルハに《電撃矢》を避さける術はない。

　はずだった。が。

　次の瞬しゆん間かん、ハルハの左から襲おそいかかった剣士は腿ももをナイフの投とう擲てきで打たれて体勢を崩くずされ、右から取り付こうとした剣士は──何がどうなったのか、ふくらはぎを切り裂かれ腰こしを突き刺さされ喉のど頸くびを搔かき剔えぐられて絶命していた。

　敵の敏ア捷ジリ値テイが異常に高いというわけではない。ただ、度を超こして合理的な挙動は熟達した奇き術じゆつのように知覚の隙すき間まへ潜り込む……そんな。

　小さな標的を見失った電撃たちが空むなしく射程外へ消しよう滅めつする。小しようハルハの姿は蛇へびのように下草の中に消えていた。そして再び飛び出してきた時には、腿からナイフを引き抜くために屈かがんだ剣けん士しの喉をナイフで貫き、さらに掌しよう底ていで柄つか頭がしらを弾はじいてマネキンを増やした。

「くっ……」

　思わずうめいて、『４』は術スキルを切り替かえる。今セットしているものより詠唱チヤージに時間のかかる魔法だが、直線的で変化に乏とぼしい《電撃矢》ではあの子供は捉えられない。

　彼の意図に連なる仮面たちが、時間を稼かせぐために剣や魔法の攻撃をハルハへ集中させる。

　彼らの連係に言葉は要いらない。絶対の信しん頼らいが、完全なる同志が、ウソのない世界がそれを可能にする。

　尋じん常じようならざる身のこなしを見せるハルハだったが、さすがに四方からの一斉攻撃全すべてはいなせず、追いすがる仮面剣士を血まみれにしつつも後退していく。

　その間に『４』の術が完成した。彼がまだ一人で冒ぼう険けんしていた頃ころに習得した高位の攻撃魔法《雷ライ電トニン鞭グウイ撃ツパー》。名前通り電でん撃げきの鞭むちを繰くり出して敵に巻き付ける魔法だ。効果範囲が広い上に微び妙みようなコントロールが可能なため、どれだけ小さく素す早ばやいモンスターであろうと回かい避ひはほぼ不可能。

　掌しよう中ちゆうにあって、熱した油をぶちまけるような放電音を上げる雷らい電でんの帯。味方が射線から退たい避ひするのと同時、頭上に振り上げ、

「ッ！」

　無言の気合いとともにハルハへと振り下ろす。幼い少女の頭上に、変へん幻げん自じ在ざいの雷らい撃げきが迫せまる！

　その時、ハルハは。

　足首を切って転倒させた剣士の腹にナイフを突き込み──

　そのまま放り投げた。

　無論、剣士の体を、ではない。

　それは細く、長く、縮れ、波打っていた。だから雷撃の鞭にもったりと絡からみ付き、焼け焦こげ異い臭しゆうを放ちながらも動きを縛しばった。電撃と絡まり合ったままあらぬ方向へ捨てられた。

　──人間の腸は、身長の五倍前後の長さがあるという。

「なッ……!?」

　全く予想外の方法で切り札の雷撃鞭を搦からめ捕とられ、『４』は一いつ瞬しゆん、次の判断に迷った。強ごう引いんに振り切ってハルハを狙うこともできたのかも知れない。だが、その発想が果たされることはなかった。

　──《雷電鞭撃》を使うために開いた陣じんの間かん隙げきを、三角帽子の幼女が恐おそろしい速度で駆けてくる。前方に放ほうった《炸裂火球》を自ら空中で踏ふみ付け、爆発の反動を利用して魔ま風かぜのように襲いかかってくる。

『４』が最後に認にん識しきしたのは、仮面の覗のぞき穴から突き込まれたナイフの先せん端たんが眼球の表面に触れる、全身の粟あわ立だつ悪お寒かんだった。




　同じ頃。ハルハの無む茶ちやを制止しようと戦場に走り込んだクランプとミーファは、それを果たせずにいた。

　彼らの方にも仮面の戦士が襲いかかってきたからだ。ただ一人だけ、最初からハルハを無視していた奴やつが、ボクサーのように前屈みの姿勢でクランプへ突とつ進しんしてくる。

　仮面に記された数字は『44』。拡張ＡＲモードで見やれば、アバター名はユスラ、性別は♀おんなとある。力量の目安であるレベルの値あたいはクランプとほぼ同等だ。

「待てっ、戦う気は……」

　ない、と言っても聞いてはもらえない。何せ、その時にはハルハはすでに何人もの仮面を屠ほふっていた。明らかにハルハの関係者であるクランプたちを見み逃のがしてはくれないだろう。

　案の定、仮面のユスラは問答も無く仕し掛かけてきた。他の仮面と違ちがって剣でも魔法でもなく、拳こぶしが飛んでくる。

　咄とつ嗟さにかわしたクランプだったが、頰ほおをかすめてGraze Hit !の血文字を飛し沫ぶかせる。《流ナツ星クルシ拳ヨツト》と呼ばれる格かく闘とうスキルで、拳を弾だん丸がんの初速で繰り出す。プロボクサーのジャブに匹ひつ敵てきするスピードで、避けるには打ち出す時の角度を元に勘かんを働かせるほかない。

「くっ……」

　やはり交こう渉しようは通じないようだ。そしてこの手て練だれ相手では、反はん撃げきしなければこちらが危ない。この状じよう況きようで、ハルハを置いてログアウトさせられるわけにはいかなかった。

（だから春羽は置いてきたかったのに！）

　気付いた時には甚目に言いくるめられていた。「まぁまぁ、危険があると思ったらこっちでログアウトさせるから」──とかなんとか。ハルハが他ほかのプレイヤーを危険にするのは見過ごすのか!?

　心中で舌打ちして腰の片スク刃ラマサ剣クスを抜ぬき放ち──同時、再び放たれた拳を刃の腹で受け止める。間近で見るユスラの拳は、赫あかく輝かがやく籠こ手てに鎧よろわれていた。

　そのまま、至近距きよ離りでの激しい打ち合いを始めるクランプとユスラ。割って入るにも援えん護ごするにも近すぎる。ミーファは途と方ほうに暮れた声を出した。

「ああもう！　どうすんのよこれ!?　なんか補助の歌、要る？」

「ミーファはハルハを止めて、あの中学生に事情はなしを聞いてくれ！　これじゃ戦っていいのかも判わからない！」

　ここにおいて一つだけ確かなのは、神奈桜の顔をしたアバターは桜本人ということだけだ。でなければ春羽を見た時の反応に説明が付かない。なぜ彼女が「幽ゆう霊れい」なのか、なぜ露ろ骨こつに怪あやしい仮面たちに攻こう撃げきされているのか、それを知らなければ収しゆう拾しゆうが付かない。

　伊達だてに数ヶ月も「夫ふう婦ふ」はやっていない、ミーファはすぐに理解してハルハの暴れている方へ向かった。ユスラは彼女を追おうとはしなかった。理由は知れないが、彼女は最初からクランプだけに狙ねらいを定めている。

「──このッ！」

　拳の弾だん幕まくからバックステップで距離を取り、お返しとばかり突つきを放つ。相手と同様、マニュアル操作では不可能な高速刺し突とつのスキルだ。避けられても防ぼう御ぎよされても、体勢を崩すなり後退するなりはさせられる──などという皮算用は、

「うぉわっ!?」

　自分自身の間ま抜ぬけな悲鳴とともに打ち砕くだかれる。突き出した腕うでを取られ、柔じゆう道どうで言う一本背負いの形で投げられた。完全に予想外の反撃で、受け身も取れずに地面へ叩たたき付けられる。

　全く予想できなかったのは、それが「条件を満たして発動すれば物理を無視して相手を捕つかまえ、自動的に投げてくれる」仕様の、ゲームコマンドとしての投げ技わざではなかったからだ。投げ技のスキル独特の予備動作──定型の構えを取る──が発生していなかった。完全なマニュアル操作で、つまりプレイヤー本人の格かく闘とう技ぎで投げられたのだ。

　武器以外を使ったマニュアル操作の攻撃ではヒットポイントは減らないが、衝撃はそのまま入る。背中を強打して息が詰つまるのを我が慢まんして起き上がり、再びセミオートの高速打だ撃げきで攻せめてくるユスラを迎むかえ撃うつ。

　その時のクランプは──笑っていた。

（スゴいぞこいつ！　こんな戦い方、システムを組んだ母さんは絶対想定してなかった！）

　ゲームシステムとして設定されたスキルによる現実離ばなれした高速打撃と、プレイヤー本人が現実で習得した柔じゆう軟なんな体技のハイブリッド。それが高レベルで調和している。ちょっとした新種の格闘技だ。

（発見だ！　発明だ！　開発者じゃなくてもゲームは新しくできる！　それに、単純に動体視力と反射神経が尋常じゃない。こいつはスゴい『ＣｔＧ』プレイヤーになれるぞ！）

　まるきり不ふ審しん者の顔をして、渾こん身しんの感謝を捧ささげながらタコ殴なぐりにされてやりたい欲求に駆られる。いや、変態ではない。彼にとって、自分では気付いていなかった「このゲームの楽しみ方」を教えてくれた相手はそれだけで恩人なのだ。春日井遊の「『ＣｔＧ』を遊び尽つくさねばならない」という意識はそれだけ強い。

　だが、思わぬ好敵手に悦よろこんでばかりもいられなかった。今のクランプは無責任ソロの冒険者ではなく、あの「幽霊」たちの正体如何いかんによっては遊びゲームですらなくなる。

「悪いが……さっさとあの子のところへ行かなきゃいけない。獲とらせてもらうぞ」

　表情を引き締しめ挑ちよう発はつ的に宣言する。ユスラは頓とん着ちやくせずに突進してきた。クランプは右手で剣けんを振り上げ──

　ためらいもなく自分の左手首を切り落とした。

「ッ!?」

　手首の傷口から演出過多な大量の血が噴ふき出す。そのほとばしりがユスラの仮面を打ち、Self Hit !の血文字を描えがきながら視界を奪うばう。

　クランプは反射的に足を止めたユスラに肉にく薄はくして、仮面を剣の柄頭で殴りつけた。さらに、仰のけ反ってよろめいたところを強引に蹴けり倒たおす。そのまま仰あお向むけに転がったユスラの肩かたを踏み付け、剣の切っ先を首へと押し当てた。

　その頃には左手首の出血は止やみ、ヒットポイントを消費しながら再生を始めていた。急激な失血で飛びかけた意識をなんとか繫つなぎ止め、およそ体勢にはふさわしくない謝罪の言葉を落とす。

「ハルハ……うちの子がやりすぎたことは謝る。すまなかった。そこで相談なんだが、ここらで手打ちにできないか？」

　ユスラは、『44』の仮面は、その申し出を無視した。だが、初めて声を聞かせてくれた。感情をうかがわせない、乾かわいた砂のような声を。

「相変わらず……ふざけた戦い方をして」

　確かに「ふざけた」やり方ではある。仮想世界では痛覚がカットされるとはいえ、神経の通っている部位に自分で切りつけるのは普ふ通つう、生理的な忌き避ひ感かんを伴ともなう。この限りなくリアルな仮想世界を「あくまでゲーム」と割り切る考え方を徹てつ底ていしている遊だから、心の準備もなしに実行できた。しかし。

「相変わらず、って……？」

　ユスラは答えず、ただ自らの仮面に手をかけた。あっさり外れたその下にあったのは。

　先ほど見たばかりの、神奈桜の顔だった。

「えっ……？」

　当とう惑わくして、思わず剣を引いてしまう。「ユスラ」はその隙すきを逃のがさず、籠手で剣先を弾はじいて立ち上がり、やはり追つい撃げきをためらっている間に距離を取られてしまった。

　そしてユスラは再びファイティングポーズを取りかけて──腕を下ろす。見やると、ハルハの暴ぼう威いによって仮面たちはほぼ全ぜん滅めつしていた。残る数名が牽けん制せいしながら撤てつ退たいを始めている。ハルハはミーファにしがみつかれており、どうも追撃殲せん滅めつしようとするのを押し止とどめられているようだった。

「……ここは退ひきます」

　ユスラも他の仮面に同調してバックステップで退いていく。仮面でくぐもってはいるが声も桜のものだった。だが、その抑よく揚ように乏とぼしい声こわ音ねは激しい違い和わ感かんを引き起こさせる。

「また、対戦しましょう」

　そして、結局。

　拡張ＡＲ視界の有効範はん囲いから彼女が消えるまで、クランプは呆ぼう然ぜんとして立ち尽くした。




　　　　◆




「……どうでした？」

「とりあえず……中間テストよりは大きく落ちるだろうな」

　翠すいの樹海での奇き怪かいな出来事から一夜明け──春日井遊と釘宮美遙は、教室の自席でだらんと伸のびていた。

　あの後、仮面を追うべきか迷っている間に「幽霊」たちもいつの間にか姿を消していた。さらに二時間ほど捜そう索さくしたが結局見つからず、甚目に呼び戻もどされてログアウトした頃ころには真夜中になっていた。

　その後で、春羽の寝ね息いきを聞いたり、寝ぼけた春羽に子こ亀がめのように背中へ乗られたり、熟じゆく睡すいしながらなんか物欲しそうに手をにぎにぎしていた春羽の手を思わず握にぎってみたら放してくれなくなったりしながらベッドの上で試験勉強をしていたのだから、育ち盛りの高校生には深刻な寝不足だった。

　期末テストの初日。よりにもよって一番平均点の低い難関である数学があったため二人とも気が重い。転校してきたばかりの美遙はある程度「配はい慮りよ」してもらえるらしいが、そうそう気休めにはならない。

「春日井くんはいいですよね。理系得意なんでしょ？」

「どっちかって言うと、ってレベルだよ。本当にデキる奴やつとは違う」

　実際、『ＣｔＧ』の中での事件と相まって、頭の中が仮面と数字でぐちゃぐちゃになっている。遊はあくびを嚙かみ殺して席を立った。試験日は午前で帰宅となる。

「今日の夕ゆう御ご飯はんの買い物はわたしが──」

「師し匠しようーっ。帰ろうぜー」

　バッグを肩にかける遊に言いかけた美遙だったが、跳はねるような声をかけられてあわてて口を閉じ、そちらへ振ふり返った。

　下校のお誘さそいを向けてきたのはクラスメートの塚見やと子こ。転入以来、やたらと美遙に懐なついている陽気な女子だ。なぜ彼女が美遙を「師匠」と呼んでいるのか、遊には未いまだ謎なぞだったが。

「あ、塚見さん」

「駅前の『るそう園えん』で試験勉強してこうよ。野の木ぎと六ろつ角かくも来るってさ」

　見れば、塚見の後ろの方でクラス委員の野木直すなおと分厚い眼鏡めがねの六角蓮れん子こが待っている。ちなみに『るそう園』は、オムライスが美味おいしいことで有名な喫きつ茶さ店てんのチェーン店だ。

「ごめんなさい。今日は早く帰らないと……」

「えー……師匠の家ってけっこう厳しいよね。じゃ、駅までいっしょに行こっか」

　実態は単に早く帰って春羽と遊びたいからなのだが、美遙は新しい級友たちに家の門限が厳しいと伝えていた。もっとも、遊が断だん片ぺん的に聞いたところでは美遙の母親は相当厳しい人らしいので、気分的には噓うそでもないだろう。

　美遙は、傍かたわらの遊に殊こと更さら他人行ぎよう儀ぎに頭を下げた。塚見もついでのように手を上げた。

「それじゃ春日井くん、さようなら」

「ンじゃね、スットコ……もとい春日井くん」

　ここ一週間、なぜか女子から「スットコ」と言い間ま違ちがえられる事案──奇きっ怪かいなことに、担任の樋ひ口ぐち先生からも一回だけだが間違えられた──について、遊はあまり考えないことにした。考えてないのだから泣きたくなったりはしない。

（釘宮さんも何かと大変そうだな……）

　遊のクラスの女子は当たりの良い方だと思うが、ただでさえ人見知りの激しい美遙が遊や春羽の秘密を抱かかえて人間関係を築くのは一苦労だろう。

　一人の人間に二つの生活。複雑怪かい奇きな人間世界では、そう珍めずらしくもないのだろうけど。

　そんなことを思いながら一人、廊ろう下かに出る。昨夜からわだかまる胸の靄もやが、呟つぶやきとなって口を衝ついた。

「実際に、一人の人間が二人に分ぶん裂れつするなんてことがありうるのか？」

　昨日の「桜」とユスラ。よく似た顔をしているだけならまだしも、「桜」は春ハル羽ハを、ユスラは遊クランプの顔を知っていた。ただの偶ぐう然ぜんではありえないだろう。

　その二人ともの逃とう亡ぼうを許したことで謎の手がかりを失ったわけだが、収しゆう穫かくはあった。ユスラは言ったのだ。

『また、対戦しましょう』

　遊は、その言葉に強い予感を覚えていた。




　そのゲームセンターに着いたのは、まだ午後の日が空高い時間だった。そう遠くない場所だし学校から真っ直すぐにくれば二〇分もかからない。

　初めて来たのは高校入学間もなく、のっけから不景気な顔をして打ち解けない遊を心配した幸太が気晴らしにと連れ出してくれた場所だ。春羽がクレーンゲームに有り金をむしり取られたゲームセンターと違ちがい、国道に面した大きめの店てん舗ぽで経営母体の同じネットカフェが併へい設せつされている。

　この店の二階、対戦筐きよう体たいコーナーで遊は彼女と出会い、奇き跡せき的な辛しん勝しようを拾った。

「来ましたか」

　神奈桜。容姿は一週間ほど前に春羽といっしょに会った時と変わらない。ただ、ボーイッシュな印象のジャンパーは着込んでおらず、清せい楚そな印象のセーラー服姿だ。

　彼女は店の入り口付近の硬かたいソファに座り、同じくらい硬いであろう遊の顔を見上げていた。

　昨日、ログアウトした後で甚目が何か手配して調べたところ、現実の桜は特に不審なところもなく、ここ一週間は休むこともなく学校に通っていたという話だった。しかし、今日は学校を早退して、こんなところにいる。

「昨日のこと、手がかりがお前しかないからな」

「こちらは、あなたたちに接せつ触しよくする手がかりが、あなたと春羽しかない。だから待っていました。いずれ来るだろうとの判断がありました」

　前に会った時の乱暴さや落ち着きのなさはすっかり鳴りを潜ひそめた、穏おだやかで丁てい寧ねいな声音だった。少し棒読み気味にも思えて、あの生意気さが懐かしくもあったが。

　違和感。だが、それを含ふくめて、こいつは昨日剣けんと拳けんを交えたユスラだ。確信が深まる。

「それは……お前の様子が変わっていることと、お前そっくりでデータの文字化けしてる『幽ゆう霊れい』について、何があったのか教えてくれるってことか？」

「はい。イクィ＝リブリゥムがあなたに会いたがっています。つまりわたしはあなたをイクィ＝リブリゥムに会わせたいと思っています。

　あなたの望みはイクィ＝リブリゥムによって叶かなえられるでしょう」

「イクィ……なんだって？」

「わたしたちの中心です。ところで、今日は一人なんですか？」

「……できるだけ俺だけでなんとかしたいからな」

　遊としては、『ＣｔＧ』の問題には春羽も美遙も巻き込みたくないという意識がある。それは『ＣｔＧ』が母の作った物だからという義務感でもあるし、新納蔓世の思い通りには動きたくないという反はん抗こう心でもあった。

「そうですか」

　桜はあっさり話を切って立ち上がると、店の奥──ではなく、連れん絡らく口を通ってネットカフェの方へ歩いて行く。遊もあわてて追った。
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「お、おい。どうする気だ？」

　先んじてカウンターで二人席を取っていた桜に誘いざなわれ、個室へ連れ込まれる。遊はこういう店を利用するのは初めてだったが、図書室の自習スペースを一回り大きくして簡単なスライドドアを付けた感じだった。二人がけの大きなソファとテーブル以外にはテレビを兼かねたノートＰＣと──『ＣｔラＧ』ミ端エ末ルが据すえ付けられている。

　ソファに腰こしを落ち着けた桜は、すでにラミエルの装着を始めている。ヘッドセットのバイザーとチョーカーを身につけた桜の姿は何か拘こう束そくを受けているようにも見えた。

　春羽の友達というイメージがあったので子供みたいに思っていたが、こう狭せまい部屋で二人っきりになると緊きん張ちようせずにはいられない。夏の薄うす着ぎも手伝って、何かスポーツをやっているのであろう、しなやかでうっすら筋肉の付いた四し肢しが、黒いソファに痛々しいくらい映はえている。

　そんな遊の微び妙みような動どう揺ようを知ってか知らずか、

「あなたも着けてログインして下さい。ライアンカーリヂの教会で待ちます」

　桜はラミエルの電源スイッチを押し込み、『ＣｔＧ』の世界に入り込んでいた。




　　　　◇




　待つまでもなく、ログアウト直前の教会がライアンカーリヂだったクランプは直接教会に現れた。

　それを特に驚おどろくでもなく迎むかえたのが、昨晩戦った少女ユスラだ。鼻の部分がくちばしのように伸びた『44』の仮面と無個性なマントを着けている。

　今日はいきなり襲おそいかかられるわけではなさそうなので、あいさつ代わりに訊きいてみた。

「……その格好、仲間とまぎらわしくないのか？」

「人差し指と中指を間違える者はそういません」

　解わかるような解らないような答えが返ってきた。それは確かにそうだし、言われてみると脳がどうやって指の一本一本を識別しているのか知らないが、まぁ実際に五指は高度に連係して錯さく誤ごもなく動かすことができる。

　クランプが黙だまったからか、ユスラは静かに歩き出した。迷いのない足取りで教会を出て町並みを横切り、黄色レンガの街かい道どうを外れて翠の樹海へと入り込んでいく。

　他ほかに人ひと影かげがない森の中を二人サシで行くのはいかにも気き詰づまりだ。何か会話するにも、あの「幽霊」たちやもう一人の「桜」については、イクィなんたらの所に着くまで答えてくれないだろう。だから。

「訊いていいか？」

　クランプは、全く別のことを尋たずねた。

「神奈桜は、なんで俺と……春日井遊とゲームで再戦することへ、あんなにこだわってたんだ？」

　ずっと気になっていたことだ。あの執しつ拗ようさは普ふ通つうではない。まるで、遊の『ＣｔＧ』に対する執しゆう着ちやくのように。

「………………」

　無視されたか、と判断できるだけの沈ちん黙もくの後、答えは返ってきた。

「必死にならなければ、ウソがバレるからです」

「ウソ？」

「わたしは柔じゆう道どうをしていました」

　話が飛んだが、黙って聞く。昨日ぶン投げられた身としては気になる話だ。

「父が若い頃ころにお世話になっていた柔道場へ、春羽よりずっと小さな時から通ってました。最初は体を動かして自分より大きな人を転がすのが楽しくてやってましたが、どうやら才能があったようで周りのみんなから褒ほめられて、持ち上げられて、小学校の半ばには自分は特別な存在なんだと思い込んでました。

　そうして、そんな特別な自分は天の恵めぐみに応こたえて努力しなければならないと思いました。

　その結果として、運にも味方されてか、わたしは中学一年の時に全国大会個人戦で優勝できました」

「すごいな……」

「──同じことをいろいろな人に言われました。うれしかったですよ。期待、されてて、それに応えようとしていました。でも、そんな日々はある日突とつ然ぜんに終わりました。

　練習中、疲つかれて注意力散さん漫まんになってたところで肩かたに怪我けがをして、それはもう完治しない怪我でした。日常生活には全く支障ない程度には回復するけれど、もう限界までの運動はできないくらいの。

　わたしの人生はそこで一度終わりました」

「……それは…………」

　否なぐ定さめの言葉を並べるのは難しくなかったろう。だが、たかだか一六歳の子供が小手先の言葉で触ふれていい問題ではないとも思ってしまう。

　迷っている内に、桜ユスラは他人ひと事ごとのように物語を続けた。

「たとえば、友達が悪いヤツに襲われて、それをかばって負傷したとか、カッコイイ理由があったら良かったのかも知れません。誇ほこりを持てたのかも知れません。でも、違う。単に練習が過ぎて、違い和わ感かんがあったのに、よくあることだ、誰だれでもあることだと楽観してたら、ちょっとしたはずみで壊こわれてしまった。

　ただの自じ業ごう自得……それも地味で、普通で、どうしようもないほどの失態でもなく、ほどほどに同情されてしまう程度の、それでいて他人のせいにはしようがない……そんな失敗で道が断たたれたら、ホントに何も残りません」

　桜は、自分の夢が断たれたことに、せめて意味がほしかったのだろう。

　解らなくもない。遊だって、予兆もなく母を失った時は呆ぼう然ぜんとしたものだ。死ぬなら死ぬで、それっぽい手順を踏ふんでほしかった、と無体なことを考えた時期もあった。あれじゃまるで、全く無意味に死んだみたいじゃないか、と。

　もし意味があるとしたらと考えたら……いや、今は桜の話だ。

「不思議だったのは、周りが、変わらなかったことです。

　わたしはもう以前のわたしでなくなったのに、両親も、学校の友達も、道場のみんなも、特に変わらずにわたしに接してきます」

「それは、だって、お前に気を遣つかわせないようにだろ」

「はい。でも、逆に言えばその程度のことだったんですよ。わたしの一〇年近い練習も、周りの期待も。他人事だから当たり前なんでしょうけど、わたし自身の喪そう失しつ感かんとは全然、ズレていた。

　恨うらんだわけじゃありません。ただ、自分が信じていた価値と他人の評価が全然違ってたことで、頭が真っ白になったんです。わたしがそれまで……生きてる、って思ってしてきたものは、全部勘かん違ちがいだったんだって」

　……ひょっとしたら、桜は謝りたかったのかも知れない。自分の失敗をもっと重く見て、手て酷ひどく責めてもらいたかったのかも知れない。

　自分がエラーだと定義された事実に愚ぐ直ちよくな従順を貫つらぬき、罪と罰ばつを求め続けたメメント・コッペリアの顔が頭にちらつく。

「それからです。わたしが学校を休みがちになってゲームに入り浸びたるようになったのは。

　ふさぎ込んだわたしを心配した父がラミエルを買ってきてくれて、初めて『ＣｔＧ』に入った時は感動しました。怪我を気にしないで全力で体を動かせるんだから。しばらく熱中しましたが、でも、現実的リアルだからこそ現実との違いが薄うすまらずに感じられてしまう。実際の自分はこんな風に動けないという事実を、はっきりと思い知らされてしまう。すぐに空むなしくなって、プレイ時間はどんどん減りました。

　そしてわたしは、格かく闘とうゲームへのめり込みました」

　ようやく話がつながってきた。……それにしてもここまでの話、こう冷静に、客観的に語れるのは少々異様の感はある。まして、以前はあれだけ感情的に突つっかかってきた桜が。

　のっぺりした鼈べつ甲こうを思わせるユスラの声こわ音ねは、あくまで淡たん々たんと流れていく。

「距きよ離り感かんがちょうどよかったんでしょうね。現実離ばなれしてて、戦う相手がいて、眼めと手を激しく使えるから。それに、柔道と同じように才能があったのか、ルールとかセオリーを覚えてからは対戦でも無敗で、ランキングが上がると周りの人に賞賛されるようにもなって──要は気持ちよかったんです。代わりになった。

　でも、代わりカワリはつまりウソです。

　だからわたしは、そのウソに気付かないために、気持ちよくいるために、必死にゲームにしがみつきました。『やらなきゃいけない』と思っていた柔道と同じように、必死でゲームをすることで、同じことにしようとした。

　それなのに、ある日、なんだかやる気なさそうな人に負けました」

「えぇっと……もし俺のことなら、やる気なかったわけじゃなくて……」

「では、うじうじとへらへらを両立する変な人もしくは卑ひ屈くつな人に負けました」

　…………ここで謝ったらその印象が強まるんだろうな、と、思ったクランプは黙って続きを待った。

「それからわたしは、毎日ゲームセンターに通ってプッシュ八十吉とＣＰＵ戦したりプッシュ八十吉使いと対戦したりネットのプッシュ八十吉分ぶん析せきを徹てつ底てい的にチェックしたり自分でプッシュ八十吉を使ってみたりしてプッシュ八十吉を極きわめましたが全くの無む駄だでした」

「ごめん……ホントごめん……」

「いいえ。どの道わたしは、あなたに会いたくなかったんです」

「え……？　でも、お前──」

「本当は再戦してまた負けるのが怖こわかった。せっかく見つけた『代わり』を失うのが怖かった。でも、だからと言ってあなたから逃にげていたら、ウソを自覚してしまう。

　わたしは、心の底では見つからないように祈いのりながら、あなたを捜さがしてたんです。

　つまりウソです」

　幼い頃から打ち込んできたものを失った神奈桜は、その隙すき間まを埋うめるために真しん剣けんになれるものを探していて、『ＣｔＧ』や対戦型のゲームにそれを見み出いだした。

　それをまた失うことへ臆おく病びようになった結果が、ゲームの勝敗への強い執着だった。遊は、ただのまぐれでそれを脅おびやかしてしまった。だから彼女は、遊を追うふりをしなければならなかった。

「……もう一回やったら、俺が持ちキャラ使ったとしてもお前が勝つよ」

　そういうことではないと思いつつ、それでも言わないではいられない。

「お前はちょっとした天才だ。動体視力、反射神経、空間把は握あく能力……凡ぼん人じんには鍛きたえることすらできないレベルの才能がある。俺が勝てたのはたまたま上手うまく技わざが入ったからで、千番に一番の兼かね合あいって奴やつだ。

　昨日のスキル打だ撃げきとマニュアルの投げ技を合わせたような戦い方もすごかった。お前は……きっとゲームにこだわらなくたって、いろんな可能性を生み出せる奴だよ」

　だからそんなに思い詰つめることはない。そう言いたかったのだが。

「気にしないで下さい」

　あっさりと。

「もう、終わったことです」

　話は打ち切られた。今まで長々と語られた神奈桜の来歴を、まるでなかったかのように、切った。

　実際、今のユスラには、語られた過去との断絶のようなものを感じる。表情も口調も以前に会った少女とは懸かけ離はなれている。何があったにしろ、ただの一週間でこんなに変わってしまうのは不条理だ。あの、もう一人の「桜」と関係があるのだろうか？

　そしてクランプは、その答えが待っているであろう場所にたどり着いた。樹海の奥深く、いかにも唐とう突とつに建ちそびえる、異様な建築物。

　その外観は、外がい壁へきや床ゆかを含ふくめ、全面が透とう明めいな水すい晶しようで築かれた塔とうだった。ガラス張りで階層構造まで透すけて見える塔の中では、一様に同じような仮面を着けたプレイヤーたちが群むら鳥どりのようにずらりと並び、その視線をクランプに集中させている。

　今さらになって、ぞくりと背がすくむ。

　そんなクランプを振ふり返って水晶塔を手で示し、ユスラは穏おだやかに紹しよう介かいしたのだ──

「ようこそ。こここそが『ウソのない世界』、水晶ホテル。

　わたしたち《水晶世界》の理想の砦とりでです」




　　　　◆




　一方、その頃──

「ん～……だから平気よー。お世話になっとる家も学校も、みんな親切にしてくれてるし」

『ホンマにー？　辛つらかったらいつでも戻もどっておいでよ。お母さんも説得したげるし。合唱部の時もあたしに相談してくれたら──』

「お母さんは関係ありません……コロちゃんこそ彼氏とケンカしたて話、どうなったん？」

『いややハルちゃん……思い出させんといてよ』

「あー……原因なんにゃっけ？」

『なんかね……あたしバカにされてるんよ。うちのクラスの西にし山やま覚えてる？　インテリぶってカマキリみたいな女。佐さ野のくんてば最近、パソコン買い換かえる言ゆーて、なんや詳くわしいらしいあの女に相談しとんのよ。

　で、なんかムカついたから、あたしにもパソコン教えてよて佐野くんに頼たのんだら、「お前にゃ無理や」の一点張り。そーかも知れんけど、言い様ようってもんが……』

「解わかるッッッ!!」

『ぅぁ!?　き、急にどしたん？』

「おかーさん、おっきなこえだなぁ」

「男なんてみんなそうやんなっ。

　……なんであんな性格悪い幼おさな馴な染じみが好きなん変態なんと思おもてたら、なんやヤンキーみたいな中学生にも追っかけられとるし、ちょっと荒あら事ごとになりそうだと子供といっしょにわたしも遠ざけよーとするし。そりゃわたし、あの人とかハルハみたいに戦えないけども！

　今日だって帰る時はなんも言っとらんかったのに『少し遅おそくなるかも』とだけ後からメールもらったけど電話は通じないとか！　不安になるとか思わんの……!?」

『い、いやハルちゃん、落ち着いて！　な？』

「……なんや、わたし認められてないん？　どうなの？」

『いきなり半泣きに!?　て言うか、それ何？　ハルちゃんの彼氏の話？』

「違ちがいますー！　あんなスットコドッコイ彼氏じゃありませんー！」

「おかーさんどうしたの？　おやつたべる？」

『なんでもいいけど、さっきから子供の声がするのは何!?』




　──などと、リビングで洗せん濯たく物ものをたたみながらの地元の友人との電話を終えて。

　すっかり発はつ憤ぷんした釘宮美遙は、決意とともに立ち上がった。特に意味はなさそうだが春羽も同じポーズで立ち上がった。

　端たん的てきすぎるメールだけ送って帰ってこない遊は多分、昨日ぶち当たった怪かい現象を調べるため神奈桜に会いに行った。それは美遙の勘かんだったが恐おそらく間ま違ちがいないだろう。まだ事件が絡からまない内からあれだけ桜を気にしていたのだ。放ほうっておくわけがない。

　駄だ目め押しとばかり、甚目を（じとっとした視線で、精神的に）締しめ上げたら、遊が昨日の内に桜の立ち回り先を確かく認にんしていたことを白状した。

　ゲーム内と現実と、パートナーとして過ごしてきて三ヶ月ほどが経たっている。遊の考えなど「お見通し」という奴だ。

　何があるか判わからないから美遙には内ない緒しよで動いているのだろう。たまに、遊は美遙を子供はるはと同じように見ているのではないかと思う時がある。

　確かに学校では友人を作るのに苦戦しているし、『ＣｔＧ』ではメメントの時や昨日の戦せん闘とうであまり役に立てなかった。でも、年は同じだし、ミーファとしてもクランプの役に立つよう鍛えてはいる。子供扱あつかいされるいわれはない。

　こうなったら、しっかりしているところを見せねばなるまい。

　美遙と春羽を放ってよその女と密会しに行った遊を見返してやるのだ。仮面たちと「幽ゆう霊れい」の謎なぞを、美遙だけで解いて。

　まぁ、そうそう上手くはいかないだろうけど……







　　　　◇




　──と、思っていたのだが。

　ミーファは、わずか一時間後にはもう「幽霊」の一団との接せつ触しよくを果たしていた。

　あの後、『ＣｔＧ』にログインして、情報収集のためにライアンカーリヂの町を歩いていると、路地から蚊かの鳴くような声をかけられた。

「よかった……昨日の人たち、来てくれた」

　フードで顔を隠かくした「幽霊」の二人組だった。昨日の騒さわぎの中で見かけたような気もする。

　やや大おお柄がらな少女と、フードからいわゆるお下げの髪かみが覗のぞいた小こ柄がらな少女の二人組で、お下げの方は大柄な少女の陰かげで縮こまっている。

「昨日はごめんなさい……でも、クラリックから逃げなくちゃいけなくて……」

　しかし実際に話しかけてくるのはお下げの方で、盾たてのようにされている少女は怯おびえた様子をして、ミーファと手を繫つないでお行ぎよう儀ぎよくしているハルハを見ていた。

　美遙としても春羽を連れてくる気はなかったのだが、付いてくると言って聞かなかった。昨日みたいなことになると困るとは思ったのだが、

『サクラちゃん、なんかこまってたから、ハルハがたすけてあげるんだ』

　春羽はあくまで引き下がらず、理由が友達を助けたいからときては反対もしづらい。遊に蚊帳かやの外にされることを嫌きらって単独行動に出た美遙にはなおさらだ。

　結局、甚目に「相手がハダリーズでなくても、昨日みたいな戦いになったら外からログアウトさせる」という約束をさせた上で連れて行くことにしたのだが、

「あの……わたしたち、困ってて、なんとかＯＫＧの力を借りたいんです」

「おーけーじー？」

　彼女ら「幽霊」が用があるのはミーファではなく、聞き慣れない言葉に目をまたたかせるハルハのようだった。




　かくしてミーファとハルハは、「幽霊」たちの隠れ家まで連れてこられた。

　隠れ家と言っても、樹海の外れの川の側そば、鬱うつ蒼そうとした茂しげみで外から見えない空間に十数人の「幽霊」たちがごろごろしているだけだ。全員が全員、拡張ＡＲモードで見た時のタグが文字化けしている。

　皆みなの視線がミーファたち──特にハルハへと集中する。フードの陰の目が露ろ骨こつな警けい戒かいにまみれている。ミーファはハルハを抱だき寄せた。

「えっと、頼み事があるってことだけど……まずは事情を聞かせてもらえないかな？」

　ここに連れてきてくれた二人組に話しかける。大柄な方がアンズ、お下げの方がレンと名乗った。そのどちらかが口を開くより早く、

「サクラちゃんだ！」

　ハルハの歓かん声せいに応こたえるように、昨日の「桜」がフードを下ろして大たい儀ぎそうに歩み出てくる。ミーファはややぎこちなく笑え顔がおを作った。

「あの時の神奈桜さん……だよね？」

　少なくとも容姿や機き敏びんな仕草は先日の彼女のものに見える。その「桜」は、デフォルトの平服にフード付きのマントというほぼ初期装備の出いで立ちだ。

　ゲームセンターで会った時はぎらぎらと刃は物ものみたいな感じだったが、今は臆おく病びようをトゲにして丸まったような態度でいる。ミーファたち二人の顔を目でなぞった後、警戒心も露あらわに訊きいてきた。

「…………あんたたちこそ何者だよ？　ゲームセンターで親子ごっこしてるただの変人かと思ったら……普ふ通つうのプレイヤーじゃないよな」

「ハルハだよ……？」

　真っ先に答えたのは、ミーファの腕うでの中の幼い声だった。不安そうに震ふるえていた。「桜」は用心に固まっていた目をあっさり溶とかしてうろたえた。

「い、いや……それは知ってるけど、そういうことじゃなくて」

　いい子だ。春羽がお風呂ふろ場ばで長々と語っていた通りの、ぶっきらぼうだけどホントは優やさしい神奈桜だ。アバターの容よう貌ぼうをほとんどいじっていないことからも素そ朴ぼくな性格がうかがえる。美ミー遙フアは、ほとんど初対面なのに古い友達に会ったような気分になった。

「あなたの言う通り、あたしたちはちょっとおかしな立場のプレイヤーよ。でも、あなたたちの……ううん、春羽の友達の敵になる気はない。絶対ない。

　それだけは信じて」

　こわばったハルハの体を抱き締めながら、精せい一いつ杯ぱいの誠意を込めて乞こう。ずいと目を合わされた「桜」はうッと息を吞のみ、決まり悪そうに目をそらした。

「……いいよ。結果的にせよ、助けてもらったわけだし。もしあんたたちが敵だったとしても、これ以上状じよう況きようが悪くなることもないだろうし。

　話を聞きたいってンなら聞かせてやるよ」

「ありがとう」

「桜」は話し始めようとして、ふとハルハに視線を落としてうめいた。

「それにしても……まさかとは思ったけど、お前がＯＫＧだったとはな……ゲーセンじゃあんなに鈍どん臭くさかったのに」

「おーけーじー？」

　ハルハとミーファ、そろって目をぱちくりする。さっきも聞いたが、なんの暗号だろう？

「なにそれ？」

「Ｏ．オーバＫ．ー・キルＧ．・ガールの略だよ。

　あちこちでウワサになってんだ……ガンマンズ・グレイヴで暴走した数十人のＮＰＣを皆みな殺ごろしにした子供の話が。トラベルの攻こう撃げき規制を解除したチートだとか、運営の用意した物理的デバッグ・システムだとか……いろんな掲けい示じ板ばんで論争になってる。

　で、付いた不確定名が超オーぶっバー殺しキル幼女ガール。最初に聞いた時は大げさな与よ太た話だと思ったけど……実際自分の目で見て理解した。確かにあれは、ＯＫＧだ」

「う、うん……噂うわさ通りの、ルール無用の残ざん虐ぎやくファイトだった……」

　傍かたわらのアンズもがくがくとうなずいている。あくまで噂レベルではあるようだが、相当広まっているようだ。

「う……家うちの子が都市伝説になってる……！」

　システム関連以外の掲示板はチェックしない美ミー遙フアは驚きよう愕がくの事実に頭を抱かかえたが、当のハルハはミーファの手を取って頰ほおをむにむにとやりながら、恥はずかしそうに身をよじっている。

「えへへへ……テレちゃうね」

「いや褒ほめちゃねーけど……」

「だって、ＯＫＧってなんかテレビのアイドルみたいだよ。アイドルは、ようきにうたいおどるんだよ。

　ハルハ、おおきくなったらおかーさんとアイドルになろうかな？　おかーさんがうたって、ハルハはあくしゅをするかかり」

「相撲すもうはどーした、おい」

「桜」は中ちゆう腰ごしになってハルハの額を指で弾はじいた。うれしそうに目を閉じるハルハを半眼で見ていたが、ふと顔を上げて言ってきた。

「そういえば……今日は、あいつはいないのか？　お前がおとーさんって呼んでた奴やつ」

「おとーさんはガッコーからかえってないよ。ハルハ、おみやげにチョコ no エッグをかってきてってたのんだからね。おみせで、みつからなくてこまってるのかも。

　でもハルハ、ラスプーちゃんフィギュアがあとひとつでコンプリートだからたのしみにしてるんだ」

　チョコ no エッグは春羽が好物にしている、卵形のチョコの中に小さなおもちゃが入っているお菓か子しだ。タイミングによっては極きよく端たんな品しな薄うすになる。……春羽には悪いが、遊はたぶん、お土産みやげの件を忘れていると思う。

　要領を得ない顔をしている「桜」に、ミーファは慎しん重ちように答えた。

「あの人……クランプはちょっと別のことを調べてるの」

　現実の桜に会いに行ったという事実を言っていいものかどうか、判断が付きかねた。「桜」は特に不ふ審しんには思わなかったようだった。

「そうか……あいつのことも調べたぞ、スカラベのクランプ。ＯＫＧに隠れて目立たないけど、ぽつぽつと名前が出てた」

「ぁ、怪あやしげな技わざでメメントとかってプレイヤーキラーを倒たおしたって……」

　これはレンだ。まだ怯えているようで手て探さぐるような声だった。「桜」は浅くうなずいた。

「『おとーさん』がメメントって奴を倒したって春羽が言ってたから、見つけられたんだ。これでゲームセンターでの雪せつ辱じよくができるって喜んでたら……それどころじゃなくなった」

　初めて見せる──泣きそうな顔でうつむく「桜」。ミーファは「桜」へ歩み寄りながら事の核かく心しんを問いかけた。

「話を聞かせて。どうして、仮面たちの中にあなたがいたの？」




「桜」は、自分の記き憶おくが混乱していることを前置きしてから語り始めた。

　スカラベのクランプを探して毎夜『ＣｔＧ』へログインしていた神奈桜は、来きたるべき対決に備えて自分のアバター──ユスラのレベルを上げるため各地で戦闘やクエストに励はげんでいた。

　その中で訪おとずれたウィザーズ・グレイヴで、ユスラはギルド《水すい晶しよう世界》に出会った。

　成員の全すべてがペスト医師めいた顔の上半分を覆おおう仮面を着けた奇き妙みような一団は、街で聞いた話では数ヶ月前に結成されたらしい。

　発ほつ足そく当初は何か宗教じみた、エキセントリックな主義を説く†ノア†なる青年がギルドマスターだったせいでほとんど人も集まらず、妙みように強圧的な勧かん誘ゆうを見ていたプレイヤーたちは自然消しよう滅めつするだけだろうと予想していた。

『皆はこの世界の真の価値に気付いていない！　人間は所しよ詮せん動物だ。故ゆえに、どんなに精神を修養し心の高きを踏ふんでも、一ひと度たび肉体的に窮きゆうすれば獣けものに戻もどってしまう。怪我けがが、病気が、老いが、脳の働きへ生理的に干かん渉しようし高めた徳を蝕むしばんでしまう。

　しかし！　この仮想世界では肉体の不調に関かかわりなく精神が安定する！　痛みに怯ひるむことなく、快楽にほだされることなく、ただ精神の欲を振ふり切れば──真誠の世界、ウソのない世界が実現できるのです！

　そう、全き透とう明めいの世界、《水晶世界》が！　さあ、わたしとともに新しい世界で真実の探求に励もうではありませんか！』

　しかし、いかに高度な仮想世界とはいえゲームを標ひよう榜ぼうする『ＣｔＧ』のプレイヤーは人一倍刺し激げきを求める者ばかりだ。彼の克こつ己き的てきな見識に共鳴する者は少なかった。

　そんな中。

　潮目が変わったのは、ギルドにとある少女が加わった瞬しゆん間かんからだった。昼夜を問わず辻つじ説法をしていた†ノア†の前に忽こつ然ぜんと現れたその少女は、無表情に演説を聞き終えた後、こう言ったという。

『ウソのない世界。

　あなたの望みを叶かなえたければ、あなたがイクになれば良い。全てがイクになれば良い』

　イクィ＝リブリゥム・ジェペット。

　それが青い髪かみの少女の名だった。年の頃ころは一六、七。若木のようにほっそりした体付きに、どこか中性的な容姿。薄うす手でのローブを肩かたに引っかけてぽつねんとたたずむ姿はもっと幼い子供を思わせる。

　そこでイクィは何かをした。《水晶世界》ではその行こう為いを「均きん化か」と呼び、今に至るまで外部には実態不明のまま行われている。そして、それで全てが変わった。

　それからしばらく、《水晶世界》はウィザーズ・グレイヴの街頭で占うらない師を営むようになった。イクィの占いは百発百中で、特に人間関係の悩なやみに対する回答で客を満足させた。以前から†ノア†の評判を知る者たちからは胡う散さん臭くさく見られていたが、若いプレイヤーたちの口コミで評判が広がり盛せい況きようを極きわめることになる。

　そして、熱心な客から順に《水晶世界》のギルドメンバーになっていった。数十人のメンバーから資金を得た《水晶世界》は、運営から売り出されていたギルド拠きよ点てん用建築物・水晶ホテルを買い上げ、本ほん拠きよとした。

　ウィザーズ・グレイヴの樹海深くに位置する水晶ホテルで、《水晶世界》は占いや「均化」を続け、なおもメンバーを増やし続けた。その頃からギルドの成員は鼻の部分が大きく尖とがった仮面をかぶり、クリスタル・クラリックを名乗るようになっていく。

　ユスラが《水晶世界》について知ったのは、以前に同じ討とう伐ばつクエストに参加したことのあるプレイヤーに声をかけられたからだった。それがあの大おお柄がらな少女、アンズだ。彼女は大の占い好きで、ユスラを誘さそって水晶ホテルを訪ねた。

　そこでイクィ＝リブリゥムにユスラが頼たのんだ占いは、スカラベのクランプの居場所を見つけることだった。だが、イクィは茫ぼう洋ようとした眼めでユスラの顔を眺ながめ、関係ないようなことを言ってきた。小さな鈴すずのようなささやき声だった。

『あなたはウソを望みますか？』

『？　……いや、ウソつきは嫌きらいだ』

　卑ひ怯きようじゃないか、と答えたユスラに、イクィは静かにうなずいた。そして、おもむろに手を伸のばしてきた。白い、白い、幽ゆう霊れいのような繊せん手しゆを。

『では、望みを叶えましょう。あなたがイクになれば良い。全てがイクになれば良い』

　イクィの指先がユスラの鼻の先に触ふれ──そこでこのユスラは意識を失った。

　次に目覚めたのは、最後に立ち寄ったライアンカーリヂの教会だった。ゲームオーバーになった時と同じリスタート地点だが、その場合は一度ログアウトしてから行うことになる。なぜ飛ばされたのか理解できなかった。

　さらには装備一式が消えてデフォルトの平服姿になっていて、なぜか視界を拡張ＡＲモードにできず……何よりメニュー画面が起動できなくなっていた。つまり自分でログアウトすることもできないということだ。

　追い打ちとばかり、教会にいた他ほかのプレイヤーから向けられる何か不審げな視線に混乱が加速する──後で知ったことだが、ステータスが文字化けしていたため改造を疑われたらしい──。

（なんだ？　あたし、どうなった？）

　ともかくも《水晶世界》の連中に一いつ杯ぱい食わされたと考えたユスラは、再び水晶ホテルへと乗り込んだ。だが、その門前でユスラの前に立ちはだかったのは──ユスラだった。

　顔が同じだけではない、気を失う前に自分が使っていたのと全く同じ装備で、何よりセミオートの格かく闘とうスキルとマニュアル操作の格技を組み合わせたファイトスタイルは、間ま違ちがいようもなく、自分自身が試行錯さく誤ごして身につけたそれだ。

　そうして、ユスラは同じ顔をしたユスラに殺されて。

　また、ライアンカーリヂの教会へと引き戻された。ゲームオーバーにすらなれない。

　わずかな救いは、自分と同じく平服姿のアンズも教会に現れており、事情を知る者たちから話を聞かされていたことだった。彼らは、自分たちと同じ《水晶世界》の被ひ害がい者しやだと名乗った。

『《水晶世界》のイクィ＝リブリゥム・ジェペット……奴は、この仮想世界でアバターを分ぶん裂れつさせる力を持った化け物だ！』




「──アバターを……分裂させる？」

　聞き返したミーファだったが、信用していないわけではなかった。むしろ信じたからこそ、呆ぼう然ぜんとしていた。普ふ通つうのプレイヤーには信じ難がたい話ではあるが、ミーファたちは人の刺激に対する反応を狂くるわせる能力を持ったメメントを知っている。

　しかし「桜」──いや、ユスラはそう思わなかったようで、拗すねたような声を出した。

「ウソじゃないからな。あいつ……クランプも見たんだろ、あの、あたしを」

「ええ。信じたから面めん食くらってるの。でも、どうやったらそんな……」

「方法は訊きくなよ。あたしたちが知りたいくらいなんだから」

　ユスラはアンズとレンに目をやってから、話を続けた。

「それから、そこのアンズたち、同じ境きよう遇ぐうの奴といっしょに森に潜ひそんでねぐらを転々としてるんだ……町にいるとチートを疑われるし、時々《水晶世界》の連中も勧誘に来るから。

　連中、同じ顔が他にいるのが気に入らないのか、見つける度たびにあたしたちへ攻こう撃げきしてきやがる。昨日もそうだ。自分たちで分裂させたくせにさ……」

「でも、ころされてもキョーカイにもどるだけなんでしょ？」

　だったらヘーキだよ、と、安心させるようにそう言ったハルハに──ユスラはカッとして嚙かみついてきた。

「そんな吞のん気きな話じゃない！　あたしたちは自分がなんなのか、解わかってないんだぞ!?　次もまた無事で教会に戻れるかどうか……それどころか、なんのはずみでこっちからも現実むこうからも消えてなくなるか、誰だれにも知れないんだ！」

「ごめんなさい……」

　素す直なおに謝ったのはミーファだった。ハルハは息が止まったような顔をして固まってしまっている。ユスラはそれを見てうつむいたが、怒いかりを嚙み殺し損そこねたような声を出した。

「データが壊こわれてるせいか教会の転てん生せい鏡きようも通れないから、ウィザーズ・グレイヴから逃にげ出すこともできない……」

「運営には伝わってないのかな？」

「判わからない……何人か、顔見知りのプレイヤーを通じて通報してもらった被害者もいるみたいだけど、音おと沙さ汰た無しだって」

　……それは多分、ヒト平へい衡こう研究所だかその上の機関だかが握にぎり潰つぶしているからだ。連中はハダリーズの完成を全てに優先させている。とはいえ、メメントがやらかした連続失神事件と違ちがって、全く表沙汰になっていないのは、被害者が実在しないからだろう。

　何せ、現実の桜は今も平気で日常を過ごし学校に通っているのだから。少なくとも問題行動には出ていない以上、積極的に調査が行われることはないだろう。

「……あたしが閉じ込められて、四日になる。もう何ヶ月も閉じ込められてる奴やつもいるし、あたしもそうなるかも知れない。それなのに、他のプレイヤーは何かが起こっていることにも気付いてない。

　それって、あたしたちがいなくなっても、外じゃ騒さわぎにもならないってことだろ……」

　ユスラは、降参とばかりにその場に寝ね転ころび、大の字になった。

「帰れるかどうかって以前に、あたしたちには帰る場所があるのか？」

　肘ひじを顔にかけて、泣き出しそうなポーズだが。

　仮想この世界で涙なみだは出ない。




　　　　◇




「初めました」

　というのが、イクィ＝リブリゥムの第一声だった。

　……何を始めたんだ？　そう思う先から、

「初対面なる概がい念ねんの持続性に確定的定義を知らぬイクが位相の変異に対応して発はつ言げん辞じをウソにしないよう工く夫ふうした結果の変則修辞である旨むねの理解がイクの望みであります」

　説明が続く。滑なめらかで継つぎ目のない石板のような声だったが、不思議と意味の大略は取れる。要するに、ウソにならないようにしゃべったらへんてこな言葉が出たということだろう。

　ウソのない世界を目指す《水晶世界》。その本拠にはふさわしいのかも知れない。

　クランプは全面が透明な水晶板で建てられた絶奇の館やかた、水晶ホテルの最上階に連れて来られていた。

　地上三〇メートル超ちよう。階段の他、鳥とり籠かご状のエレベータが一階から直通するこの部屋は、樹木の屋根から突つき出ているためダイアモンドの色の日光が直接に差している。

　謁えつ見けんの間を思わせるレイアウトだったがそれほど大きな部屋ではない。大人が一五人も入ればいっぱいになる面積で、実際、六人しかいないのに息苦しかった。

　イクィは部屋の奥に置かれた小さな寝しん台だいにちょこんと座し、その傍かたわらには『１』の仮面を着けた魔ま法ほう使つかい風の男、左右には帯たい剣けんした仮面の戦士が控ひかえている。クランプは背後をユスラに塞ふさがれた形でイクィと対面していた。

　ギルド《水すい晶しよう世界》の事実上の首しゆ魁かい、イクィの正体を探さぐるため……だったのだが、それについては対面した時点でほぼ達成されていた。

　この水晶の塔とうにあって唯ゆい一いつ仮面を着けていない少女、イクィ＝リブリゥム。

　インナーの透すけて見える薄うすいローブに身を包み、端たん整せいでどこか中性的な顔を茫洋と脱だつ力りよくさせた彼女は、無む邪じや気きなハルハとも狂えるメメントとも全く似ていない。

　だが、彼女らのまとう独特の空気、ある種の純じゆん粋すいさが醸かもす抜ぬき身の刃やいばめいた危あやうさが確かに共通していた。

　そうだ間違いない。彼女は──

「はい。イクはハダリーズ。『新しいヒトの創つくり方』の産物であります」

　今度も先回りで答えられて、ぞっとする。

　いくらなんでもタイミングが良すぎる。これではまるで──

「はい。イクの絶群マン・進化モツドは、視界にある人間の望みを知る性質であります」

　マン・モッド。新納の口にしていたハダリーズの固有能力。

「こ、心が読めるって言うのか……？」

　愕がく然ぜんとしてなんとなく身構えるが、効果があるかは怪あやしいところだ。

　イクィは対照的な無表情で、目を開けたまま寝ねているのではないかと疑いそうになる凪ないだ瞳ひとみでクランプを視みている。

　どこまで視られているのか、それは知れない。

「いいえ。イクが知るのは望みであります」

「故ゆえにイクィ＝リブリゥムは言葉を経ずして望みを叶かなえられるのだ」

　イクィに言葉を添そえたのは、『１』の仮面の魔法使い。拡張モードで視ると、名前タグには†ノア†とある。ユスラやイクィと同じく平板な口調ではあったが、この男だけはどこか芝しば居いがかったようなところがある。

　クランプは、まず嘆たん息そくした。イクィの能力がどこまで強力なものか判わからないが、彼女がハダリーズで読心術がただの手品でないことは間違いない。厄やつ介かいな交こう渉しようになりそうだった。

「……まずは、そっちの用を聞かせてくれ。なんで俺に会いたがったんだ？」

「はい。イクの、すなわちハダリーズが負った望みはネオ・プライメイトとなり自己複製の段階に入ること。

　あなたの事実は、初の受肉成功体であるところのハルハの『親』と知ります。現在先せん端たんに在るハルハの生成に成功した人間を視ることがイクの望みでありました」

　イクィの応答は不自然なくらい滑らかで、いっそ従順と言ってもいいくらいだった。遊のことを知っているのが全くの意外だったが、思えばメメントの奴にも知られてたし、ハダリーズの間ではハルハの「両親」は有名なのだろうか。

　それに、ハダリーズだのなんだの平然と口にしていることからして、ユスラや他のメンバーもハダリーズの存在を知っているらしい。

　いいのかそんなに広めて……と不安になったが、それは新納たちが考える問題だ。クランプは自分の仕事を続けた。

「それで……その結果はどうだ？」

「いいえ。結果は出ません。結果を出すための資源の一つとして、あなたを視ることがイクの望みでした」

「だったらこっちの──」

「質問に答えることがあなたの望みであります。イクは望みを叶えます」

　クランプは黙だまった。こうなってはしゃべるのが馬ば鹿からしい。そして、「幽ゆう霊れい」の正体と、「桜」とユスラの関係を知りたいと思った。

　そして望みは、叶えられなかった。

「いいえ。その望みを叶える術すべをイクは持ちません」

「おい！　まさか、そこのユスラとそっくりなのが『幽霊』になってる理由を知らないって言うのか!?　そんな偶ぐう然ぜんあるわけが──」

「我々も、あの亡ぼう霊れいどもには戸と惑まどっている」

　また『１』の†ノア†が口を挟はさむ。クランプはそっちを睨にらみ付けた。

「原因の心当たりはあるんだな」

「イクィ＝リブリゥムが新たな同志へ『均きん化か』を行うと、なぜか教会へ現れる。正体は解らないが、我々と同じ姿をしていることから、『亡霊』と呼んでいる」

「……均化ってなんだ？」

「ウソを吐つかなくてよくなることです」

　その答えは背後──ユスラからだった。クランプは半面だけ振ふり返った。

「意味が解らないな……イクィの心を読む力と関係があるのか？」

　確かに、彼女の視界の中でウソは吐けそうにない。《水晶世界》とは、イクィの監かん視し下に入ることで虚きよ言げんを戒いましめるセミナーのようなものだろうか。それならば、桜の性格が変わったことにも一応の理解ができないこともない。

　だが、†ノア†はそれを否定した。

「イクィ＝リブリゥムにはもう一つ力がある。

　わたしたちの望みを一つにする祝福だ」

「はい。イクの望みは皆みなの望み。

　ゆえに、皆がイクになればウソがなくなります」

　イクィの真っ青な瞳がクランプに向けられる。今にも眠ねむりそうで、力はないのに、揺ゆるがない。そんな視線に搦からめ捕とられる。

「だから……要するに、どういう意味なんだ？」

「わたしたち《水晶世界》は、一挙一動の全すべてが同意されているんです」

　ユスラは自分の指を握り込んで、ゆっくりと開いて見せた。

「常に皆が同じ目的のために動き、同じ目的のために連動する。

　指の間にウソはありません」

「イクィの意志に取り込まれたっていうのか……？」

　そんなの洗脳じゃないか！　思わず剣けんに手をかけるクランプに、イクィはあっさりと頭かぶりを振った。

「いいえ。逆であります。

　なぜなら、イクの望みは均化したヒトの望みであります。誰だれもが共通して求めることだけを成します。ゆえに、イクを写せばそれが皆の望みであります。誰もがウソを吐く必要がないのです。

　そして、誰もが望んだ総意が、ウソのない世界に住むことなのであります」

「なんだか知らないが、神奈はほとんど別人みたいになってるじゃないか！」

「はい。ウソをなくすために、余計なものは削けずられます。

　この仮想世界の成り立ちと同じであります。意志が矛む盾じゆんなく交わるためには、川辺の石のように角を落として丸くならねばなりません。丸い石の群れは隙すき間まなく集積し、やがて固着して一つの巌いわおとなります。一つの塊かたまりは一つであるがゆえにウソはありません。

　それが、ウソのない世界の作り方であります」

　数十人のエゴをごった煮ににして相そう殺さいしたら、それは無害で無個性になるだろう。その無害な無個性を平和だと称しようして参加者たちに還かん元げんした結果が、桜のように平板な性格への変化だ。

　そして気付く。新納の言っていた、「幽霊」の出しゆつ没ぼつと時を同じくして性格の変わったプレイヤーが出てきたという件くだんの原因は、間ま違ちがいなくこいつだ。

　なぜか、春羽の弾はじけるような笑え顔がおが脳のう裏りを過よぎった。

「──そんなのはウソ以下だ！　自分を捨ててるだけじゃないか！」

　本能的な怒いかりに任せて言葉を叩たたき付けるが、イクィには全く応こたえない。その蒼あおい眼まな差ざしは、さ揺らぎもしない。

　そうしてあっさりと、言った。




「はい。しかし、あなたはウソが苦しくないのでありますか？」




　誰より長くいっしょにいたのに、春羽と美遙という秘密を作ってしまった冬風と。

　冬風への想おもいを決めかねながら起き床しようをともにして、時に妙みような気分になってしまう美遙と。

　守りたいと思いながら、あの子の存在への無力も自覚してしまっている春羽と。

　そして──素す直なおな気持ちを伝え合えず、すれ違ったまま死に別れてしまった、母。

　彼女らの顔が、ぎくりと刺ささるナイフとなって胸を突ついた。

　息が、動どう悸きが、動きが、止まる。

　水晶の四し壁へきに囲まれた部屋の中、澄すんだ陽光が乱反射して万まん華げ鏡きようのように視界を歪ゆがめ、眼底を搔かき裂さく。
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　その惑わく乱らんの隙間へ入り込んでくるように、イクィの手がクランプの顔へと迫せまってくる。それこそ水晶のように、幽霊のように透き通ってしまいそうな、小さく開いた白はく蠟ろうの指が──

「くッ……！」

　クランプは、その手を乱暴にはね除のけた。

「？」

　手て荒あらに拒きよ絶ぜつされてもイクィの表情は変わらない。いや、わずかに不思議そうな顔をしているように見えなくもないか。しかし平然としていた。

　苛いら立だって、頭いっぱいに広がったでたらめな言葉の一いつ端たんをぶつける。

「余計なお世話だ……自分の問題は自分で解く！」

「それはならない」

　傲ごう然ぜんと断じたのは†ノア†であり、イクィの左右から回り込んできた二人の剣けん士しだった。

「正規化されない望みは歪みを呼ぶ」

「個人の幸福は移動するだけで行き渡わたりはしない」

　剣士たちはなんの合図もなく互たがいに《加アクセラ速レイト》の魔法をかけ合った。持続時間は短いが、視線の方向へ引力を発生させる光の球を作り出す術だ。

　その力に引っ張られながら放たれた一いつ対ついの斬ざん撃げきは、クランプが反応する前に彼の両足を切り落としていた。

　単に速かったからだけでなく、全く同時に、互いの隙を補う形で仕し掛かけられたせいで防ぼう御ぎよの余地がなかった。あれが望みを一つにするということか。五本の指で物をつかむように、考えるまでもなく合理的に連動して障害を排はい除じよする。

（ハルハはこんな連中を撫なで斬ぎりにしたのか……！）

　両足を失って為なす術もなく這はいつくばったクランプを、ユスラが肩かたの関節を極きめて拘こう束そくする。空いている方の手も体の下に挟まれて、全く動けなくなった。

「あなたはいつだって、わたしをうろたえさせるから……あなたもイクィ＝リブリゥムになって下さい」

「お前っ……それでいいのか！」

「治らない怪我けがをした時や、見つけたくないあなたを追わなきゃいけなかった時のような苦しみは、なくなりました。

　わたしは救われたんです」

「そんなのはっ──」

　ユスラを罵ののしろうとするが、言葉が続かない。それは背中を圧おされて息をしにくかったからでもあるし、イクィに取り込まれたことで桜が救われたと言うならそれを否定していいものなのか、混乱していたせいもある。

　俺も……イクィたちのようになれば、母さんを失った時のような後こう悔かいはもう二度と味わわずに済むのだろうか？

　混乱に揺らぎ迷いに侵おかされている内にも、いつの間にか、イクィがちょこんと傍かたわらに座り込んでいる。向けられる蒼い瞳ひとみ、差し出される白い手。メニューからログアウトするには数十秒の時間がかかるので仮想世界から逃にげ出すこともままならない。

　クランプは、部屋中を見回して喚わめいた。

「っ……こんなことして、お前らは何がしたいんだ!?」

「いずれ全てのプレイヤーをイクィ＝リブリゥムにして、この仮想世界に、あらゆる矛盾に苦しむことなき理想郷を築く」

　答えたのは†ノア†だったが、当然ながら誰からも否定の声はない。†ノア†の胡う散さん臭くさい表現はともかく、それが彼らの総意なのだろう。誰もが同じ目的に向かい、なおかつ平等で不満のない世界。

　この『ＣｔＧ』の世界でなら、イクィの力なら、それが可能になる。

「…………まったく」

　クランプは溜ため息いきを吐いた。新納蔓世の言うことは全く当てにならない。

「また、話の通じない相手じゃないか」

　クランプに触ふれようとしていたイクィが不意に手を引っ込め、バックステップで後ずさる。ユスラも、他ほかの三人も怪け訝げんに彼女を見た。

　そして、イクィがその退たい避ひの意味を語る前に。

　クランプは、服の中に隠かくし持っていた爆ばく弾だんを体の下で爆発させた。




　　　　◆




　こうしてクランプは無事に死んでログアウトし、春日井遊の意識は現実世界へと帰き還かんした。

　ラミエルのバイザー越ごしの濁にごった世界が眼めに満ちる。腸はらわたの真ん中でバスドラムを無む茶ちや苦茶に叩かれたような感覚が残っていて気持ち悪いが、我が慢まんしながらバイザーをむしり取った。

　そこに広がるのは慣れないネットカフェの小さな二人個室。ログインしていたのは一時間にも満たないのに酷ひどく疲つかれていて、やや効き過ぎた冷れい房ぼうが肌はだに気け怠だるい。

　傍らでは、神奈桜もラミエルを解除していた。ログイン前と変わらず無感動な顔をしてはいるが、目の奥に微かすかな非難の色がある。

　遊はラミエルを充じゆう電でん器に戻もどしながら謝った。

「悪かったな、自爆に巻き込んで」

　ハダリーズ絡がらみで何かあった時、手て遅おくれになる前に強制ログアウトするために用意していた高価で強力な爆弾だ。他の連中はともかく、至近距きよ離りにいたユスラは無事では済まなかったろう。要いらないデスペナルティを払はらわせてしまった。

　メメントとの戦いなどで使った座標バグによる瞬しゆん間かん移動が使えれば、あんな強ごう引いんな手段は採らなくて済んだのだが。あれはつい先日、運営に修正されてしまっていた。

　似たようなパターンの「データ上のアイテムボックスからフィールドへ直接アイテムを置く時、魔法のショートカットを起動すると以前にアイテムを置いた座標に置いてしまう」等のバグは修正されていなかったので、メメント戦の目もく撃げき者から調査依い頼らいでもあったか。

　緊きん急きゆう回かい避ひの切り札だったので、「スカラベのクランプ」として痛手ではある。すっぱり諦あきらめたつもりだったが、イクィのような規格外の相手を前にすると、どうしても未練がぶり返す。

（……ま、いいか。元からとんでもないズルだったしな）

　などと気持ちを切り替かえる遊へ、桜は恨うらみ言を言うでもなく、ただ訊きいてきた。

「なんで逃げたんですか？　記き憶おくも意思も失なくすわけじゃなく、誰と疑い合うこともない、救済の世界から」

　自明なことほど説明が難しい。彼らが物理的に目指すウソのない世界、それの何がいけないのか。考えながら立ち上がる。

「さぁ。たぶん……」

　思い出されるのは、幼い冬風の泣き顔だった。思い出したのは昔の泣き顔だったが、今の自分には微び笑しようが浮うかんだ。

「俺はウソが嫌きらいじゃないんだ。と、思う」

　自分でもよく意味は解わからなかったけれど、そう、答えた。




　遊はそのまま個室を出た。ハダリーズの存在と能力、そして目的が知れたからには、甚目に相談する必要がある。

　どういう理由からか、桜は特に邪じや魔まもしない。ただ静かにこちらを目で追っている。

　去り際ぎわ、その視線に向けて一言だけ残した。

「少なくとも俺は、前にゲーセンで会ったお前の方が好きだよ」

　桜は応えなかったが、ただ、少しだけ以前の彼女を思わせるムスッとした空気と微かな呟つぶやきを返してきた。

「…………また、勝てなかった」




　　　　◆




　その夜。

　甚目左ひだりは困っていた。

　春日井家のリビングに、険悪な雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　今テーブルに着いている面々は、遊、隣となりに美遙、美遙の膝ひざの上でしゅんとしている春羽、対面に新納蔓世と甚目だ。調べ上げた情報の報告タイム……なのだが。

　そんな席でぎすぎすしているのが遊と美遙だった。美遙は遊が一人で危ない目に遭あったことに怒おこっているし、遊は美遙が勝手に『ＣｔＧ』へ調査に行ったことを怒っている。

「いや二人とも……お互い心配してるのに喧けん嘩かするんじゃ本末転てん倒とうでしょ」

　長引くとめんどくさい──この二人は本当に長引くし、本当にめんどくさい──ので、甚目はぴしゃりと言った。

　しかし。

「喧嘩なんかしてません。

　正体不明の相手にうかつな接せつ触しよくかました挙げ句、人と顔を合わせるなり鬼おにの首を取ったように『おかえりなさい、事件のことならわたしが調べておきましたから』とのたまった、働き者の釘宮さんが勝手に機き嫌げんを悪くしているだけです」

「え？　下校中にゲームセンターで声をかけた中学生と個室デートした挙げ句、『ミイラ取りがミイラになる』という慣用表現の見本みたいな事態になりかけておきながら、『そういうのは俺がやるから、家の事やっててくれたらよかったんだよ！』なんて亭てい主しゆ関白気取りの暴言を平然と吐はき捨てた、とても男らしい春日井くんが勝手にヒステリーを起こしてるだけじゃないんですか？」

　………………………………

　隣となり合って座っているというのに全く視線を合わせない高校生二人が恐こわい。とにかく恐い。

（なんかもう、普ふ通つうに夫ふう婦ふ喧嘩だよねこれ……）

　甚目は額に手を当て嘆たん息そくして、説得の切り口を変えた。

「二人がそんなだったら、春羽ちゃんが困るでしょ。夫こう婦いう喧嘩ってね、子供は両方の理り屈くつが解っちゃって困るもんなのよ」

　前にも春羽が二人の喧嘩に心を痛めているのを知って反省した二人だ。効果は抜ばつ群ぐんだろうと思ったのだが。

　自分の名が出て顔を上げた春羽は、え？　とまばたきしてあっさり言った。

「なんかもう、フツーのことだよ？」

　……まぁそうか。甚目は思わず納なつ得とくしてしまった。遊と美遙は、とにかくめんどくさいのである。

「おとーさんとおかーさん、いっつもケンカして、もうゲンカイ！　っていってるけど、よるにはいっしょにねてるし」

　そして春羽は、すっかり慣れていた。しょっちゅう喧嘩するからこそ、多少いさかいがあっても結局仲の良い二人だと確信してしまっている。

「その言い方は語ご弊へいがあるけど……」

　二人はあさっての方向へ目をそらして顔を赤くしていた。

　甚目はすごくイラッとしたが、話が進まないので無視することにした。

「さて」

　場の空気がいい具合に弛し緩かんしたところで、それまで黙だまっていた新納が口を開いた。

「お二人の手に入れた情報を総合すると、今回の事件の概がい略りやくが見えてきますね」

　遊と美遙の視線が新納に集まる。春羽はまたうつむいて悩なやみ顔になってしまった。

「まず、イクィ＝リブリゥム・ジェペットの能力ですが、本人の言う通り、人の望みを読み取る力と言っていいでしょう。

　我々とは別のチームが作り上げた、受信型と呼ばれるハダリーズの傑けつ作さくです。

　視界の中にいる人間の、脳を始めとした人体の神経細さい胞ぼうの発火を感知して、それが何を意味するのか解読することで、その人間が何を思い次に何をするのかをほぼ正確に読み取ることができます」

「えっと……要するに、心を読めるってことですか……？」

　美遙が春羽にしがみつくように訊いた。

「心の定義に拠よりますね。あくまでリアルタイムでイメージしていることや、常時継けい続ぞくしている欲求、次の瞬間の動きを読み取るだけで、記憶や本人の意識しないトラウマなんかを引き出すことはできないはずです」

「それで、望みを知る、か……」

「相手の共感能力に干かん渉しようするメメントとは逆に、驚きよう異い的な共感能力を持った個体と言えるでしょう。相手の欲求を正確に把は握あくできるわけですから、動物的にも社会的にもそのサバイバビリティは圧あつ倒とう的です。

　もっとも、わたしにはあまり興味のない個体でしたが」

「どうして？　とんでもなく有益な能力に思えますけど？」

　純じゆん粋すいに疑問の声を出す遊だが、それは新納や甚目には当たり前の話だった。

「我々のチームが追求しているのは、現人類と共鳴できる知性と感情を持った新しいヒトです。春日井くんの会ったイクィ＝リブリゥムは、そういった相手でしたか？」

「……いえ。なんだか、ハダリーズとして完成することも含ふくめて、他人の望みを叶かなえようとするだけの存在と言うか……まぁ、手段はあんなですけど」

　投げ首して腕うでを組む遊に、甚目は小さく肩かたをすくめた。

「わたしも共有の報告書で読んだだけだけど、イクィは、小さな女の子の姿で生成された時から周囲の人間の望みを感じ取ってしまっていたの。

　ただでさえ自我の弱いハダリーズがそんな条件下で育ったら、自分と他人の境界が曖あい昧まいになって、アートマン……自己意識は形成されないわ。『私わたし』というのは『他の誰だれでもない』という感覚だからね。

　だから一〇歳相当まで成長した時も、現実世界へ受肉する実験は行われなかった。露ろ骨こつに無理があったからね。あれでも今は、春羽ちゃんのデータの一部を反映して安定性が増してる状態のはずなのよ」

　それを知っているからこそ、春羽の「父親」になった遊へ接近を図はかったのかも知れない。

「そんなイクィは、すれ違ちがっていく全すべての人間の意思を自分のものと混同し、その中で矛む盾じゆんしない行こう為いだけを選んで生活することになる。

　そして、全ての人間……いえ、生物に共通する唯ゆい一いつ無二の根源的欲求は、自己の複製と繁はん殖しよくよ。本来ならそれは、子供を産むことで果たされるわけだけど……」

「イクィは、自分と同じ思考を持つ者を増やすことにした、ってことですか。なんでそんな……突とつ飛ぴなことを？」

「それは本人に訊いてみないと判わからないけど、案外、『ＣｔＧ』の仮想世界では子作りできないから、なんて単純な理由かもね」

　あっさり言うと、遊と美遙は思わずといった風に目を見合わせ、心なし顔を赤くして、それから春羽を見た。春羽はころんと首を傾かしげた。

「でもハルハ、ゲームでうまれたよ？」

「春羽ちゃんはいろいろ特別だからね」

　ふーん、と、春羽は全く自覚がない様子だった。目がとろんとしているし、そろそろ眠ねむくなってきているようだ。そう言えば、今日は美遙の帰りが早かったせいもあって昼ひる寝ねをしてなかった。

　遊は小さく咳せき払ばらいをしてから、疑問を口にした。

「でも、他人の人格を変えるなんて可能なんですか？」

「元の能力から考えて恐おそらく、触ふれた相手の体の電気的活動で、欲求と性情に関する部分を強制的に自分と同調させ、固定してしまうのでしょう。電気ウナギが放電によって獲え物ものの筋肉を収縮させ、体のコントロールを乗っ取ってしまうのに少し似ているかも知れませんね。

　名付けるならば『ファーレンハイト四ヨン五ゴー一ヒト』といったところでしょうか。

　……神経パルスの働きを理解することで、それを制せい御ぎよする術まで得たか？　ふム……」

　説明の途と中ちゆうで思考に入り込んでしまった新納に代わって、甚目が引き継つぐ。

「永続するとは思えないから、定期的に『処置』して再度同調させてるんだと思う。長期間『ＣｔＧ』にログインさせないか、投薬でも治せるのかも知れないわね」

「そういえば、キンカがどうとか言ってました。そうか、治す方法はあるのか……」

　胸むねを撫なで下ろす遊を見ると、甚目は「治す方法があるかも知れない、であって、治せる保証は何もない」という補足をする気にはなれなかった。彼は、春羽のためとはいえ『ＣｔＧ』が存続することで他ほかのプレイヤーが害を被こうむることに罪悪感を持っている節がある。

「──あの」

　入れ替かわるように硬かたい声は美遙のものだった。

「まだ、『幽ゆう霊れい』の件が解わかってません。イクィって人の力が相手の性格を変えてしまうものなら、それと同時に現れる『幽霊』の人たちはなんなんですか？」

　これには、思し索さくから帰ってきた新納が答えた。

「検証が必要ですが、仮説は立てられます。

　恐らくは、バグでしょう。バグと言っても、春日井くんの母上が携たずさわったソフトウェア面のではありません。ハードウェアの仕様上の不具合という奴やつです」

「『ＣｔＧ』のハードウェアって言うと、あの、ユーザーそのものを処理装置にしてるっていう……」

「そう、ネフィリム・コンピュータです。

　知っての通りあれは恐ろしくファジーな処理に対応していて、だからこそ限りなく現実的な世界を再現できるわけですが、今回はその、融ゆう通ずうの利ききすぎる仕様がネックになった。

　イクィに同調されたプレイヤーは、瞬しゆん時じに大きく脳波パターンが切り替わるものと思われます。『ＣｔＧ』のシステムはその急激な変化に対応できず、脳波が変わる以前と以後のアバターを別の個体だと認にん識しきして、二人目が存在しているかのように振ふる舞まってしまう」

「そんな……でも、あの『幽霊』たちはみんな、ＮＰＣみたいに不自然じゃないし感情も知性も……記き憶おくまでありましたよ？」

　ミーファとして、全く人間味を失っていない「幽霊」たちと会話した美遙は納得がいかないようだった。その時の様子は春羽のラミエルを通して甚目も見ていたので、美遙が戸と惑まどうのもよく解る。だが。

　甚目はメモ帳を取り出し、デフォルメした脳のう味み噌その中を小さな人形が歩いているイラストを描かいた。

「ネフィリム・コンピュータを観念的に説明すると、何十万人分が融ゆう合ごうしてそれぞれに知ち恵えを参照し合える巨きよ大だいな脳味噌の中で、俗ぞくに魂たましいと呼ばれる存在がアバターを得て歩き回ってる感じなの。

　そのネフィリムが勘かん違ちがいをして一人を二人と認識すれば、本人の知識や記憶を思い出してそっくり同じ二人目のアバターを作り出してしまうことになる。もちろん『二人目』は、現実の肉体との門でありゲームシステムとのすり合わせを行ってくれるラミエルと繫つながってないわけだから、従来のゲームプログラミングの延長であるソフトウェアは対応できず、システム的には認識できない存在になる。拡張ＡＲモードで見えるデータが壊こわれてるのは、多分そのせいね」

「ネフィリム・コンピュータという特異な装置と、イクィ＝リブリゥム・ジェペットという特異なキャラクターが生み出したバグ……あ、いや虫バグと言うより」

　事件の推論を締しめたのは、新納蔓世の何かしら他人の神経を逆さか撫なでする乾かわいた声こわ音ねだった。

「まさに亡霊ゴーストですな」




　　　　◆




　熱いシャワーを浴び、皮の下ににじんでいた脂あぶらを解きほぐすような心ここ地ちよさに身を緩ゆるませて。

　神奈桜は、自室のベッドに横たわっていた。伸のびやかな手足をゆったりと広げ、人形のように脱だつ力りよくしている。

　狭せまい部屋だった。小さな頃ころは、この狭さが秘密基地みたいで好きだった。数日前に取り替えたばかりの蛍けい光こう灯とうが瞬またたきもせず皓しろい。置ききれない荷物は父が手作りしたロフトに押し込んでいるが今にもこぼれ落ちそうだ。

　本ほん棚だなには覆おおいがかかっている。

　イクィ＝リブリゥムによって欲動を制御された桜は、退たい屈くつを感じ遊ぶでもなく、かと言って何かを自分に勉つとめ強しいるでもなく、ただ待機している。

　頭に浮うかぶのは、苦しかった自分を好きだと言い、今の救われた自分を否定しようとする春日井遊の顔で、なぜだか春羽のとぼけた笑え顔がおだった。

　最近の母は、落ち着いて問題行動もしなくなった自分を、なぜか以前より心配そうに見てくる。

　本棚に目をやる。当然、適当に並べられた賞状やトロフィー、それらとアンバランスに並んでいるゲームの攻こう略りやく本などが見えることはない。

　そこには、覆いがかけてあるから。




　　　　◆




　数時間後。

　美遙は、脱だつ衣い所で髪かみを乾かしていた。浮かない表情を垂れた長ちよう髪はつが隠かくしている。

　適当なところでスイッチを切ったドライヤーはパールピンクの、いかにも女性向けの物で、洗面台の鏡の裏にしまってあったのを見つけた。遊の許可をもらって、美遙や春羽の髪を乾かすのに使っている。

　遊の母親の遺品だそうだ。使い込まれた様子はなく、新品同然だったので捨てなかったと言っていたが、たとえ壊れていても遊は捨てなかったのではないだろうか。なんとなく、そう思う。

　これは証しよう拠こだ。遊の母親が、この家に住んで、生活していたことの。美遙はそれに触れて、想像の中の──写真だけは見せてもらった──遊の母と同じように鏡を見ながらドライヤーを使うのが、少しうれしい。この家の人になれた気がする。

　逆に、実の母や義理の父のいる実家からは別の線に入ったような感覚がある。それは、さすがに、胸に痛いものがあるけれど。

（春日井くんは、わたしがこのドライヤーを使うのをどう思ってるんだろう？）

　今は、そっちの方が気になってしまっている。

　そんな時に、少しだけ解ってしまう気がした。最前リビングで聞かされた、イクィ＝リブリゥムというハダリーズの夢見る世界が。

（でも、みんなの考えが解っちゃうのも……怖こわいな）

　風呂ふろ上がりの湯気で微かすかに曇くもった鏡へ苦い笑いの吐と息いきを吹ふきかけ、も一つぼんやり白ませた。




　結局、『ＣｔＧ』で起こっている《水すい晶しよう世界》の問題への対応は、すぐにはできないとのことだった。

　苦しんでいる桜の姿を見ている美遙には大いに不満だったが、イクィ＝リブリゥムの管理をしているチームとの話し合いで解決できる可能性があるから一両日待ってほしい──と言われては、それ以上強くは言えなかった。

　平和に解決できるならそれが一番だ。もしメメントの時のように戦わねばならないことになれば、春羽や遊はきっと無む茶ちやをする。もちろん止めるつもりではいるが、父娘おやこそろって頑がん固こなところがある二人だ。

　ましてＯＫＧハルハは、「幽霊」たちからイクィの襲しゆう撃げきを依い頼らいされていた。

　あからさまに元げん凶きようであるイクィを倒たおせば元に戻もどれるかも知れない──それが「幽霊」たちに残された一いち縷るの望みになっていた。だが、《水晶世界》のメンバーの戦せん闘とう力は「幽霊」たちを大きく上回る。いや、その異様なまでに高精度の連係は、腕の立つプレイヤーを集めても突とつ破ぱできるか怪あやしい。

　その絶望的な状じよう況きようの中で、彼らの前にＯＫＧと、ついでにスカラベのクランプが現れたのだ。
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　遊や春羽の性格から言って、この状況で頼たよられれば引き下がりはしないだろう。依頼してきた相手が桜ならなおさらだ。

　しかしイクィ＝リブリゥムは、見方によってはメメント以上に危険な相手だ。下手をすればクランプやハルハまで《水晶世界》に取り込まれてしまうかも知れない。

　それなら、まずは新納たちを当てにする方がいくらかましだ。

　ただ憂ゆう鬱うつなのは、「幽霊」の方のユスラたちに事態の詳しよう細さいを打ち明けられないことだった。何せ、もし元のユスラたちが正常な状態に戻れば、あの「幽霊」たちがどうなってしまうのか、あまりにもおおらかすぎるネフィリム・コンピュータ次し第だいで、予想もできないのだ。

　ただ消しよう滅めつするのか？　奇き妙みような存在として残留するのか？　本体と記憶が統合されるのか？

　やってみるまで判らないなんて、そんないい加減なことを告げに行く勇気が出ない。遊は「……もし確かなことが判ったら、俺が説明に行く」と言っていた。その時は美遙だって付いていくつもりだ。

　甚目は、記憶が統合されるよう誘ゆう導どうする解かい釈しやくプログラムを組んでみると言っていた。同時に期待しすぎないようにとも言っていたが、まぁ期待するしかない。

　そんな宙ぶらりんな気分で二階の寝しん室しつに向かう。遊の、寝室だ。

　もう常夜灯だけになっている暗い部屋に満ちる、まだ慣れない他人の匂におい。

　だいぶ現実世界の生活に適応してきて、昼間の留守番もできる春羽だったが、まだ夜に寝ねる時だけは三人で寝ることにこだわっていた。暗い中で意識を失って、起きた時に二人がいないかも知れないと思うと、どうしようもなく怖いらしい。

　一度、春羽が夜中に目を覚ました時に遊がトイレに行っていて、呆ぼう然ぜんとして涙なみだぐまれたことがある。大声で泣かれるより効いた。

　美遙は髪を乾かすのに時間がかかるので、遊に春羽を寝かしつけるように頼たのんで先に上がってもらっていた。もう寝ているかも知れないので静かにベッドに近付く。と。

　珍めずらしいことになっていた。

「ぁ、おかーさん……」

　遊は静かに寝ね息いきを立てていて、可愛かわいらしいパジャマを着て羊のぬいぐるみを抱かかえた春羽だけが目を覚ましている。いつもならベッドに埋うまるなりすぐにぐっすりの、寝付き優良児なのに。

「眠れないの？」

「ん……おはなししていい？」

　美遙はベッドに上がりながら遊の寝顔に目をやった。春羽ほどではないが眠ねむりは早く、大たい抵ていは美遙より早く寝息を立て始める。寝ている時の表情はいつもより幼い印象になるが、今日は疲つかれているのか心なし頰ほおが硬かたかった。

　声を潜ひそめて、春羽へ告げる。

「いいけど、春日井くん寝てるから、小さな声でね」

「うん」

　美遙が自分のタオルケットをかけて横になると、春羽はごろんと小さな体を転がして抱だきついてきた。寝ね間ま着きの胸に、頭が埋まる。

「どうしたの？」

　春羽は、声を漏もらさないようにするためか口元に手を添そえた。内ない緒しよ話ばなしのポーズだ。

「んとね……」

　こしょこしょと、小さな口から出てくる小さな声は、くすぐるように美遙の胸に籠こもってくる。思わず笑って、自分のと微び妙みように違ちがう気がする春羽の髪の匂いを吸い込んだ。

「ハルハ……サクラちゃんにきらわれちゃったかな？」

　一いつ瞬しゆん意味が解らなかったが、仮想世界で無神経なことを言ってユスラを怒おこらせてしまったことを気にしているのだろう。そういえば、さっきからずっと元気がなかった。

「ハルハだってねるときこわいのに、サクラちゃんがむこうがわでしぬのがヘイキだなんて、いっちゃいけなかったんだね」

「うん……そうだね」

「ハルハ、ホントはむこうのヒトだから、わからなかったよ」

　その時の春羽の、花のしおれたような顔を見て。

　ちょっと。

　ちょっとだけだけれど、美遙は考えてしまった。あの「幽ゆう霊れい」のユスラが消えてしまったら、ハルハに怒ったことも忘れてくれるんじゃないか……などと、最低なことを。

（これじゃ、まるきりバカ親だ……）

　打ち消して、首を横へ振った。

「……そんなことないよ。わたしだって、人を傷付けることあるもん」

「おかーさんも？　おかーさんはやさしいよ！」

「春羽、声。大きいよ」

　春羽ははッとして、自分の口をぬいぐるみで押さえて遊の方を見た。起きる気配はない。

　起きてないか確かめようと、遊の鼻をつまもうとする春羽を無言で止める。大だい丈じよう夫ぶだから、と目で告げると、春羽は改めて美遙に訴うつたえてくる。

「おかーさんはやさしいしオトナだから、だれかをこまらせたりしないよ」

「わたしだって子供だよ。だって、わたしにもお母さんがいるんだから」

「え……？　あ、そっか。おかーさんはおかーさんのおかあさんのコドモだもんね」

「うん。だからわたしだって……学校で全然うまくやれてないし」

　春羽はショックを受けたようだった。遊や美遙は現実世界に生まれた人間だし、大人だから外に出ても困ることはないと単純に信じていたのだろう。

「クラスの……ええと、いっしょに勉強してる友達にね、ウソをついちゃってるんだ」

　遊との関係を秘密にしてるし、なぜか恋れん愛あいに意識が高い女子だと思い込まれたまま誤解を解けないでいる。春羽の事なんて、遊との同居よりもなおバレるわけにいかない。

　そんなウソだらけの自分に新しい友達ができるのか？　できたとして、ウソの土台の上に作った友達は友達と呼べるのか。

　母とは別の女性のために美遙の前から去った、家族や結けつ婚こんにウソをついた父の顔が思い出された。そういう人の娘だから、なおさら誠実に生きようとしている美遙が、結局、秘密の家族の一員になっている。

　たぶん、自分がそんなウソつきだから、他人も信用できないウソつきなんじゃないかと思ってしまう。父のようにいなくなったり、母のように美遙より大切な人を見つけてしまったりするかも知れないと思ってしまう。大好きな相手に裏切られるのが怖い。

《水晶世界》の掲かかげるウソのない世界なら、こんな悩なやみはなくなるのだろうか。

「ウソ……？　ウソって、ホントとちがうこというんだよね？」

「うん。なんだかね、そうなっちゃう」

　一人では寂さびしい。

　でも、お互たがいに心へ踏ふみ込むほど仲良くなるのは怖い。

　遊のことをみんなに認めてほしい。

　でも、遊には近付かないでほしい。

　いい人だけどシャキッとしない遊には、冬風のような相手がお似合いだと思う。

　でも……

　どれもホントだからどれもウソになる。美遙の心の中にもユスラのように幽霊がいて、不ふ甲斐がいない本体を歯は痒がゆく思っているのかも知れない。

「……わたし、人と仲良くなるのがヘタクソだから、困るとウソをついてごまかしちゃうの。神奈さんとすぐに仲良くなれた春羽の方がよっぽど偉えらいよ」

　春羽は、ぎゅっと美遙に抱きついた。

「あのね、おかーさん。サクラちゃんがいってたよ。

　にがてなものがないやつなんて、キモチワルイって。そうじゃないほうが、ニンゲンらしいって。おかーさんはトモダチがにがてでも、ハルハ、おかーさんがだいすきだよ」

「……ありがと。わたしもね、神奈さんに悪いことを言っちゃっても、なんで悪かったか考えて反省できる春羽が自じ慢まんだよ」

　美遙も春羽を抱だき締しめ返した。自分の腕うでですっぽり包んでしまえる、美遙の小さな女の子。ちょっと昔は、美遙も母や父の中に入ってしまえるくらいの子供だった。

　そうだ。わたしも春羽も子供なら、二人で大きくなればいい。遊は……置いてっちゃってもいいかも知れない。きっとあわてて追ってくる。

　そんなイタズラを思い付くと、自然に心がほころんだ。

「また会いに行って、神奈さんに謝ろう」

「うん」

「じゃあ、そろそろ寝よっか。明日あした起きられなくなっちゃうし」

「はーい……」

　素す直なおにうなずく春羽の頭を撫なでながら、美遙も目を閉じる。

（わたしも頑がん張ばらなくっちゃ……）

　夏の夜の闇やみがじわりと肌はだに張り付いて汗あせがにじむ。寝間着のボタンを、緩ゆるめた。




　──目が覚めたわけではないが、春日井遊は美遙と春羽の会話を聞いていた。夢ゆめ現うつつの境界で、聞いていた。

　そこでは雨が降っていた。雨音のノイズにまぎれて、美遙と春羽のこそばゆいような話し声が聞こえてくる。

　きらわれ……こわい……しぬ……おかーさんはやさしいよ！

　春羽の舌足らずな声。語ご彙いは少なくないし滑かつ舌ぜつも悪くないが、まだ生まれて数ヶ月だ。言葉は知っていても、意味を実感していないようなところがある。

　そう言えば、冬風が小さな頃ころも、いろんな言葉を知っているが喋しやべり方はぎこちない子供だった。

『いい、ゆーくん。かんたんなスイリだよ。わたしがとっといたおやつのチョコまんじゅうがなくなっていて、ゆーくんのてがベタベタしてるんだから』

　あの頃から遊のウソは冬風に通用しなかった。だから、割りと平気でウソをついてきた。冬風のお母さんは娘むすめからは想像できないほどのお人ひと好よしで、何を言っても真に受けてしまうのでうかつにふざけることもできない。『おやつがひとりでに失なくなった？　あら大変、猫ねこちゃんか泥どろ棒ぼうが来たのかしら？』。ちなみに猫にチョコレートを食べさせてはいけない。

　その冬風の母の発案でついたウソで、遊はたった一度だけ冬風を泣かせてしまったことがある。物心ついてからは最初で最後の、冬風の泣き顔だった。あの時に遊は、もう冬風を泣かせたくないと強く思った。それくらい胸が苦しくて、遊も泣いた。

　泣き顔。雨。それで急に場面が変わった。少し前。まだ一年も経たってない。

　そぼ降る雨が幕になって閉じ込められたような寺の廊ろう下かで、喪も服ふく代わりに中学の制服を着た一五歳の冬風は、遊にこう尋たずねてきた。

『なんで泣かないの？』

　そこで気付いた。

　神奈桜のことだ。今日の昼、ユスラから桜の話を聞かされた時、何か聞き取れていない、尽つくせていない感を覚えていた。その正体が夢の中で唐とう突とつに形を得た。

　桜と話せば見つけられたのかも知れない。あの時に答えられなかった、冬風からの問いへの答えを。

　遊はたぶん、訊きかなきゃいけなかったのだ。

　──お前、ちゃんと泣いたのか？




『じゃあ、そろそろ寝ねよっか』

　気がかりが晴れたせいか美遙のささやき声が耳に届いて、意識が闇に落ちていった。

　そう言えば、美遙を泣かせてしまったこと、まだ謝ってない。




　　　　◇




　暗くら闇やみに。

　ゴゥンッ…………と。

　腹の底へエレベータが落ちてきたような音がした。

　続けてパッと灯ひが点ともる。スポットライトのように、上方から伸のびて闇の中の一点を照らし出す。

「第七課主任、新納蔓世です」

　その光こう芒ぼうの下もとにたたずむのは、この暗中にあってもサングラスを外さない黒服の男。ヒト平へい衡こう研究所においてハルハの生成を指揮し、管理を担になう研究者。

　距きよ離り感かんの全く感じられない茫ぼう漠ばくたる闇の中に、新納の錆さびたような声が吸い込まれ。

　名乗りに応こたえるように、第二の光芒が闇を裂さく。

「人じん統とう委いではなく、君からのお呼びとは珍めずらしいな」

　その光の中に浮うかび上がった姿は、白衣の老人のものだった。明らかに日本人ではない。褐かつ色しよくの肌に赤黒い縮れ毛、ナイフで刻んだような深い皺しわに眼がん窩かを隠かくした、瘦やせこけてはいるがそれだけ鋭えい利りな老ろう翁おうだ。

「わたしの人類には興味がないのではなかったのかな？」

　泥どろ団子を転がすような、粘ねばり強い声だった。辛しん抱ぼう強くも、聞く者の喉のどを詰つまらせる重苦しさがある。

「いいえマハラル。イクィ＝リブリゥムの能力は、ネフィリムの制せい御ぎよ系改善に大いに貢こう献けんするものと期待させてもらってますよ」

「わたしが創つくっておるのは次の人類だ。君は現人類の感情の継けい承しようにこだわって、ジェペット型の仕様は気に入らんようだがな」

「人の肉体と知性、感情の全すべてを継つがねば、人は証あかしも残せません」

「地球ホシを継ぐものが人類ヒトを継ぐものである必要はあるまい」

　平行線は、新納が肩かたをすくめマハラルが目をすがめることで打ち切られた。彼らは暇ひまではない。そして互いに互いを一種の天才と見なし、同時に自分がほんのわずかに優まさった人間だと考えていた。

　それくらいの傲ごう慢まんさがなければ、新しいヒトを創ろうなどとは思えない。

　マハラルは、白衣のポケットに突つっ込んだ指を蜘蛛くものように蠢うごめかした。

「用件を聞こうか。君はハルハやＳ型の管理に忙いそがしいのではないかな」

「お解わかりでしょう？　ここ最近のイクィは行き過ぎています。彼女が大きくしている《水すい晶しよう世界》、そろそろ噂うわさが広まり始めていますよ」

「ふン。メメントの時とは違ちがう。イクィ＝リブリゥムはやって来る者に安息を与あたえているだけで、被ひ害がい者しやはゼロだ」

「それは見解の問題ですな」

「問い合わせはあっても苦情は来ていないと聞いているが？」

「イクィ＝リブリゥムのせいで『ＣｔＧ』に現れた『幽ゆう霊れい』たちは嘆なげいています」

「わたしも調査したが、あれはシステムを再起動すれば消えるだろう。泡うた沫かたのキャッシュに過ぎんよ」

　その推論はすでに新納のチームからも出ていた。ネフィリム・コンピュータの再起動には数ヶ月前からの準備と大量の人員、そして大きなリスクを伴ともなう。できれば避さけて通りたい道だった。

「再起動と言われても、『幽霊』が発生する度たびにはやれませんよ。そして『幽霊』が増えれば、エミュレートにリソースを喰くわれたネフィリムがどんな誤作動を起こすか知れません。

　また、イクィ＝リブリゥムに同調された人間が増えれば、外部へ真相が露ろ見けんする可能性が高まります。そうなると、計画に支障を来きたすやも知れません」

「それを押さえるのが人統委の仕事だろう。この仕事にはそれだけの意味がある」

　老人は白衣から両手を引き出し、両りよう翼よくのように広げて見せた。

「いいかね、新納くん。これはチャンスなのだ。行き詰づまりながら自じ滅めつもできないほど猖しよう獗けつしてしまった人類を作り直す、あるいは最後のチャンスなのだ。

　イクィ＝リブリゥムが新しん世せい種しゆになれば、地球上の全ての人間が、同じ目的のために連係して動くようになる。

　機械のように画一的に、個性がなくなるわけではないぞ？　蟻ありが全く同じ遺伝子から生まれて、環かん境きようから働き蟻と女王蟻に分化するように、それぞれの生まれついた状じよう況きように従って多種多様な人間が生まれるだろう。ただ、自らを群体の一部と自覚するだけだ。

　ベン＝イェフダーは古語を新造することで国をまとめたが、イクィ＝リブリゥムは人間が言語を得て分ぶん裂れつする以前の姿へ、より高度な形で還かえるのだ」

「しかしそれでは、人間の生理と感性は保てないでしょう。

　遺伝子の存続を諦あきらめ、文化ミームの継承までも放ほう棄きしたなら、それはもう人間とは言えません。イクィの細さい胞ぼうたちよりは、『幽霊』の方がまだ残すべき存在です」

　新納の声こわ音ねには、遊たちに聞かせるのと同じへらへらと締まらない響ひびきがあった。だが、サングラスを通して老人を射る視線には、凍こおったように揺ゆらぎがない。

　マハラルは咳せき込むように笑った。

「ハッ！　まぁ、そうだろうな頑がん固こ者め。だが、だったらどうするね？」

「協定に基もとづいて、問題行動を繰くり返し改善の望めないイクィ＝リブリゥムの淘とう汰たを行います。

　ハダリーズ同士の戦争によって」

「よかろう──」

　宣戦布告に対する老人の回答は、無む駄だの切り捨てを旨むねとする研究者らしく、至って短いものだった。

「来い」

　かくして交こう渉しようは成った。最悪の合意の下もとに。




「ま」

　──老人の姿が消えた暗闇の中、新納蔓世はぽつりと呟つぶやいた。

「彼がああまで意志の統一にこだわるのも解るんだがね」

「へぇ？」

「マハラルの祖国は長い内乱で疲ひ弊へいしきり、頻ひん繁ぱんすぎる政府と反政府の逆転で、国中に自分が何に属してるのかも定さだかでない間かん諜ちようとゲリラが溢あふれかえった。いつどこから物理的ないし社会的に刺さされるか知れない。

　誰だれもが疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいった結果、起こったのは先手必勝とばかりの密告と私し刑けいの嵐あらしだった。国外の研究機関に出入りしていたマハラルも売ばい国こく奴どとして告発され、その時期に家族を失ったらしい」

「そりゃあ、むごい。悲劇ですねぇ。童話みたいに残ざん酷こくだ」

「マハラルもそう思ったんだろう。これは童話的な根源レベルで人類を正さねばならないと。だから世界を、憎にくしみの起こりようがないイクィ＝リブリゥムで満たそうとしている」

「素す晴ばらしい！　そう聞くと、阻そ止ししようとしているあなたたちが悪に見えてきますよ」

「だがやるさ。ハルハも彼らも力を貸してくれるだろう。春日井くんは『ＣｔＧ』での事件に負い目があるし、都合のいいことに彼に縁えんの深い少女も関かかわっている」

「ああ……また、おにーさんのプレイが見られるんですね……」

「そうだね。彼はハルハとイクィ＝リブリゥムを戦わせようとはしないだろう。だが、春日井くんがハダリーズと渡わたり合えたのは、予測不能のバグを利用したからだ。思考を読めるイクィに対しては相あい性しよう最悪だろう。

　それでも勝てると思うかね？　君は」

「当然、当たり前ですよ。

　おにーさんはイクィにも新人類失格の辱はずかしめを与えながら、まんまと殺してしまうでしょう」

　真っ暗闇の『ＣｔＧ』隔かく離り空間の中に、銀ぎん髪ぱつが糸のように垂れ落ちる。先ほどから新納と会話していた少女は、闇の中から浮き出すように白い顔を上げた。

「白馬の蹄ひづめで背骨をひしぎ砕くだいてくれた、メメの愛いとしい王子様ですからね」

　なぜか遊たちの学校の女子制服に身を包んだメメント・コッペリアは、無む邪じや気きな恋れん慕ぼに頰ほおを染め、恍こう惚こつにとろけた声音を震ふるわせた。

「……ぁぁぁ、今度は一体、どんな奇き天て烈れつな手でハルハの敵をぶち殺すんでしょう？」
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「ふぁ……ふ…………」

「寝ね不ぶ足そくか？」

　期末試験の二日目を終え、生徒たちの暗あん澹たんたる悲鳴の交かわされる放課後。

　営業時間短縮中の学生食堂の一角で盛大なあくびを嚙かみ殺していた冬ふゆ風ふを見つけた遊ゆうは、背後から声をかけた。

　半面だけ振ふり向いた冬風は、返事もせずに手元の端たん末まつに目を戻もどした。

「なんか珍しいな」

　というのは、冬風の眼鏡めがねだ。中学の時は、三年になってから授業の時だけかけていた。今は試験勉強中のようだ。

　珍しいと言えば、冬風が試験勉強で夜よ更ふかしというのも珍しい。いつも、授業をしっかり聞いていればあわてる必要はない的な余よ裕ゆうの態度でいるのに。

　いぶかしさに黙だまってしまったのに焦じれたか、冬風はこちらを見ずに言ってきた。

「……なんか用？」

「ああ……なんて言うか、ちょっと話したくなって」

　ものすごく恥はずかしいことを言っている気はしたが我が慢まんして、対面に座る。

　なんとなくだが、予感がしていた。イクィ＝リブリゥム。あれへの対策を新納にいろが交渉中ということだが、上手うまくいく気がしない。

　直じかに対たい峙じした遊は、あの存在にメメントに似た空気を感じていた。あれほど攻こう撃げき的ではないが、自分の目的を実行するために一いつ切さいのためらいがない知性の形がそっくりだ。人をあんな風に変えてしまうものが、春はる羽はと相あい容いれる存在とは思えない。

　状況が変わる前に、覚は悟らを決めておきたかった。

「なぁ冬風……ウソってなんだと思う？　なくなればいいものなのかな？」

「……相変わらず藪やぶから棒なことを。勉強しなくていいの？」

「まぁな」

　余裕を装よそおったが、実際には苦手科目の追試も覚悟していた。

　冬風はちらと眼鏡越ごしの視線をこちらに向けて、ぽつりと言った。

「それよ」

「？　──んぁっ!?」

　妙みような声を出してしまったのは、出し抜ぬけに伸のびてきた冬風の指に鼻をつままれ、引っ張られたからだ。

「ほら、鼻が伸びてる」

「なにすんだよっ？」

　背もたれいっぱいに反って、なんとか幼おさな馴な染じみの指から脱だつ出しゆつする。戸と惑まどう遊とは反対に、冬風の視線はひやりと冷めている。

「ピノキオ知らない？　ウソをつくと鼻が伸びる呪のろいをかけられた人形。

　──ウソでしょ。勉強しなくていいっていうの」

「ぅ…………」

　当然のように、見み抜ぬかれている。

「遊は……昔から、嫌いやなことがあるとお話をねだりに来るわよね」

　遊は答えなかった。つまり否定しなかった。

　遊は一〇歳になる頃ころまで、学校で友達と喧けん嘩かしただとか、ゲームでどうしても勝てないだとか、母親のことだとか、頭の落ち着かなくなることがあるといつも冬風の所へ行っていた。そうして、その時々で冬風の読んでいた本の話を聞かせてもらった。

　聞いているとなんだか落ち着いてきて、

「決まって寝ねるんだから頭にくる」

「悪かったよ……もう寝ないから」

　頭の疲つかれてる時に冬風の小難しい話を聞かされると、浮うき世のしがらみを忘れてよく眠ねむれるのだ。それに、本から得て頭の中に溜ため込んでいた言葉を吐はき出す時の冬風は、他ほかの人は気付かない程度の表情だけれど、確かに活いき活きと楽しそうだった。だったらいいか、と、よく解わからない感じで悩なやみが逃にげた。

「ま……別にいいけど。遊が勝手なのはいつものことだし」

　冬風は端末をスリープにすると、大たい儀ぎそうに眼鏡を外して遊へ向き直った。

「……逆に訊きくけど、遊はウソをなんだと思ってるの？」

「？　それは……本当でないこと、かな」

「本当って何？」

「じ、事実であること……？」

「事実って？」

「……現実？　いや、それじゃ同じだから──実際にそこにあることとか、体験したこと、とかか？」

「それだけだと弱いわね。勘かん違ちがいや幻げん覚かくなら事実ではないし本当でもない。でも、本人にとってはウソではない。

　──事実って？」

「…………誰もが……例外なく、共通して認められる事こと柄がら……で、どうでしょうか？」

「じゃあ、それ以外の全すべての内で、誰も否定することができない不可知な事柄以外のものが、ウソってことになるわけね？」

「ええと、本当でもなく、不明なことでもないんだから……うん、ウソだな」

　うなずく遊に、冬風はあっさりうなずき返した。

「それが答えでしょ。それ以外の何物でもない」

　遊は──なぜかあわてた。

「いや、でも、騙だますとか騙かたるとか裏切るとかごまかすとか、厳しい現実から逃とう避ひするためのウソとか……いろいろあるだろ？　そういうのってさ、なくなった方がいいと思わないか？」

　これは不自然な問題の転てん換かんだったはずだが、冬風は即そく答とうしてきた。

「それは動機を果たす道具として、ウソを使うってだけでしょ。サスペンスドラマの突とつ発ぱつ的殺人事件の凶きよう器きとして、ガラスの灰皿を使うのと同じ。

　何が悪いか、ではなくて、いつ悪くなるかの問題なの」

　遊は混乱してきた。冬風の言うことは解る。だが、自分は《水すい晶しよう世界》の言う「ウソのない世界」にちょっとだけ惑まどわされた。それはなんでだったか。思い出しながら、訊く。

「でも……ウソには『間違い』って意味もあるだろ？　誤解やすれ違いがなくなれば、世の中ちょっとは──」

「遊」

　短く名を呼ばれ。遊はもつれかけていた舌の回転をゆっくりと止めていった。冬風にウソの存在を弁護するようなことを言われて、自分でも意外なほど心が乱れていた。それに気付く。

　遊が落ち着くのを辛しん抱ぼう強く待ってから、冬風は静かに言葉を続けた。

「遊とお母ばさんはすれ違ったかも知れない。解り合えなかったかも知れない。それはたぶん、遊もお母さんも自分の気持ちにウソをついて、素す直なおにいっしょにいたいって言えなかったからだと思う。

　でも、お別れが悲しかったのはお母さんが死んでしまったからであって、遊たちが間違ってたからじゃない」

　冬風はきっと、遊がなんで冬風に会いに来たのか、もう解っている。『ＣｔＧ』の事件のことだなんて具体的なことは知らなくても、遊が本当に聞きたい言葉をくれる。

　それに甘えて、逆らった。

「間違ってなかったら、俺も、母さんも、あんな寂さびしく暮らすことなかったじゃないか」

「それでもきっと、お母さんが生きてたら、すれ違ってたことも後で笑えたし、その分を取り戻そうと仲良くなることもできた。絶対よ」

「……どうして言い切れるんだよ？」

「だって、遊たちはお互たがいを好きだったんだから。傍はたで見てたわたしが保証する。

　それだけが大切なことで、だから今でも遊はお母さんが好きなんでしょ。本当に間違ってたんなら、解ってなかったんなら、思い出そうともしないし悩みもしない」

「…………冬風」

　ほころぶような、声が出た。情けない声と言ってもいいかも知れない。それでも遊は、表情を取り繕つくろうこともせずに冬風を見た。

「要するに……何が言いたいかって言うと……」

　自分で言ったことが恥ずかしくなったのだろう。冬風はふいと目をそらして吐き捨てた。

「ウソをつくことを禁じるとか、一〇〇パーセント解り合わないといけないとか──

　そんな風に縛しばり合わなきゃ成立しないような関係は、くそくらえ、ってことよ」




　春かす日が井い遊は、周りの目も忘れて大笑いした。

　まったくもって、その通りだ。




　そうして、周りの目を忘れていた遊は全く気付かなかった。

　下校前、食堂の自じ販はん機きでしか売っていない抹まつ茶ちやオレを買いにきた女子のグループの一人が、その様子を見ていたことに。

　釘くぎ宮みや美み遙はるである。

　他の三人は遊には気が付かず、缶かんをシャカシャカやりながら行き過ぎたところで美遙が立ち止まっているのに気付いた。

　缶のタブを起こしながら、塚つか見みが尋たずねる。

「どしたの師し匠しよう？」

　それは、自分の知らない無防備な顔で小こ槌づち冬風と話す遊を見て、頭が真っ白になってる最中だった。美遙はただ、機械的に声へ反応して塚見を見る。

　塚見は、ぎょっとした。

「っ？　な、なんで泣きそうなの？」

「あ、いえ……大だい丈じよう夫ぶです」

　美遙はハッと我に返ると、早足で歩き出した。そんな顔をしていただろうか？　そんなに不安になっていただろうか？　手に持っていた抹茶オレの缶が不意に耐たえがたいほど冷たい物に感じられて、鞄かばんに落とし込む。

　塚見、それに野の木ぎと六ろつ角かくも、顔を見合わせてから美遙を追った。

　下げ駄た箱ばこのある昇しよう降こう口まで来て、ようやく美遙は立ち止まった。

「何？　具合悪くなった？」

　気き遣づかわしげに訊いてくる塚見。本気で心配してくれている。美遙は胸の中に、いたたまれなさが噴ふき上げた。

「塚見さん……野木さんも六角さんも。ちょっと聞いてくれますか？」

「え？　あ、うん……」

　ただならぬ気配を感じ取ったか、級友たちは横並びになって美遙の言葉を待った。

　美遙は深く息を吸って、吐いて、それから力なく言った。

「じ、実はわたし……恋れん愛あいマスターじゃないんです」

「なっ……!?」

　この告白は塚見にとってはショックだった。

「ど、どういうことなの師匠……？」

「どういうと言うか……わたし、彼氏とか、いたことないと言うか……」

「ゑえっ!?　じゃ、じゃあ、話し始めると三個目くらいで昼休みが終わる『わたしの彼氏のダメなところ百選』とか、いかにも口を滑すべらせたっぽく『お風呂ふろ掃そう除じの時アレどうしようか困る』とか言ってたのとかもウソだったの!?」

「むしろわたし、男の人とかすごく苦手で……」

「あー、そういや、男子とほとんどしゃべってないよねー」

「スットコくんとは話してるの見るけど、まぁ隣となりの席じゃ仕方ないか」

　野木と六角は割りと平気そうだった。

「なんで言ってくれなかったの……？」

　塚見だけがしゅんとしおれて、上うわ目め遣づかいに美遙をうかがっている。

「だ、騙すようなことになってごめんなさい……」

　恐きよう縮しゆくする美遙だったが、野木はあっさりと手刀を横へ振ふった。

「謝ることないって。元はと言えばわたしたちが勝手に勘違いしたんだし。

　塚見以外は、なんとはなしに気付いてたしね」

「そ、そうなんですか……？」

「男子とすれ違う度たびにばばッと避よけちゃう釘宮さんが、同どう棲せいレベルのことできそうにないかなって。それに、設定がちょっとおかしかったもの。時々子供の話が出てきたし。

　て言うか、子供の名前に、性格が悪すぎて別れた陰いん険けんな元カノの名前をもじって付けるようなダメ男なんて、さすがに実在するわけないでしょ」

　六角も緩ゆるく笑って眼鏡の位置を据すえ直した。

「なんだよー……二人とも言えよー」

　野木と六角は元より、塚見も怒おこってはいない。美遙は安あん堵どと脱だつ力りよくに息を抜ぬいたが、同時に怖こわくもなってきた。

　野木たちは、美遙の滑こつ稽けいな体験談──ほとんどが遊との生活にまつわる実話だったが──を心の中で嘲あざ笑わらいながら聞いていたのだろうか。それはまぁ、当然のことなのだけれど、バカにされていたのだろうか。

　昼休みや帰り道であんなに楽しそうに美遙の話を聞いてくれていたのは、ウソだったのだろうか。

　そう思うと不安になった。それで気付いた。塚見やみんなと話す時間は、疲つかれることもあったけれど、なんだかんだ言って楽しくて、失いたくないから誤解を解く努力をしなかったのだと。

　以前の美遙なら、不安になってもそのままにしていただろう。でも、今の美遙は春羽が見ている美遙だから、立ち止まりはしなかった。

「あの……気付いてたんなら、どうしてわたしに話をさせてたんですか？」

　野木と六角は、え……と相談するように目を見み交かわして、それから二人して笑った。

「だって、面おも白しろかったし」

「うん。釘宮さんの話に出てくる変なカップル、なんだかんだ言って好きだよわたし。

　末永く仲良くしてほしいよね」

　ふわっ……と、浮うき上がる感覚。美遙は思わず爪つま先さき立だちになった。舞まい上がるって、こういうことか、と思った。

「ま、まぁ、あたしの栗くり野のくんは師匠の彼氏（か仮つこ）かりみたいに割りとクズ的なあれじゃないけどね」

「だからあんたのじゃねーし」

　……………………

　そこから話は脱だつ線せんして、塚見が部活一筋の栗野を口説き落とすにはどうするかという話題に移ってしまった。試験の話が出ないのは成績優ゆう秀しゆうで余よ裕ゆうのある野木、六角と現実逃避したい塚見だからだろう。

　今度は美遙が追いかけて、個人的な意見を差し入れた。

「おお、その手があったか！　さすが師匠あざとい！」

「師匠でもあざとくもありません……」

　まだ弱々しくも塚見にツッコんでいると、さっき見た光景のために痛んでいた胸が、だいぶ楽になっていた。
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「……このあたしは、『ＣｔＧ』のコンピュータが作った偽にせ物ものってことか？」

　その日の夜。

　ハルハとクランプ、ミーファ、そしてもう一名は、「幽ゆう霊れい」たちの潜せん伏ぷくしている場所を訪おとずれていた。彼らは定期的に隠かくれ家を変えているようだが、昨日からはまだ移動していなかった。

　クランプたちは、ユスラを他ほかの「幽霊」たちと少し離はなれたあたりに連れ出して、今回の事態の説明を試みていた。

　ちなみに他の「幽霊」たちは、クランプたちのとにかく目立つ連れに群がっていた。

　動いてしゃべる、巨きよ大だいなキノコのぬいぐるみだ。

「あ、あんたがかの有名な荒こう野やの人ひと攫さらい、パヤ・ザ・キッドか！」

「砂さ漠ばくでバジリスクに睨にらまれて石化したと聞いてたが……」

「ええ、確かに睨まれて砕くだけ散りましたヨ──」

　パヤキノは一いつ拍ぱく間を置いて、皆みなの視線が自分に集まってから続けた。

「バジリスクがネ！」

　どッ！

　小こ粋いきなマッシュルーム・ジョークで、娯ご楽らくの少ない──ゲームの中だというのに！──「幽霊」たちに爆ばく笑しようを提供している。

　その笑い声を遠くに聞きながら、ユスラは言い換かえた。

「つまり、元には戻もどれない……って言うか、そもそも『元』なんかなかったって……そういう」

「そういうことだ。……俺は現実の神かん奈なに会ったけど、人格は向こうのユスラだった」

　クランプは正直に認めて、現実そとでのことも話した。勝手に会いに行ったのを怒られるかと思ったが、彼女はむしろ安心したようだった。はっきりとは言わなかったが、家族が心配してないなら良かった、と思っているように見えた。

　それからクランプは、肝かん心じんなことを付け加えた。

「でも、希望はある。イクィを生み出した人によれば、イクィの力で神奈の人格を元に戻すことは可能だそうだ」

「あいつが、そんなことしてくれるわけないだろ……」

「だから、奴やつを倒たおす」

　そう言った遊クランプの声は、今まで桜ユスラの聞いたことのないものだった。鋭するどいような、重いような。

「説明は後でするが、イクィは同等以下の戦力に敗れれば戦意を……いや、アイデンティティを喪そう失しつするはずだ。そうなれば、お前たちを被ひ害がい者しやだと認めて元に戻してくれる」

　それが、学校から帰った遊たちに新納蔓まん世せいが提示した、今回の事件の解決法だった。結局交こう渉しようは不調に終わったが──全く使えないおっさんだ、と遊は思った──、イクィが豹ひよう変へんさせたプレイヤーを元に戻させる約束だけは取り付けたということだった。

　もちろん、その約束が発効するのはハルハがイクィに勝利した場合だ。

「その時、あたしたち……このあたしたちはどうなるんだ？」

「『ＣｔＧ』が本体と同一人物と認にん識しきして、消える……はずだ。ただ、記き憶おくは統合させることができる。

　感覚的には、体を取り戻すことになるか」

　記憶の移動・統合については、ハルハの人格を人造人体に移した時の技術が流用できるらしい。その仕組みを整えるために徹てつ夜やして目の下に隈くまを作った甚はじ目めによれば、ハダリーズに使う時と違ちがって信しん頼らい度どは高いということだった。

　それについて、ユスラは案外あっさりと信用してくれた。ゲームの中に閉じ込められる日々は、飢うえなかろうと不死だろうと相当に耐えがたいものだったらしい。

　ただ……と、ユスラはうつむいた。

「あたしに、帰る場所なんてあるのかな？」

　どういうこと？　とミーファが訊きいた。

「あっちのユスラさ……遠くから観察したことあるけど、大人しくて穏おだやかで、あたしたち以外には手て荒あらなこともしない。

　現実には、あたしみたいに仏ぶつ頂ちよう面づらな半はん端ぱ者より、ああいう誰だれとでも上手うまくやっていけるような奴がいた方がいいんじゃないかって……」

「そんなこと……」

　反射的に言おうとしたミーファが言葉を切った。現実の自分に自信がなく、『ＣｔＧ』で正反対のような性格を演じている彼女には、桜ユスラの気持ちが解わかってしまう。

「うちは特に、親父おやじが警察勤めだし、厄やつ介かい者の娘むすめは帰らないのが正解かも」

　ユスラは笑ったが、カラッと笑えるほどには器用ではなかった。

　遊は思い出した。もう一人のユスラの語った桜さくらの過去。彼女は自分の打ち込んできたものを失い、失った自分をもっともっと惨みじめに塗ぬり潰つぶしたいというネガティヴな欲求に囚とらわれている。

　事情を知っているクランプが何か言うべきだったが、先に動いたのはハルハだった。

「とぅっ！」

　いきなりユスラに抱だきついて、しゃがんでしゃがんでとせがむ。ユスラは仕方なさそうに腰こしを落とした。ハルハは、そのユスラの耳に手と口を添そえた。

「あのね、サクラちゃん」

　声を潜ひそめた、内ない緒しよ話ばなしだ。クランプとミーファはきょとんとしている。

「なんだよ……普ふ通つうに話せよ」

「ヒミツのはなしだからだめだよ」

「秘密……？」

「うん。ハルハ、ホントはおとーさんとおかーさんのコドモじゃないんだよ」

「そりゃそうだろう……」

　思わず小声で返したところで、ユスラは気付いた。では何者なのか。なぜ、高校生の二人の娘のように振る舞うのか。現実世界ではあんなにどん臭くさいのに、仮想世界では最強無敵のＯＫＧになるのか。

　普通の子供のわけがなかった。

「ハルハは、このゲームのなかでうまれたニセモノコドモで、おとーさんとおかーさんのウソっこのコドモなんだよ。だから、おおきくなってもおスモウさんとかアイドルにはなれないかもって、おもうけど。

　でも、それをいったらダメなんだよ。おとーさんに、オヤコノエンをきられちゃうから。ハルハ、もっともっとおとーさんとおかーさんのコドモでいたいから、ホンモノみたいにがんばるんだ。

　だから、ハルハのウソはヒミツだよ」

「お前……そんな、こと……ありうるのか？」

　到とう底てい信じられないことではあったが、現実に根のない人間という意味では、ユスラが今まさにそうだった。そうして、思い出す。

『ハルハ、ちょっとニンゲンじゃないからなー』

『でもハルハ、アスパラガスっていうのがたべられないんだよ。かむと、うぇーってなっちゃうの』

　春羽は、現に人間じゃないから、食べ物の好き嫌きらいくらいのことをあんなに気にしていたのだ。他の人とのちょっとした違いを個人差ではなく、まず、自分が人間でないことに求めてしまう。

　そんな不器用な少女が今、一生懸けん命めいに桜ユスラへささやいている。

「おとーさんやおかーさんは、ハルハがニンゲンじゃなくてもいっしょにいてくれるよ。ベッドでおはなししてくれて、シケンベンキョウしててたいへんでも、ハルハがねぼけたふりしててをつないだら、ずっとにぎっててくれる。……あ、でもおとーさん、チョコ no エッグはかってくるのわすれたけども」

　不思議だった。話はとっちらかっているのに、ハルハが何を言いたいのかは伝わってくる。

「だからね、ハルハとちがってホンモノニンゲンのサクラちゃんがかえれないなんてこと、ないよ。

　きっと、おとうさんもおかあさんも、だっこしてくれるよ」
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「なんか盗ぬすみ聞きしてるみたいで悪いですね……」

　クランプたちには聞こえていないハルハの言葉だが、現実世界で春羽専用大型ラミエルの前にいる二人には丸聞こえだった。黒い棺かん桶おけを思わせる特製のラミエルには、仮想世界でハルハが観測する情報を外に投とう影えいする機能がある。もちろん、彼女自身の声もだ。

　甚目は素そ朴ぼくな罪悪感を覚えていたが、新納は興味深そうに、笑っていた。

「甚目くん。フランケンシュタインの物語は知っているかい？」

「え？　ああ……映画で観みた程度なら」

　ものすごく省略して言えば、フランケンシュタインという学生が人間の死体を寄せ集めて人造人間を作る話だ。

　だが、出来上がった怪かい物ぶつを見て、自分のしでかしたことを後こう悔かいしたフランケンシュタインは、怪物を残して逃にげ出してしまう。父親に見捨てられ、孤こ独どくに苦しんだ怪物はフランケンシュタインを追いかけて自分の同族を作ることを要求するが断られ、フランケンシュタインの親しい者たちを殺してしまう──

「あの物語で怪物がフランケンシュタインの奥方らを殺すのはさ、復ふく讐しゆうじゃあないんだ。むしろ、フランケンシュタインを赦ゆるしたいから殺すんだ」

「？　どういうことですか？」

「怪物は親を、手本になる人を知らないから、赦し方も愛し方も知らない。知っているのは父親が自分にした、相手を独りにするという行こう為いだけ。だからフランケンシュタインの身内を殺して独りにした。

　怪物が期待したのは、そこでフランケンシュタインが自分を赦すことだった。そうすれば怪物は父親から『赦す』という行為を学び取ることができる。だが、フランケンシュタインは怪物を憎にくんだ。

　かくして怪物は、誰よりも慕したっている父親を赦すことができず、苦しみながらいずこかへと消えていく──」

　そんな話だっけか、とは思ったが、それがハルハがユスラに話したこととなんの関係があるのか甚目にはピンとこない。

　新納も解っているのか、返事を待たずに続けた。

「ハルハの試みている説得は、その逆だよ。

　怪物の自分が赦されてるんだから、それよりずっとまともなはずの人間が赦されないはずがない、ってね。単純すぎて人間ってものを理解しきってるとは言い難がたいが、本当に興味深いな、彼女は。

　いやはや──」

　新納はサングラスの蔓つるを弄もてあそびながら笑った。

「健けな気げな怪物もいたもんだ」




　　　　◇
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「……もういいよ」

　ユスラはなおも言い募つのろうとするハルハを遮さえぎって、ぅんッ……と背筋を伸のばした。上からの溜ため息いきがハルハの頭頂に落ちる。

「お前の言いたいことは解ったけど、全然解らん」

「コトバがヘンだよサクラちゃん！」

「お前が言うな……ってか、考えてみたら、あたしはお前と違って不良ワルだからな。帰るところなんてなくても勝手に戻もどって好きにするさ」

　快活に言い切って、ハルハの頭にぽんと手を載のせる。ハルハはきょとんと見上げた。

「お前もさ、確かに、相撲すもう取りにはなれないだろう」

「うん……」

「でも、アイドルなら案外イケるかも知れないぞ」

　ハルハの顔いっぱいに、陰かげのない真っ白い笑えみが広がった。

「ぁっ……うん！　ハルハいっしょうけんめい、あくしゅのれんしゅうするよ！」

「お前、アイドルの認識についていろいろと謝れ！」

　がっつり抱きついてきたハルハと、それを引き離はなそうと苦く闘とうするユスラ。

　クランプとミーファは、どちらともなく目を見み交かわして微笑ほほえんだ。

　うちの子に、友達ができたらしい。




　──ユスラから現状を聞かされた「幽ゆう霊れい」一同の反応は様々だった。

　自分が偽にせ物ものだと言われても納なつ得とくできない者、早く消えたいという者、家族に迷めい惑わくがかかってないと知って安心する者。一番多いのは戸と惑まどったまま態度を決めかねる者だったが。

　そして続いて発せられたクランプからの依い頼らいに応じてくれたのは、集団の四割程度、数にして十数人だった。

『イクィの討とう伐ばつ、つまり水すい晶しようホテルの攻こう略りやくに協力してほしい』

　というのが依頼だ。ＯＫＧハルハにイクィを暗殺してほしいと頼たのんできた「幽霊」たちに頼み返した形になる。

『イクィ＝リブリゥムは不法改造で催さい眠みんとアバター複製のような機能を持ったプレイヤーだが、証しよう拠こがないため運営による対応が遅おくれている。

　クランプたちはイクィと話を付けて、水晶ホテルに籠こもるイクィを倒たおせれば被ひ害がい者しやたちを元に戻して《水晶世界》は解散するという約束をさせた』

　というのがシナリオだ。ハダリーズのことだけは隠かくした上で協力を仰あおぐためのウソだ。この期ごに及およんで隠いん蔽ぺいするのは心苦しいが、遊は春羽の命を守るためにはどんなことでもすると腹を決めていた。

　いささかならず無理な話だが、信用してくれた、ないし他ほかに選せん択たく肢しがないと考えた者が「幽霊」集団の四割程度だったということになる。遊が予想していたよりはいくらか多い。「なんの罠わなだろうと、これ以上悪くなることはない」という思考をする「幽霊」が多かったようだ。

　さて。

　知られる限り、今回のターゲットであるイクィ＝リブリゥムは水晶ホテル買い取り以来、一歩も外に出ていないという。

　甚目は、大量の人プレイ間ヤーがいる場所は情報量が多すぎて苦痛なのではないかと仮説を立てていたが、ともかくもログアウトもできずに二四時間『ＣｔＧ』に存在するイクィは、あの透とう明めいな要よう塞さいに根を張って一歩も外に出ない。

　今回の勝利条件はイクィの打だ倒とう。敗北条件は期日以内にイクィを倒せないことだ。

　イクィが引き籠もっている以上、攻せめ込んで倒すしかない。

　ハルハは自分が突つっ込んでいって根こそぎ全ぜん滅めつさせると勢い込んだが、すぐに却きやつ下かされた。ハルハがイクィに取り込まれたら一発でアウトだし、クランプやミーファにハルハを矢や面おもてに立たせる発想はない。

　そもそも、野外ならともかく、狭せまい上に視界を阻はばむ遮しや蔽へい物もない水晶ホテルの中では、完かん璧ぺきな連係を誇ほこる《水晶世界》の戦士たちはほとんど無敵だ。ハルハだって、数に差があれば勝ちきれるものか怪あやしい。

「策はある」

　自分たちを囲む協力者たち──ユスラの他、アンズやレンの姿もある──を見回し、クランプはあえて言い切った。

「ホテル内に混乱を起こして攻め込み、みんなが仮面たちを止めている間に俺がイクィを獲とる」

「……策って言っても、イクィは相手の心を読めるんじゃ……」

　フードからお下げを垂らしたレンが、消え入りそうな声で懸け念ねんを表す。

「あの透明なホテルの中じゃ、建物に近付いただけで考えてることを読まれるでしょうし」

　クランプはうなずいて、否定した。

「心を読めるのはイクィだけだ。そこはなんとかなる。

　だからみんなには、俺がイクィを倒すまで仮面たちの足止めを頼みたい」




　その後、クランプが具体的な作戦を語り、他の者の指し摘てきを受けながら調整していった。

　ちなみに、

「……相変わらずイカれてる」

　とは、クランプの策を聞いたユスラの第一声だった。ミーファもうなずいた。

　装備が消えていた「幽霊」たちにクランプたちが身み銭ぜにを切って買いそろえた武器防具を支給し、自分たちの武器やアイテムも新調する。

　ハルハは後方で攪かく乱らんに徹てつするという条件で参加を許された。




　──かくして、ハルハとイクィ＝リブリゥムが、その眷けん属ぞくとともに相争う舞ぶ台たいは整っていった。




　　　　◇





──君の見上げた月に、ふと影かげがよぎったなら。

それは彼女の悪戯たわむれだ。

色とりどりに陽ひを食はむ大森林は太古の合わせ鏡、無限の入り口。

あふれるは魔まの力。君は法で縛しばり、彼女は術で降くだす。

月に遊すさぶ彼女は、やがて魔女と呼ばれるだろう。

それに見み惚とれる君は、妖よう精せいの声に笑われてばつの悪い思いをする。

そこは求道者たちの暗夜行。世界を妖あやかす巡じゆん礼れい者たちの通つう夜や祭さい。

そこは魔法使いたちの虹にじの向こう。

その名はウィザーズ・グレイヴ──









　翌日。

《水晶世界》にあって『41』の仮面をかぶった剣けん士しブラントは、直ライ近アンのカー町リヂの教会を出てからギルド拠きよ点てんに転移するアイテムを使い、急ぎ足で水晶ホテルへ入った。

　大学生の彼は、ラミエルから携けい帯たい端たん末まつに転送されてきたメールを見て夕方の研究室を抜ぬけ、下宿の端末からあわただしく『ＣｔＧ』にログインした。

　メールには、今日中にホテルが襲しゆう撃げきされるので守りを固めるべしとあった。差出人は『１』の†ノア†だったが、元はイクィ＝リブリゥムの指図のようだ。

　ブラントの思考は単純だった。感じるままにすればいい。

　膨ぼう大だいな数の人格の欲望が混合したイクィ＝リブリゥムの思想は、人の地平であり淘とう汰た選別された真理であるはずだった。それに同調した自分は、直感に従えば最大効率の行動ができる。

　イクィ＝リブリゥムが招集をかけたのなら、よほど不合理な理由がない限りは応じる。指は考えず、ただ手の仕事を為なす。それを自じ認にんするために無個性の仮面をかぶり、番号を最低限の指標とする。

　ブラントが着いた時には、すでに《水晶世界》のメンバーの内三二人が集まっていた。残りも時間をずらして警備に当たるのだろう。

　水晶ホテルは一階の面積が四〇〇平方メートルほど、直径よりも高さのある四階層の塔とうだ。門もん扉ぴはない。客人であろうと外敵であろうと拒こばむ理由も必要もないからだ。家具の類たぐいも一いつ切さいなく、一階はスキル訓練用に買い込んだ木人が列を成している。

　何せ床ゆかも透明な水晶なので、見上げるだけで直上の階の様子も見て取れる。三階にも八人が控ひかえていた。同志たちの靴くつの裏や仮面から長く伸びた鼻が見えている。

　そして最上階の四階には、彼らの中心であるイクィ＝リブリゥムと側近の†ノア†、その護衛である最もレベルの高い魔法戦士二人が控えている。

　ブラントは、イクィ＝リブリゥムはハダリーズという仮想世界に生を受けた奇き跡せきの存在であり、彼女だけはゲームオーバーになると戻って来られなくなると、『１』の†ノア†から聞かされていた。そして、彼女を失えば《水晶世界》は保てなくなるとも。

　だから、なんとしても守り抜かねばならない。嘱しよく望ぼうされた分野で結果を出せず挫ざ折せつし、本物の才能に富んだ後こう輩はいへの理り不ふ尽じんな嫉しつ妬とと准じゆん教授からのパワハラまがいの圧力に悩なやんでいたブラントを救ってくれた、この平へい衡こうで満たされた水晶世界の要かなめを。

　ウソのない世界には対概がい念ねんである本当もない。だから、優やさしい。

「…………何か来ます」

　と、『44』の仮面を着けた少女・ユスラの呟つぶやきで意識が引き締しまる。

　彼女の視線の先、ホテル正面側の水すい晶しよう壁へきを透すかして十数人のアバターが現れていた。そのほとんどは拡張ＡＲモードで見るとデータが破損している。ブラントたちが均きん化かを受けた時に発生した「亡ぼう霊れい」だ。

　見たところ、ブラントの「亡霊」はいない。理由は知れないが、《水晶世界》の者たちは皆みな、あの「亡霊」に敵意を覚える。特に自分自身の「亡霊」は反射的に破は壊かいしたくなった。そのせいで何度か交戦したが、向こうから攻めてきたのはこれが初めてだ。

　今日の襲撃というのは奴やつらのことか。ブラントはやはりそれ以上考えることもなく、『41』として動き出した──と言っても、単に武器を構えただけだった。水晶ホテルは見た目以上の要害だ。《水晶世界》の戦せん闘とう力は元より、相手にどんな奇き抜ばつな作戦があってもイクィ＝リブリゥムが即そく座ざに見破ってしまう。

　だから、そう、この澄ちよう明めいの室むろに不安ウソはない。

　ブラントは、澄すみ切った心で襲撃者を迎むかえ撃うとうと《加アクセラ速レイト》魔法の詠えい唱しようを始め、

　腹から上が丸ごと爆はぜ飛んだ。




　その瞬しゆん間かん──つまり、『41』の上半身がカボチャのような形に膨ふくれ上がり、爆ばく裂れつ四散したその瞬間。

　仮面のユスラは、イクィ＝リブリゥムを守っているはずの『１』の仮面†ノア†がエレベータで降りてきて叫さけぶのを聞いていた。

「皆、ライアンカーリヂから来た者は互たがいに距きよ離りを取れ！

　体の中に爆ばく弾だんを仕し掛かけられているぞ！」

　しかしその警告がなされた時には、ユスラの仮面は同志の鮮せん血けつで真っ赤に染まり、『41』の残ざん骸がいがイソギンチャクのようにへばりついていたのだ。

「に……人間爆弾……!?」




「よし──行くぞ」

　クランプの号令の下もと、イクィ討とう伐ばつメンバーは一いつ斉せいにダッシュをかけて水すい晶しようホテルに突とつ入にゆうした。

　行く手の、つい数十秒前まで美しく透き通っていた玻は璃りの塔は一いつ瞬しゆんにして真っ赤なまだら模様に変容している。体のどこかに爆弾を埋うめ込まれたまま入ってしまったアバターが、次々に爆ばく死ししているからだ。

「ぅわぁ……協力しといてなんだけど、やっぱりえげつねぇ……」

「幽ゆう霊れい」の方のユスラが吐はき気をこらえるように口を押さえる。さらに近付くと、壁かべに血の手形が透けて見えたりしていた。死体がしがみつくように寄りかかった跡あとだろう。

　仕掛けは案外なほど単純で、ライアンカーリヂの教会で仮面のアバターが現れるのを待ち伏ぶせ、アイテム設置の座標バグで魔法の使用に反応して爆ばく発はつするトラップ爆弾を敵の体内に仕掛けるというものだった。

　体内に爆弾が仕掛けられれば気付きそうなものだが、『ＣｔＧ』の仕様上、胃の中の状態は現実のプレイヤー本人のものが知覚されるため、腹の空間に爆弾が出現してもわずかな違い和わ感かんしかない。

　後は、近付いていって《水晶世界》の連中に戦闘準備をさせればいい。ウィザーズ・グレイヴに根こん拠きよする以上、事前の補助魔法が使えないプレイヤーはほとんどいないと見て間ま違ちがいないのだから。

　この方法の最大の利点は、罠わなを持ち込んだ本人たちに自覚がないせいで、イクィ＝リブリゥムを以もつてしても感知しようがない点だ。

　正味なところ、爆弾を仕掛けられた人数はホテルに立て籠こもっている三〇人以上の内、五人だけなのだが、《水晶世界》を混乱のどん底に突つき落とすには十二分の効果があった。

　ユスラが突入した時、ホテル内は、木っ端ぱ微み塵じんになって血の海に沈しずんでいる死体マネキンと事態に戸と惑まどって棒立ちになっている仮面たちで異様な雰ふん囲い気きになっていた。

　クランプとミーファは敵が我に返る前に、一気にフロアを駆かけ抜けた。進路にいた仮面を強ごう引いんに斬きり倒たおし、最上階へ通じるエレベータへ乗り込む。

「しまった！」

　だが、それで仮面たちは一気に冷静になった。それまでは誰だれが爆弾を仕掛けられ、何がトリガーになっているのか判わからない疑ぎ心しん暗あん鬼きで動けなくなっていたが、イクィを倒されるという最悪の事態に比べれば逡しゆん巡じゆんしている場合ではない。

「行かせないッ……」

　真っ先にクランプたちに追いすがった影は『44』の仮面──本物のユスラだ。弾だん丸がんのようなダッシュで閉まりかけたエレベータの扉とびらに割り込みをかけようとするが。

　全く同じスピードのタックルを横腹に受けて、もつれ合いながら引き倒された。

「お前の相手は、こっちだろさぁ!?」

　本体と同等の装備を身につけた、「幽霊」のユスラは、こんな時だというのに凶きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべて身を離はなし、構えを取った。

「自分が相手なら！　久しぶりに、なんにも追われずにゲームができるな、ええ!?」

　挑ちよう発はつを受け、ふらりと立ち上がった『44』の仮面の奥に、均ならされたはずの憎ぞう悪おが浮かんだ気がした──




　クランプたちの乗り込んだエレベータは本当なら敵に止められるはずの三階を素す通どおりして最上階へ到とう着ちやくした。

　三階では、自じ慢まんのモチ肌はだを活いかしてナメクジの如ごとく外がい壁へきをよじ登ったパヤキノが、わざとらしく魔女っぽい箒ほうきを振ふり回して敵を薙なぎ払はらっている。物もの凄すごいインパクトの奇き襲しゆうになったお陰かげか、あれだけ数に差がありながら善戦している。しばらくは保もちそうだ。

　エレベータのドアが開く直前、ミーファは小さな声でささやいた。

「こっちでは力になるから、あたしも」

　すぐにドアが開いたので、クランプには「こっちでは」や「あたしも」について考える暇ひまはなかった。それも見み越こして言ったのかも知れない。

　そして、最上階で彼らを待ち受けていたのは、標的であるイクィと、先日クランプの両足を切り落とした護衛の二人だった。すでに抜ばつ剣けんしている。

　護衛たちはすでに《加アクセラ速レイト》の魔法をかけていた。自身にだけ発効する引力光球が、真っ直すぐにクランプとミーファへ向けられている。

　護衛たちは二人とも熟練したプレイヤーで、ミーファはもちろんクランプよりも数段レベルが高い。

　一歩でもエレベータから踏ふみ出せば、あっと言う間に切り刻まれるだろう。

「…………」

　そんな中、クランプの考えを読んだであろうイクィが鷹おう揚ように口を開いた。

「行ってはダメであります」

　それは二人の剣士たちにかけられた言葉で、だからクランプは言い終わるのを待たずに前へ出た。

　反射的に──イクィの制止も間に合わず──二人の剣士も突とつ進しんをかける。

　次にアクションを完かん了りようしたのは、クランプの斜ななめ後方で魔法の詠唱チヤージをしていたミーファだった。彼女が使ったのは剣士たちと同じ《加速》で、それをクランプに向けて放った。補助効果を発揮する光球がクランプへ走り。

　あらかじめクランプにかけられていた《魔リフ法レクト反マジ射ツク》に弾はじかれて全然別の方向へ飛んだ。

　そしてその補助魔法は、剣士の一人に命中した。当然剣士は意に介かいさない。補助魔法に害はない上に《加速》の重ね掛がけはできないはず──が、次の瞬間。

「ッ!?」

　自分の想定を遥はるかに超こえる加速にさらされた剣士は自身の動きを制せい御ぎよできず、クランプを襲おそう前に壁に激げき突とつした。ごっ……と、呆あつ気けないと言うには重すぎる異音。

　頭から突っ込んだ彼は、首の骨を折ってマネキンになっていた。

　もう一方の剣士がクランプに打ち込むが、連係を前提に放たれた剣はクランプの片スク刃ラマサ剣クスに受け止められた。想定外に同志を失ったことで多少の動どう揺ようもあったのだろう。

　ミーファが再び《加速》を使い、またクランプに弾かれる。つばぜり合いをしている剣士には避さけようがなかった。そして反射的にバックステップしてしまう。

　それがいけなかった。

「なんだっ!?」

　視線方向への引力が把は握あくしている以上に強かったせいで中ちゆう途と半はん端ぱな離り脱だつになり、その隙すきを見み逃のがさなかったクランプの突き出した刃やいばに首の根元を貫つらぬかれてしまう。

　そこにミーファが風の刃を起こす攻こう撃げき魔ま法ほうを見み舞まい、思う通りに動けず魔法の影えい響きよう圏けんから脱ぬけ出せなかった剣士はやがて耐ヒツ久トポイ値ントを使い果たしてマネキンになった。

　護衛二人が奇き怪かいな方法で倒されていく様を、あくまで淡たん々たんと見守っていたイクィが、ぼそりと呟く。クランプの頭から読み取ったカラクリだ。

「なるほど。本来は排はい他た制せい御ぎよされる補助魔法でも、《魔法反射》で反射されたバージョンではＩＤが違ちがうので別の魔法として重ね掛けできてしまうバグ、でありますか」

　ただでさえ使いこなすのに熟練を要する《加速》の体感速度は、重ね掛けすることによってちょっとしたレースマシンほどの加速になる。突とつ然ぜんそんな状態になったら、パニックに陥おちいって事故を起こすのも当然だ。

　当たり前だが《魔法反射》のかかった味方に補助魔法をかける酔すい狂きような者もあまりいないので、普ふ通つうにプレイしていてはまず起こらない。

（よくもこうポンポンと見つけてくるよね……お母さんのプログラムの癖くせったって）

　心中で溜ため息いきを吐つくミーファだったが、

「その思考はイクであります。春日井遊の母親への執しゆう着ちやくは著いちじるしくイクではありません」

　思いがけない同意を得て、ぞっとする。聞いてはいたが、イクィはここまで正確に考えていることを読み取れるのか。

　今もまた、二人で考えた彼女への対策の全すべてを読み取られているのだろうか……？

「さぁ……王手チエツクだ」

　ゆるりと差し上げた片刃剣をイクィへ突き付けるクランプの声に、ミーファはメメントと戦った時以上の緊きん張ちようを聴きき取った。

　まだまだ。ここから始まる正念場だ。




「うきゃぁっ!?」

　大おお柄がらなアンズだが、上げる悲鳴は可愛かわいらしかった。

　護ご拳けんの付いたハンマーを振るい、手当たり次し第だいに敵を追い散らしていた彼女だったが、態勢を立て直した《水晶世界》にあっと言う間に追い詰つめられていた。

　脚あしを切り裂さかれて転てん倒とうしたところへ、仮面の剣士の刃が振り上げられ、思わずへたり込んでしまう。

（やっぱり死ぬの……やだなぁ）

　アバターの体どころか心まで偽にせ物ものと聞かされてはいても、本当の体を持たない状態でのゲームオーバーは怖こわかった。『ＣｔＧ』がどんなにリアルでも、「いつでも帰れる」環かん境きようであることが、遊びにとってどれだけ大切か思い知らされる。

　細めた目にぼんやりと歪ゆがむ世界の中、アンズはふと、自分の頭を断たち割ろうとしている仮面の中にあるのは自分の顔なんじゃなかろうかと思い付いた。今の自分が昔の自分を殺すのはよくあることだ。

　幼よう稚ち園の頃ころは魔法少女になろうと思っていたのに、小学校ではずっとパティシエを目指していて。そんなことを繰くり返して、今は……なんだっけ？

　この「幽霊」の自分も、死んでいった魔法少女やパティシエの死体の山に加わるのなら、それは当然のことなのではないか。

　アンズはにわかに従しよう容ようとして、目を閉じた。

　だが、いつまで経たっても意識の断線をもたらす一いち撃げきは降りてこない。

　恐おそる恐る、目を開けると。

　アンズを襲っていた剣士は首のないマネキンになっていた。

　誰がやったのかは考えるまでもない。あの子は、今もアンズの視界の内から外から、縦じゆう横おう無む尽じんに抹まつ殺さつ戮りくの限りを尽つくしている。

　魔ま女じよの三角帽ぼう子しをかぶり、黒い服を着て二挺ちようの手ハチエ斧ツトが閃ひらめく度たびに水晶の塔とうを血文字で染め上げる彼女は、さながら小さな黒こく旋せん風ぷうだ。まるで一瞬先に起こることが判わかっているように正確で、それでいて時に思いつきとしか見えないようなトリッキーな動きで屍し山ざん血けつ河がを築き上げていく。

　質でも量でも負けている一階の戦線を維い持じできているのは、全て彼女のお陰だ。

（すごい……ホントにＯＫＧだ！）

　アンズは恐ろしいのを通り越こしていっそ感動していた。だが、そんなハルハとて万ばん能のう無敵ではなかった。

「ハルハちゃん危ない！」

　叫さけんだ時にはもう遅おそい。壁かべになってハルハの足止めをした剣士ごと、強大な電でん撃げきがハルハを打った。

『１』の仮面。†ノア†の仕し業わざだ。

　ハルハは咄とつ嗟さに飛び退すさったようだがノーダメージとはいかず、片方の斧おのを取り落として膝ひざを突いていた。無表情に†ノア†を睨にらみ付ける。

「いけないな。ゲームとはいえ、君のような子供が戦うのは間違っている。子供は庇ひ護ごされるために愛される姿で生まれてきて、育つ。それが本当だ。

　まして、あのように恐ろしい奇手ウソを仕し掛かけるなど」

　攻こう撃げきしておいてからそういうことを言う†ノア†を、アンズはどうにも不気味に思った。彼の「幽ゆう霊れい」を見た者がいないのも異様だった。元から《水すい晶しよう世界》のような摩ま耗もうした性格だったとでもいうのだろうか。（ただし、仮想世界とはいえ人間爆ばく弾だんを割りと平然と決行したクランプもどうかとは思うが）

　†ノア†は一歩前に出て、ハルハに手を差し伸のべた。

「君もイクィ＝リブリゥムと同種の存在と聞いた。

　だが、ウソにまみれた現世にいては正しく成長することはできない。化学変化に心を侵おかされる前に、こちらへ帰ってこなくては。

　わたしたちとともにイクィ＝リブリゥムになり、水晶の世界に住もう」

「……なんでわからないの？」

　それに応こたえてハルハの出した声は、ふざけているようでもなく敵意があるようでもなく、心の底から不思議そうなものだった。虚うつろですら、ある。

「あなたたちはサクラちゃんをきずつけたんだよ？

　サクラちゃんはね、ゲームがすごくうまくて、ハルハにヒツジをとってくれて、それをプレゼントしたらおかーさんすごくよろこんでくれて、おとーさんをたおすってがんばってて、ハルハにワルはつよくてカッコイイっておしえてくれたんだよ？」

　†ノア†には──意味が解わからないようだった。アンズも判らなかったけれど、解る気はした。初心者同士でたまたま出会って、一人でどんどん上達していったのにアンズが基本を覚えるまでみっちり付き合ってくれた、ユスラ。

　彼女は無愛想で不器用で、でもとっても優やさしくて面めん倒どう見みのいい女の子だ。

　それが解らないような人だから。

「ハルハは、あなたたちのことがキライなんだよ」

　ハルハは、そのちっちゃな体を立ち上がらすんだろう。

「キライなひととおんなじことをするなんて──

　ハルハ、ゲボがでそうなくらいキモチワルイよ」




　ユスラとユスラの戦いは、必然として泥どろ仕じ合あいの様相を呈ていしていた。

「幽霊」の力ステー量タスは本体とほぼ同じ、装備も同等の物で固めている。互たがいの拳こぶしが探さぐり合うように互いを打ち据すえ、自分の組み技わざの恐ろしさを知っているから思い切って突つっ込むこともできない。

　ここが仮想世界で痛みがないのがウソのように、二人は焦しよう燥そうしていた。

　負けるわけにはいかない。お互いが、お互いを、大っ嫌きらいだった。

　褒ほめられたくて、嫌われたくなくて、誰だれかの期待にへいこらと従った挙げ句にやり過ぎて夢を壊こわした、従いい順なりな自分も。

　だからって周りに八つ当たりして、無む駄だに反はん抗こうして、自分の無力から目を背そむけるため好きなはずのゲームを楽しめなくなった、迷惑わがままな自分も。

　どちらも叩たたきのめしてやらなきゃ、気が済まない。

　どっちかじゃ、ダメだ！　──それが、ユスラが「幽霊」として奇き想そうの森を放ほう浪ろうした間に心に浮うかべ、ハルハによって背中を押し出された結論だった。

　そしてユスラは動いた。ほとんど捨て身の突とつ進しん。反射的に迎げい撃げきするもう一人の拳を紙一ひと重えでかわし。

　もう片方の腕うでを、がっしりと極きめた。

「あっ……」

「本当に正直者だよな……ゲームの中なのにかばっちゃうんだから」

　だから、咄とつ嗟さに出てくる拳がどちらか読めてしまう。それが虚きよ実じつの勝負を分けた。

　そして彼女は、ようやく捕つかまえた「自分」の肩かた──現実では怪我けがをしている方の肩──の関節を、ためらいなく外した。体の中にしか響ひびかないはずの、靱じん帯たいのぶちりと千切れる異音が頭の中に再生される。

　痛覚はないはずなのに、仮面の中の目が見開かれた……いや、痛いのか。「幽霊」だって痛いくらいなんだから。

　だが「幽霊」は、その痛みにウソを吐いた。変わるには、進むには、今の自分にウソを吐けばいい。

　それから、そのウソを本当にすることだ。

　そうしてユスラは、持ちうる最強の拳撃スキルで、もう一人の自分の顔を仮面ごと打ち砕くだいた。




　──一階で神奈桜が自身の戦いに決着を付けていた頃ころ。

　クランプとミーファは、万ばん策さく尽つきていた。

　ファンタジー小説や漫まん画がなどで心を読める相手を倒たおす方法は大体試ためした。

　ひたすらレンガの壁を思い浮かべてみたり──それをしたままでは動けなかった。

　手数で圧あつ倒とうしようとしてみたり──ハダリーズの戦せん闘とう力にはまるで敵かなわなかった。

　室内を飽ほう和わさせる広こう範はん囲い魔法や爆弾で攻せめてみたり──防ぼう御ぎよ魔法や、クランプとミーファの体を盾たてにするなどされて破られた。

　自分に作戦を忘れる催さい眠みん術をかけて別働隊の作戦発動を待つ──のは催眠術を実行する方法がなかった。

　しまいにはミーファに《加アクセラ速レイト》をかけてもらい、ただがむしゃらに斬きり込んだが、それも予定調和のようにあっけない攻こう防ぼうで完かん封ぷうされてしまった。

　イクィは得物の魔術棍ワンドをだらりと構え、淡々と攻撃の無益を説いた。

「人間の脳が行動開始の信号を出して、実際に体が運動するまでには、ゼロコンマ数秒のタイムラグが存在するのであります。『ＣｔＧ』の仕様でもそれは同様。

　しかしイクはその信号を視る。ハダリーズの処理速度と合わされば、どんな直感的な行動も計画段階で察知対策が可能であります」

「……心が読めるだけじゃなく、他ほかの人間とは違ちがう時間に住んでるってことか」

　クランプは舌打ちした。常時後出しジャンケンじゃないか。

　イクィは相変わらずのうっそりとした無表情でそれを聞いていた。しかし、無視はしなかった。

「はい。イクの視みる時間が人と相そう違いは正確であります。しかし、それは現人類同士とて同じことなのであります。

　光の速度が有限である以上、人の見ている人の姿も、わずかながら過去の人である事実を以もつて、人間は他の誰とも時間を共有できない孤こ独どくの存在と断じることが可能であります。

　しかしながらイクの均化は、脳の内から統一するがゆえに、その関係にラグは、すなわち時間のウソは皆かい無むであります」

　全ての人間を同じ思考原理に統一するイクィの能力は、人の間で時間を統一する唯ゆい一いつの解なのかも知れない。だが。

「むつかしい話はよく解らないけど……そのずれを埋うめようって努力するから心が育つんでしょ！　相手のことを想おもえば、一〇年先のことだって解った気にはなる！

　そう──相手を思いやる心は時間を越えるのよ！」

　ミーファは力強く言い切った。クランプは思わず、でも笑えみを混じらせてうめいた。

「その言い様、よく恥はずかしくないな……」

「は、恥ずかしくないわよ。

　だって、春羽がベッドに入って後三分くらいで寝ねちゃうなって思ったら丁度三分で寝るし、春日井くんがリビングで急にあたしの視線を気にしだしたら一分以内にトイレに行くって判わかるからね──なに恥ずかしがってんだか──。

　科学的に……ゆ、有意？　なデータでしょ！」

　ミーファはあくまで言い張る。美遙は、ユスラの気持ちを慮おもんぱかって眠ねむれないくらい悩なやんだ春羽が愛いとおしくて仕方ないのだ。あの子が、このぽーッとしたイクィに劣おとるなんて絶対に認められない。

「ならば、イクの先を行けばよろしいのであります」

　しかし、いかに想像力を駆く使ししてもイクィ＝リブリゥムの動きを読み取ることはできない。ワンドを槍やりのように使い、クランプの剣けんを弾はじきミーファの胴どうを突く。

　そして二人が怯ひるみ、距きよ離りを取られた間かん隙げきに衝しよう撃げき波はの魔ま法ほう《衝シヨ空ツト散ブロ弾ウ》が放たれた。威い力りよくはそれほどでもないが大きく吹ふき飛ばされてしまう。さっきからこの繰くり返しで、二対一でも反はん撃げきを完封されていた。

　イクィの攻撃力が低く、ハルハやメメントと違って急所を狙ねらってこないせいで致ち命めい傷しようにはならずに済んでいる。

　それは手加減されているわけではなく、イクィは二人を安全に「均化」する機をうかがっているのだろう。彼女の目的はクランプたちを倒すことではないのだ。

　イクィは冷静だ。敵手であるこちらが焦じれったくなるほどに辛しん抱ぼう強くこちらを追い詰つめてくる。感情に任せて尖せん鋭えい化するハルハとは正反対だ。

　クランプは片スク刃ラマサ剣クスを正眼に構えて深呼吸した。心中が、冷える。

（ジリ貧って言葉の見本みたいな状じよう況きようだな……）

　イクィは二人を分断して、どちらかを均化して自分の同類に仕立てることを第一目標にしている。だからミーファと固まっている限りは積極的に殺しにかかられることはない。だが、絶対に殺さないようにしているわけでもないだろう。何かのはずみでどちらかがゲームオーバーになれば残った方が取り込まれる。

　そして、撤てつ退たいは選せん択たくできない。今回のえげつない策は二度と使えないし、そうなったら今度はこうやってイクィと戦うところまでもたどり着けないだろう。

　下層の足止めも、恐おそらくは限界が近い。

（ハルハはどうしたかな……？）

　頭に浮かぶのは、最近出来た小さな家族。なんとなく普ふ通つうの人間に敗ける光景はイメージできないが、心配なものは心配だ。

　今のハルハは現実に本体があるから、ここでゲームオーバーになっても消えることはない。だが、ここでクランプが敗れてイクィと《水すい晶しよう世界》が野放しになれば、早晩運営に支障を来きたして『ＣｔＧ』が停止する恐れはある。そうなれば、定期的に『ＣｔＧ』へログインできないと情報処理機能に障害を来す春羽の生命が危機にさらされる。

　負けるわけにも、取り込まれるわけにもいかない。

「なぜ」

　イクィは小さく首を傾かしげた。

「偽にせ物ものの繫つながりにこだわるのでありますか？　あなたたちとハルハの間には血の繫がりも、社会的義務もありません。

　第一からして真実を隠かくして研究所から押し付けられた、ウソの子供を、なぜ」

　クランプもミーファも、答えなかった。

　勝手に読み取ってくれ。

　春羽との出会いは仕組まれたもので、遊たちは利用されているのかも知れない。生物的にも制度的にも遊と美遙の子供ではないのかも知れない。

　だが、遊と美遙はそのウソのお陰かげで春羽とめぐり会えたのだ。おっかなびっくり話しかけて、腕の中に潜もぐり込まれて、あのお日様のような笑顔といっしょに笑えるようになったのだ。

　冬風の言った「何が悪いか、ではなくて、いつ悪くなるかの問題」という言葉の意味を理解できた気がした。

　ウソは──「事実でないこと」「正しくないこと」「相違すること」は、コミュニケーションの最大の障害であると同時に、新しい、現実を越こえる可能性のカタチでもある。

　そうしてそれは、自分とは全く違う心を持った他人がいて初めて成立する。

　だから。

　時に悲しくても、時に苦しくても、時に惨むごくても、時に汚きたならしくても。

　遊は他者ひとのいる世界を、望んだ。

　その時に。




　皆みなが注意を払はらっていなかった階段から他人ひとが駆かけ込んでくる。




　反射的に、パヤキノが敗れて《水晶世界》の増ぞう援えんが来たのかと思った。

　だが違う。それは現れるわけがない顔だった。

　だから、遊にとっても、美遙にとっても、それはまさに、

「ウソ……だろ？」

　そこにいたのは、レンだった。

　潜せん伏ぷくする「幽ゆう霊れい」の群れの中にいた、小こ柄がらな少女。この水晶ホテルの攻こう略りやく戦にも参加してくれている。いつも、一回り体の大きなアンズの陰かげに隠れていた彼女。

　だが、レンは「幽霊」ではなかった。拡張ＡＲモードで見るとデータが壊こわれておらず、名前や一次ステータスが正常に表示されている。

　そして今は、それまでずっと目ま深ぶかにかぶっていたフードを取りのけて素す顔がおをさらしていた。流れる黒くろ髪かみが肩の高さでさらりと揺ゆれている。

　全体的に小作りなパーツをちりばめた顔の中、静かで眠たげで、見つめ合うと全すべてを見み透すかされてしまいそうな眼めが澄すんでいた。

　──その顔は、長ちよう髪はつのせいもあって多少印象は変わっていたが、小槌冬風の物に見み間ま違ちがいようがなかった。

「冬風!?」

　叫さけぶ遊クランプだが、冬レ風ンは無視して駆け出す。

　ばさりとマントがめくれ上がり、肌はだにぴったり張り付いて体のラインを強く出す防具と刀身の波打った短たん剣けんが露あらわになる。

「合わせてみせなさい、遊！」

　それ以上、なんの説明も無く。
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　レンは波刃クリス短剣ナーガを腰こし撓だめに構えてイクィへと突とつ撃げきした──




　当然ながら、イクィ＝リブリゥムはその闖ちん入にゆう者に気付いていた。彼女の視界はこの透とう明めいな塔とうの全域に及およぶ。

　そしてレンが──小槌冬風が念入りに準備していた策も全て見通していた。

　春日井遊の個人情報や、子供の存在を匂におわせる情報を調べてメメントとＯＫＧの事件にたどり着いた冬風は、クランプを探しつつ、現実に昏こん睡すい者を出したとの噂うわさがあったメメント事件に類るい似じする奇き怪かいな現象に網あみを張った。

　そして《水晶世界》の一件を嗅かぎつけたレンは、「幽霊」の中にまぎれ込んで情報を集め、クランプたちが来るのを待った。「ハルハ」との関かかわりはともかく、母のゲームでおかしなことをしている連中を遊が放置するわけがない。

　冬風だって、遊のゲームで奇き妙みような「幽霊」たちを困らせているイクィを許すつもりはなかった。

　だから、視た者の心を読むというイクィを打だ倒とうする策を練って遊の到とう来らいを待った。

　そして今、クランプと対面しても明かさなかったレンの素す性じようを突とつ然ぜんに明示してみせることで、作戦を実行に移そうとしている。

　イクィ＝リブリゥムがその策動をあえて阻そ止ししなかったのは、そんなことが本当に可能なのか、関心があったからだ。

　冬風の策とは──遊を混乱させることだった。

　その上で、自分との連れん携けいでイクィを倒たおす。それならイクィには具体的な行動が読めず隙すきができるはずだ。という。

　無む謀ぼうだ。無む軌き道どうだ。無む茶ちや苦茶だ。

　しかしレンの精神には「遊ならそれくらい混乱して、それくらいやってのける」という岩のような確信が居座っていた。その点において、彼女の心には一点のウソもない。

　だからイクィは、その不可解を受けて立つ気になった。

　レンの思考も、クランプの思考も、読み切ってみせる。

　イクィ＝リブリゥムは、人の体の中で星のように明めい滅めつする神経の通電に目をこらした。

　クランプの体内に発生する、イメージの乱流が流れ込んでくる──


































　──イクィ＝リブリゥムは、気が付くと血を吐はいていた。

　背後からはレンに羽交い締じめにされ、正面、胸からは片スク刃ラマサ剣クスの柄つかが生えている。

　イクィの動きを止めたレンごと、クランプの刃やいばがイクィの心臓を貫つらぬいたのだ。



Double Hit !







Critical Hit !





　串くし刺ざしになった二人の少女の背後の水すい晶しよう壁へきに、おびただしい血潮が吹ふき付けられて場違いに端たん正せいなフォントを描えがく。

「──獲とったぞ」

「っ…………？」

　理解が、できない。

「なぜ、なぜ、あなたは同どう床しようしている女性に欲情している事実に対する無意味な弁明を思考しながら、イクを貫いたのでありますか？」

　いや、筋肉への命令だけ視みていれば特に問題なく回かい避ひできたはずだ。ただ、クランプの頭の中で爆ばく発はつ的に膨ふくれ上がった思考をトレースしようとしてしまったから、動けなかっただけのことだ。

　あの混こん沌とんとした思考の奔ほん流りゆうの中に、小槌冬風の意図を瞬しゆん時じに理解しそれに最適のアンサーを返して身体からだを躍やく動どうさせる物が混じっていたというのか。

「……あなたたちもｅイｑクでありますか？」

「違うよ。俺に冬風のことが解るもんか。

　けど……あえて言うなら」

　クランプはそのまま剣けんをえぐり込み、心臓を貫かれ急激に耐ヒツ久トポイ値ントを失っていくイクィに告げた。

「『馴な染じみ』だ」

　後は、馬ば鹿か馬ば鹿かしいので口に出さない──ミーファの言った通り、誰だれかを想おもう心だけは時間も越えるのかも知れない。

　レンの体はすでに繊せん維い質のマネキンに変わっている。イクィも体の繊維化が始まっていた。絶対的な危機回避能力を誇ほこるがゆえに、体力も防ぼう御ぎよ力も全く強化していなかった。

　血とともに流れ落ちる意識の中、イクィ＝リブリゥムは虚うつろな吐と息いきに悪態を乗せた。

「そんなの……読めるか…………！」




　その頃ころ。

　水すい晶しようホテルの一階では、仮面の戦士たちが一いつ斉せいに動きを止めていた。

　思考の統一自体にイクィの生存は関係ない。だが、彼ら《水晶世界》同士が体の芯しんで感じていたシンパシィが、突然にイクィ＝リブリゥムの消失を感じ取ってしまった。

　同じくして「幽霊」たちやハルハの動きも止まる。

　異様なまでにくっきりと、戦いが終わった。

「なんということだ……」

　片足と、仮面ごと片目を潰つぶされて杖つえにすがっていた『１』の†ノア†は、慨がい嘆たんとともに地に伏ふせた。

「これでもう、《水晶世界》を広げることはできない……」

　どうにか生き残ったアンズが、おずおずと問いかける。

「でも、このままじゃあなたたち……って言うかわたしたち、ただの殖ふえる機械になってましたよ」

　それは、ただ自己の複製だけを望む遺伝子の奴ど隷れいになるということだ。自然に還かえると言えば聞こえはいいが。

「機械ならば、誰にも裏切られないし誰も裏切らずに済む。好こう悪おの感情で相争うこともない。もし戦争が起こった場合ですら、利害の調整に必要なだけ殺して、壊して、そこでぴたりと終わるだろう。

　イクィ＝リブリゥムは、人間を知力を保ったまま機械に戻もどせる救世主だった」

　†ノア†は《水晶世界》でも唯ゆい一いつ、元の人格からイクィの能力を全肯こう定ていしていた。だからこそ、イクィのコピーを受けた最初の人間になったのかも知れない。

　そんな絶望した男を見下ろして、まだ血の乾かわかない手ハチエ斧ツトをぶらさげたハルハがぽつりと言った。

「キライなものくらいあるほうが、ニンゲンらしいんだよ」

「おいそれあたしが言ったんだろ。パクるな」

　傍かたわらに、ずたぼろになって倒れ込んでいるユスラの声を聞きながら。




　そして、戦いくさを終わらせた最上階。

「ミーファ！」

　イクィの体が完全にマネキンに変わり、水晶の床を透すかして戦闘の終結を確かめたなり、クランプは必死な声を出した。

「は、はい!?」

　冬レ風ンの登場以来、呆ぼう然ぜんとしていたミーファだったが、その切せつ迫ぱくした声で我に返った。なんだ？　まだ終わってないのか？

　しかしクランプは、メニュー画面からログアウトのメニューを呼び出していた。建物内だと若じやつ干かんのペナルティがかかるのに。

「悪いけど、後のこと頼たのむ！」

　それだけ言い残して、消失してしまった。

　思わずポカンと、見送って。

　美ミー遙フアは、すぐにその意味に思い当たった。背中からとはいえ、イクィに接せつ触しよくしたままゲームオーバーになった彼女が現実でどうなっているのか、確かめに行ったのだ。

「………………」

　いろんな疲ひ労ろう感かんで、その場にへたり込んでしまう。

「あはは……こっちでも春日井くんを助けて、連れてっちゃうんだ……」

　早くハルハに会いに行かなきゃいけないのに、上手うまく立てない。そんな自分がたまらなく嫌いやだ。

　遊のやってることは、何が起こったか判わからない冬風の現状を一刻も早く確かめるのは、あらゆる意味で正しい選せん択たくだ。それにショックを受けるなんてどうかしてる。

　それなのに……

　──ぽんっ。

　とても柔やわらかい手が、そんなミーファの肩かたに置かれた。

　振ふり仰あおぐと、三階から上がってきたらしいパヤキノさんの茫ぼう洋ようとした顔があった。ミーファとクランプとで、こっちでだけハルハを育ててた時、いつもいっしょにいてくれた顔。もう一人の家族。なんだかとても、安心する。

　炎ほのおの魔ま法ほうを受けたらしくこんがり焼けて、香こうばしい匂においをさせていたけれど。




　　　　◆




　遊に初めて無視されたのは、小学二年生、夏休み明けのある日だった。

　当時遊と同じクラスだった冬風は、予定の確かく認にんか何かで、自席でぼーっとしていた遊に話しかけた。その用事はあっさり終わったのだが、その時に冬風は気付いてしまったのだ。

　何か隠かくしている。

　だから、いつものように追つい及きゆうした。もっと小さな頃から、遊のウソを見み抜ぬいて冬風には逆らえないことを思い知らせるのが彼らのコミュニケーションだった──と冬風は思っていた──。

　だが、その時の遊は徹てつ底ていして白ばっくれた。何も隠していないと見え透いたウソを吐ついて譲ゆずらず、最後には冬風が何を言っても答えなくなってしまった。無視された。

　冬風は怒った。怒って、もう、遊など相手にしてやらないと言い放った。遊はびっくりした顔をして──でも、結局、謝ってはこなかった。

　それから三日、二人は口をきかなかった。お互たがいの母親が心配するので登下校だけはいっしょだったが、終始無言で、おはようもさよならも言わなかった。当たり前だが遊が冬風の部屋まで来ることもなかった。

　弟みたいに扱あつかっていたことに、今さら不満を持ったのだろうか？

　教室で女子と話すのが恥はずかしくなったのだろうか？

　冬風のことが、嫌きらいになったのだろうか？

　昼休み、校庭で他ほかの男子としゃあしゃあと楽しげに遊んでいる遊を眺ながめながら考えたが、答えは出なかった。

　そして三日目。三日も胸をむかむかさせ続けていた冬風は、授業中に突とつ然ぜん、気分が悪くなってトイレに駆かけ込み、吐いた。心のコップからあふれた泥どろを、吐き出した。ストレスで吐くのなんて、入学したばかりの時期以来のことだった。せっかく集団生活にも慣れかけていたのに、こうだ。

　心配してトイレまで付いてきてくれた担任の先生の、具合を気き遣づかう声までが鬱うつ陶とうしい。トイレから出たところで、遊に出くわした。勝手に教室を抜ぬけ出して様子を見にきたらしかった。けれど、冬風は何も言わなかった。遊も何も言わなかった。

　その翌日は休みだったので、冬風は安心した。遊に会わなくていい。以前は退たい屈くつに感じた事実が、その時は少しだけ心を緩ゆるませた。しかし、何やらこそこそと昼食の支し度たくをしていた母は首を傾かしげていた。

「遊ちゃん来ないわね……どうしたんだろ？」

　なぜ来ると思うのか、問い詰つめると母もやはり白を切った。だが母は遊ほど強ごう情じようではなく、遊を心配する気持ちもあったのか割りとあっさり口を割った。

　母は前日の夜中に作っておいたというケーキと、リボンでラッピングされた紙包みを冬風に差し出した。

　誕生日ケーキとプレゼントだと、母は言った。プレゼントはハードカバーの本で、遊が選んでお金も少し出したらしい。冬風が、近くの図書館になぜか上巻しかなくて電子化もされていないから読めない、と言ったことのある本の上下巻セットだった。

「遊ちゃんが毎日ネットの古本市見てて、出てるの教えてくれたの」

　冬風は自分の誕生日は忘れないが気にもしない子供だった。両親もあまり大げさに祝ってパーティしたりはせず、精々ケーキを忘れない程度のことしかしない。冬風の体が弱かったからこそ、冬風の誕生日を「特別なもの」にして意識してしまうのを嫌ったのかも知れない。

　だから、気付けなかった。遊はただ、冬風の母の提案に従ってプレゼントの存在を当日まで秘密にしたかっただけなのだ。

　ついに見破れなかった遊のウソには、いかにも不器用にリボンが巻かれていた。

　実を言えば、その後のことはよく覚えていない。母によれば、冬風はいきなりケーキの皿を抱かかえ上げ、無言で家を出たという。思わずぽかんとしてしまった後あわてて追って、次に見つけた時には、春日井さん家ちの前で前のめりにすっ転んでいた。

　ケーキの皿はひっくり返ってこそいなかったものの、落ちた衝しよう撃げきで二層目のスポンジから上がすっ飛んで地面に落ちていた。

　その時、遊が自宅の玄げん関かんの前で体育座りしていたのは冬風も覚えている。前々から冬風の誕生日に遊びに行くとお母さんに言ってあったので出かけないわけにもいかず、でも今は冬風に会いづらいから、外で座り込んでいたらしい。

　冬風は転んだまま顔だけ上げて、遊に叫さけんだ。

「なんで来ないの!?」

　遊はちょっと呆然としていたが、座ったまま答えてきた。

「だって……冬風、ぼくのことキライでしょ？」

　肌はだがぞわっと粟あわ立だったのを、覚えている。

「そんなのっ──」

　そんなのなんなのか、冬風は言えなかった。ただ、目の中がじわりと歪ゆがむのが判わかった。潤うるむ目で遊を睨にらみ付けていたら、遊も涙なみだぐんだ。しゃっくりのように喉のどを鳴らした。

　そうして、大声で泣き出したのは同時だった。

　母と、さすがに異変に気付いて出てきた遊の母とにそれぞれ抱だき起こされても泣いていた。どうしてこうなったの？　と訊きかれたが、冬風も遊も答えなかったし答えられなかった。そんなの、知らないから。

　だから、はっきり覚えているのは、両家の母が落ちたケーキの掃そう除じをしている間、春日井家のリビングで食べたケーキの残存部分の味だけだ。その後すぐ、疲つかれて寝ねてしまった。

　──その日から冬風は、ウソを恐おそれなくなった。




　だから二人ならイクィ＝リブリゥムにも勝てると考えた。

　小槌冬風がレンというアバターで『ＣｔＧ』を始めたのは、三週間ほど前のことになる。そして開始後約二時間で、春日井遊とスカラベのクランプを同定した。

　小学一年生の時に辞書アプリを使うことを覚えた遊は、よく意味も解わからずに「かすがい」と検けん索さくして「clamp」と出たので「すごいよ冬風、ぼく、辞書にのってるよ」と冬風のところへ報告にきた。まぁ後年の赤っ恥ぱじになったわけだが、それ以来、遊は自機に名前を付けられるゲームではクランプという名前を使っている。

　それを知っていた冬風は、掲けい示じ板ばんのログの中からクランプの名前と好成績者のリスト、そして「結けつ婚こん」や「子供」などの要素を調べ上げた。

　その中でピックアップされたのが、そいつにやられると現実世界で昏こん睡すいするらしいなどと噂うわさのあったプレイヤーキラー・メメントを倒たおしたというスカラベのクランプだ。彼には同事件の中で一つの町のＮＰＣを殲せん滅めつした幼女オーバーキルガールと接触したとの目もく撃げき情報がある。（ただしＮＰＣ虐ぎやく殺さつについては、荒こう野やの人ひと攫さらいパヤ・ザ・キッドの関かん与よも疑われている）

　また、ここ数ヶ月のクランプはミーファという少女と行動をともにしていることも明らかにされている。ミーファ……

『初めまして。わたし、釘宮美遙っていいます』

　ミハル。あの女だ。間ま違ちがいない。

　クランプと、ＯＫＧと、ミーファ。この三人の秘密を必ず暴あばき出してみせる！

　そしてレンは、いずれクランプを呼び寄せるであろう《水すい晶しよう世界》を監かん視しするため、彼らと同期して現れた「幽ゆう霊れい」たちを探してまぎれ込んで情報を集めた。「幽霊」たちは拡張ＡＲモードが使えないので、適当に話を合わせて、ログアウトするところを見られなければ露ろ見けんすることもない。

　ミーファたちと接触する時は、ＡＲタグの表示位置を調整し大おお柄がらなアンズの陰かげに隠れることで「幽霊」のふりをした。

　結局、クランプ一味の正体はいまいち判明しなかったものの、ぎりぎりまでレンの正体を隠したことでイクィを攪かく乱らんし、撃げき破はすることに成功した。

　あの場面で、現れるはずのない冬風が現れれば、遊クランプは憐あわれなほど動どう揺ようするだろう。だけど瞬しゆん時じに冬風の意図を理解して動いてくれるだろう。冬風はそう考えた。

　果たして、クランプはイクィに組み付いたレンごとイクィを貫つらぬいて、《水晶世界》を終しゆう焉えんに導いた。

　同時にレンはゲームオーバーとなり──




　──薄うす暗ぐらい部屋の中、小学生の時から使っているベッドの上で、冬風は目を開いた。

　ゲームオーバーとペナルティの情報、再ログイン可能時間までのタイムが表示されたラミエルの電源を切り、頭から剝はぎ取る。

　明めい瞭りようになる視界、眼球に闇やみの濃のう淡たんが焼き付き染しみ入る。ログインしたのは夕方だったが、もう日も暮れて外は暗い。

　微笑ほほえみが、漏もれた。

　遊は今いま頃ごろどうしているだろう。まだ『ＣｔＧ』の中だろうか。どちらにいるにせよ、いつにも増して困こん惑わく動転していることだろう。

　上手く隠せていると思っていたことが、いつの間にか冬風に監視されていたのだ。その上今度は、絶体絶命のピンチを冬風に助けられた。

（これで遊は、またわたしに頭が上がらなくなった……）

　笑えみが深まるのが止まらない。ここまで来れば、釘宮美遙や「ハルハ」について洗いざらい白状させるのは難しくないはずだ。

　そろそろ遊から電話がかかってくるかも知れない。と思って携けい帯たい端たん末まつを見るが、電源が切れていた。「幽霊」にまぎれている間は外部からの刺し激げきでコールがかかると不味まずいから切っていたのだと、今思い出す。

　ま、明日あしたにでも何か言ってくるだろう。

　そしたら知らんぷりしてやろうか、などと思っていると、玄関のチャイムが鳴った。え？　と思う間もなく、応対に出る母の声が聞こえてくる──

『あら遊ちゃん久しぶり。あ、もしかしてさっきの電話、遊ちゃんだった？　ごめんね、おばさん揚あげ物してて──』

『ごめんおばさん！　冬風の部屋、変わってないですよね』

『え？　ええ……でも今入るなって……』

　母の声は尻しりすぼみに消えていって、代わりに足音が聞こえてくる。早足で、重みのある……

　その足音はあっと言う間に階段を駆かけ上がり、冬風の部屋の前で止まった。

　その時になって初めて、冬風はハッとして薄うす手での布ふ団とんをたぐり寄せて脚あしを閉じた。暑いし誰だれも入ってこないと思っていたから、人前に出られないような格好をしている。

　そしてノックもなくドアが開かれる。肩かたで息をした遊が立っていた。

　廊ろう下かからの逆光になって、遊の表情はよく見えない。

「ぇ？　なに……？」

　我ながら、間の抜けた声が出た。用は考えるまでもない。でも、いきなり部屋に来るとは思ってなかった。

　今までずっと、来なかったのに。

　遊は冬風の声には答えなかった。無言のままずかずかと部屋に入ってきて、冬風の居るベッドへ片かた膝ひざを落とす。ぅンっ……と、子供の頃から使っているベッドが、今まで知らなかったくらい沈しずんで、揺ゆれた。

　その力に、その重さに、その揺らぎに、冬風は急に怖こわくなった。そうして思わず──防ぼう御ぎよするように前に上げた腕うでの手首を摑つかまれる。ぎゅっと。痛い。でも、涙がにじんだのは痛いからじゃなく、変わらないと思っていたことが変わっていたからで。

「お前……」

　遊はようやく、喘あえぐように言葉を吐はき出した。

「なんで、あんなことしたんだ……？」

　同じベッドの上にいるのは何年ぶりか。ともかく、それくらいの距きよ離りになってようやく、遊の表情かおが視みえた。

　あの日、ケーキが飛んだ日と同じ、今にも泣き出しそうな顔をしていて。

　目に溜たまった涙が一筋、頰ほおを伝った。

　遊が、泣いた。

　こわばっていた冬風の体から、すっと力が抜ぬけていく。わたしのせいだと、解った。

「ユスラやみんなのこと見てたなら解っただろ、イクィは普ふ通つうの相手じゃなかったんだ。失敗したら、お前まで変わっちゃってたんだ……嫌いやだよ俺は、そんなの」

　なんとなくは察していた。遊が冬風に本当のことを言わないのは、何か面めん倒どうなことがあって巻き込みたくないからだろうと。

　でも、こんな顔をされるとは思わなかった。泣かれるとは思わなかった。それだけは思わなかった。

　ようやく動くようになった喉を震ふるわせて、質問を返す。

「なんで……そんな顔するの？」

「それは……怖かったからだよ。知らない内に、冬風があんなことしてて、イクィを倒した時だって、もしかしたら道連れに何かされたかもとかって考えたら……」

「お母さんが死んだ時も泣かなかったのに。あれから、泣いたの見てない」

　意地悪を言ったかも知れない。しかし遊は、思いの外静かに答えた。

「……あの時は、俺に泣く資格なんてないと思ったから。母さんが死んでいくのに全く気付かないで、嫌な思いばかりさせた子供が……それからは、母さんが死んでも泣けなかったんだから、他ほかのことで泣いちゃダメだって思ってた」

「それなのに、泣くんだ？」

「……ハルハがさ、泣いたんだ」

　冬風の腕を摑んでいた遊の手の力が緩ゆるんだ。

「ハルハって……あの子？」

　うなずいた遊の顔に微笑みが乗って、それから全すべてを語り始めた。

『ＣｔＧ』の中で美ミー遙フアと《結婚》イベントを起こしたこと。

　その直後にハルハが生まれて、ゲームの中で育てたこと。

　ある日突とつ然ぜん、ハルハが現実世界に出てきて、美遙も含ふくめて三人暮らしが始まったこと。

　ハルハを守るため、メメントと戦ったこと。

　その時、それまで泣かなかったハルハが初めて泣いたこと──

　それを見て遊は、また泣けるようになったのかも知れないという。語り終える頃には遊も冷静になっていて、恥はずかしそうに目をそらしていた。今さら、冬風の部屋で自分がしたことと、冬風の格好を認にん識しきしたらしい。

　聞き終えて冬風は、目を細めた。

「そっか」

　自然と手が伸のびて、遊の頭を引き寄せる。

「ぉ、おい？」

「遊は、ハルハを育てることで、泣き方を覚え直したんだね」

　きっと、冬風の部屋への入り方も。

　自分にはできなかったことをされたのは悔くやしいけれど、あの子供には感謝しなければならないのだろう。冬風の人形の名前を持った、ゲーム生まれのおかしな子供。

　冬風の胸むな元もとに頭を抱かかえ込まれた遊は、返事もできずに硬こう直ちよくしている。

　変な意味ではなくて、自然にこうしたくなった。遊のお母さんが生きていたらたぶん、こうするんじゃないかと思っただけだ。

　窓外の虫が鳴き始めて、小休止に入るくらいの時間が経たって。遊はようやく、緊きん張ちようにかすれた声を出した。

「……冬風？　やっぱりイクィに何かされたんじゃ──」

「ありがと」

「え？」

　二度とは言わない。遊も、もう聞き逃のがすまいと思ったのか、黙だまった。

　それから、また虫が鳴き出して。

　二人はまたしばらく、夜の静かな一つの影かげになっていた。




　冬風の母が目を輝かがやかして、冬風の父が金属バットと殺意を抱えて、部屋の中をのぞき見ていることに気付くまで。
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「やぁ、いらっしゃい」

　春かす日が井い遊ゆうの学校の女子制服に拘こう束そく用のベルトを仕込んだという異様な格好のメメント・コッペリアが、へらへらと新来者を迎むかえた。

　距きよ離り感かんの摑めない漆しつ黒こくの空間の真ん中に、壁かべのない教室が忽こつ然ぜんと存在している。

　そんな場所に、イクィ＝リブリゥムは出現していた。

　なぜか、メメントと同じく制服姿だ。ただしベルトはない。

「席は余ってますけど、せっかくですからメメのお隣となりいかがです？」

　教室内に三〇人分の机と椅い子すが並んでいて、メメントは真ん中の方の席に陣じん取どっていた。

「ほら、おにーさんに殺された者同士です。メメはお腹なかが、こう、二つに千切れて──」

　なおも言い募つのるメメントにイクィが応えないでいると、教きよう壇だんに当たる空間に突然、人ひと影かげが現れた。新納にいろにマハラルと呼ばれていた老人だ。

「おや、先生が来ましたよ。早く席に着かないと」

　発言を両人から無視されて、メメントはちょっとうれしそうだった。

　マハラルが事務的に口を開く。

「ハルハに破れたお前は予備になった。以後、この隔かく離り空間で過ごしてもらう」

「廃はい棄きか封ふう印いんではないのでありますか？」

　イクィの無感動な問いに、マハラルもあっさりうなずいた。この個体相手には思い浮うかべるだけで返答できるのだが、合わせてやる必要もなかろう。

「本来はな。お前の存在は人じん口こう統とう制せい委い員いん会かいに睨にらまれた。だが、新納蔓まん世せいがサンプルとして預かりたいと言い出した」

「そうでありますか」

「つまりわたしの管理を離はなれるということだ。何か言いたいことはあるか？」

　イクィは、ためらった。マハラルの眉まゆが上がる。この研けん磨ま人格が？

「……興味深い人々を視たのであります。

　好きだとか、離れたくないだとか、憎にくらしいだとか、嫌きらわれてしまえだとか、そばにいてほしいだとか、気持ちを貫つらぬいてほしいだとか、触さわらないでだとか、行かないでだとか──他にももっともっといっぱい、いろいろな感情が、彼らの間では全部ウソでなく、しかも複雑に絡からみ合っているのであります。

　イクにも読めない、イクにも解わからない人が……イクにも他人がいたのであります」

　心なしか頰を紅潮させて言い募るイクィ。服のせいもあり、ただ不器用な子供のようにも見える。マハラルは目を閉じた。

「そうか。自己意識は自分とは違ちがう人格の心を探さぐり、コミュニケーションを取るために、自分の心との類るい似じと相そう違いを把は握あくしようとする力。お前は初めて能力で読み取れない奇き妙みような人間たちに出会い、彼らに関心を持つことで自己を得つつあるのか」

　新納が興味を持つはずだ。このまま成長すればハルハのように、人間に近い感情を得る段階まで進めるかも知れない。

　だがそれは、マハラルの実験体としての価値を失うということだ。

　だからマハラルは、もはや語らずイクィに背を向けた。彼には、イクィ＝リブリゥムのデータを元に、より順応性の高いハダリーズを作るという使命がある。

　イクィは黙って、仮想世界に生まれてから初めて出会った人間の背中を見送った。

「新納くん」

　去り行くマハラルが声をかけると、その傍かたわらに新納の姿が現れた。

「はい」

「イクィ＝リブリゥム。今後も経過は観察してよいか」

「もちろんですとも」

　そのやり取りを最後に、老人と新納は姿を消した。どこに行ったのかは、知れない。イクィは微かすかに息を抜いた。

「イクさんは、ヒトの心を読めるんですってねぇ」

　大人がいなくなるなり、再びメメントが話しかけてくる。

「その通りであります。ただし、その限界を知らされたばかりであります」

「メメはどうですか？　頭の中、どんな虫が這はい回ってますか？」

「………………」

　イクィは目を細めてメメントを眺ながめ──それから、頭かぶりを振ふった。

「ごちゃごちゃしています」

　イクィはメメントの席の、一つ机を隔へだてた真横に座った。




　　　　◆




　そうして幾いくばくかの日は流れ。

　夏休みの春日井家。

　炎えん天てん下かの買い物から帰ってきた遊と美み遙はるは、玄げん関かんにそろそろ見慣れてきたスニーカーを見つけた。

「また来てるのか……」

「いいじゃないですか」

「悪いとは言ってないけど」

　ちょっと複雑な遊と、素す直なおにうれしそうな美遙がやり取りしながらリビングに入ると、弱冷れい房ぼうの入った部屋の中にぎざぎざした電子音が満ちていた。

「あれれ？　ギャラクシアンエクスはりてがでないよ？」

「大だいパンチでやろうとするとタイミングが難しいんだよ。ビギナーは小しようで出せ小で」

　リビングの大型テレビの前で、春はる羽はと神かん奈な桜さくらが並んで遊んでいる。遊の母の秘蔵ゲーム機コレクションを物置から引っ張り出してきて、レトロな「テレビゲーム」で遊ぶのが春日井家のトレンドだ。

　元はと言えば、遊が「例の格かく闘とうゲームの最初期型が動くハードが家にある」と口を滑すべらせたのが悪いのだが、だからと言って人の家を家や捜さがししてゲーム機を探し出して遊んでしまう桜もどうなのだろう。

　あれ以来、桜は何かと言っては春日井家に遊びに来た。特に夏休みに入ってからは毎日だった。

　なんとか情報操作とアフターケアに成功した「幽ゆう霊れい」たちや《水すい晶しよう世界》と違って、春羽の事情を知ってしまった彼女は微び妙みような立場だ。だから、目の届くようにしてくれた方が都合がいいと、甚はじ目めたちヒト平へい衡こう研究所は桜が来ることには歓かん迎げいの意を示している。

　換かん言げんすれば、監かん視ししているということかも知れない。

　ちなみに、桜が春羽の遊び相手になってくれるお陰かげで楽をしている甚目の姿はソファの上にあった。溶とけたようなポーズでＰＣに向かい、姿勢からは信じられない速度で仕事をこなしている。

　単に春羽の世話を押し付けたかっただけかも知れない。

「ただいまー」

「あ！　おとーさんとおかーさんだよ」

　画面ではなくてコントローラーを見ながら操作を確かく認にんしていた春羽が、パッと顔を輝かせて駆かけてくる。最初は先に部屋に入った遊に向かってきたので腕うでを広げて迎え入れようとしたのだが──急に方向転てん換かんして美遙に抱だきついた。

「な、なんで……？」

　春羽は、美遙の胸に顔をうずめながら、悪意もなく答えてくれた。

「おとーさん、あせくさいし」

　この暑さで帰ってきたばかりで仕方ないじゃないか……と遊は崩くずれ落ちた。美遙はいいのか……女子だからか……

　美遙は勝ち誇ほこった一いち瞥べつとともに、春羽を連れて台所の方へ行ってしまった。

「センパイ。落ち込んでないで対戦しようよ。春羽じゃ相手になんねーし」

　明らかに笑いをこらえて言ってくる桜に、遊は顔をしかめた。

「……お前、女の子なんだからそういうことするな」

　桜は足の指で器用にコントローラーのケーブルを持ち上げて遊に勧すすめてきたのだ。屋内で靴くつ下したを履はく習慣がないらしい。

「なんだよー、親父おやじみたいなこと言うなよー」

　桜は「娘むすめの友達」だ。ついそういう言い方になってるかも知れない。

「て言うかお前、いいのか毎日こんなところに入り浸びたって。いや、春羽と遊んでくれるのはありがたいけど……」

「いいのいいの……学校の友達は、みんな昼間は部活で忙いそがしいし」

「あ……ごめん」

　桜の怪我けがのことを思い出して謝る。が、

「大だい丈じよう夫ぶ。なんか、平気だよ、今。

　あたしはやりたいことやって育ったんだって胸を張れるし、だからその内に、次にやりたいことも見つかると思う」

　強がりには聞こえなかった。正当化するわけではないが、《水晶世界》の一件で桜にも思うところがあったのかも知れない。ゲームに向かうその横顔も、純じゆん粋すいに遊ゆう戯ぎを楽しんでいる。

　遊は、少し救われた気がした。

「そうか……でも、他人の家では行ぎよう儀ぎを良くしろよ」

　それはそれとして、桜の足を摑つかんでコントローラーを取り上げた。

「ふぇっ!?」

　猫ねこの尾おでも踏ふんだような声を上げ、桜は素す早ばやく引っ込めた足の指をきゅぅっと丸めた。

「な、なんだよ。変な声出すな」

「い、いきなり触さわられたから……やめてよ」

　柔じゆう道どうやってた割りには過か敏びんではないだろうか。遊はあまり気にせずにテレビの前に座った。

「まぁ相手するけど、負け越こしても逆さか恨うらみするなよ」

「よく言うよ、センパイの方が勝率低いくせに」

　桜はすぐに立ち直って対戦メニューを立ち上げ──

　そこで、玄関のベルが鳴った。

「はいは～い、ハルハがでますよ」

　と台所から駆けてきた春羽を桜がインターセプトして袈け裟さ固がため。ナイスプレイと讃たたえつつ、遊が立ち上がって玄関に向かう。

　宅配便の心当たりはないし、近所の人が何かの用事で来たなら、遊以外の人間が応対に出てしまうと面めん倒どうなことになる。平日の甚目は徹てつ底ていして居留守に徹していた。

　──インターフォンの画面には、見知らぬ少女が映っていた。年は遊とあまり変わらないように見えるが、見覚えがない。ひょっとしたら美遙の友達が訪たずねてきたのかも知れないが……

　ともかくも、遊はインターフォンに話しかけてみた。

「はい、どなたですか？」

　その声に応こたえて、カメラ画面いっぱいに少女の顔が大写しになった。カメラ越ごしにさえ、自信満々でアグレッシブな性格が伝わってきそうな少女だった。

　やはり見覚えはないが──誰だれかに似ている気がする。

　そして少女は、インターフォンのカメラに甲かん高だかい声をねじ込んできたのだ。




『新しい人類の第一号ハルハ。

　つまり、このわたしの娘を引き取りに来てあげたわ！』







　あとがき





○あいさつ



　今回も春かす日が井い氏のダメ男ぶりが冴さえ渡わたる『ＣｔＧ　─ゼロから育てる電脳少女─』。人生二度目の「第二巻」上じよう梓しの玩がん具ぐ堂どうです。

　というわけで、どうにか無事に第二巻をお届けできました。これもひとえに一巻を御ご愛あい顧こ下さった読者の皆みな様のお陰かげです。後妻うわなり打ちや春はる羽はのゲーセン探訪を描えがく機会を与えて下さり本当にありがとうございます。





○本作について



　今回は春日井遊ゆうがおおむね自じ業ごう自得のストレス性胃痛を患わずらったり、春羽に友達ができたりするお話です。

　春羽の友達は男の子にしようか迷ったのですが、それだと、なんか春日井氏にアリバイの無い時間に行方ゆくえ不明になって二度と出てこなくなってしまうので女子にしました。

　気に入っていただければ幸いです。





○主おもじゃない登場人物紹しよう介かい



　今回、学校のシーンでわらわらと出てきた遊や美み遙はる、冬ふゆ風ふの愛すべき無責任な級友たち。なかなかスポットの当たる機会の無いであろう彼らの、割りとどうでもいいプロフィールを一挙紹介するぞ。（←攻こう略りやく本の穴あな埋うめ記事風）

【糸いと野の幸こう太た】

　糸ノコギリっぽい名前をした遊の同級生。遊や冬風とは中学校からの縁えん。付き合いが悪くＳＮＳ等にも参加していない遊にとっては唯ゆい一いつと言っていい友人。気のいいお調子者。

　ちなみに中学では黒くろ髪かみを七三分けにして野や暮ぼったい眼鏡めがねをかけていたので、冬風などは旧知の男子と認にん識しきしていないのだが割りとどうでもいい。

【野の木ぎ直すなお】

　ノギスっぽい名前をした、遊たちのクラスの女子クラス委員。快活な性格で男前とも厚かましいとも言える。独自の基準で男子のＩＭイケメンスピリット指数を計測するが、これは小学校の頃ころに担任の先生にラブレターを出したら誤字脱だつ字じに朱あかを入れられた上で返へん却きやくされた悲しい過去への復ふく讐しゆうに起因する。割りと切ない。

【六ろつ角かく蓮れん子こ】

　六角レンチっぽい名前をした美遙の友達。眼鏡の似合う文学少女。クラスでは歴女と言われるが、古今東西の有名な武将を半はん裸らの青年にアレンジするのが好きなだけっぽい。割りと発酵している。

【塚つか見みやと子こ】

　やっとこっぽい名前をした美遙の友達。恋こいに恋するお年とし頃ごろ。思い込みの激しさには定評がある。本人は栗くり野のくん一筋だが、いわゆる女子力が高く、割りとモテる。

【アイアイ】

　冬風の友人の一人、本名不ふ詳しよう。卓たつ球きゆう部に所属する体育会系女子。割りとその場のノリで生きている。

【ポニミントン】

　冬風の友人の一人、本名不詳。バドミントン部に所属するポニーテールの女子。さばさばした性格だが背が高すぎるのを気にしている。割りと声に出して読みたいニックネーム。

【ポチ】

　冬風の友人の一人、本名不詳。ソフトボール部に所属する、子犬系女子。小学校の頃は犬ころコロ助と呼ばれていた。コロ助と言えばこの時代でも『キテ○ツ大百科』は地方局夕方の再放送アニメ枠わくで絶賛ヘビーローテーション中で春羽も楽しみにしているが割りとどうでもいいでラッシャイ。





○次回予告



　最後に新キャラも出してしまったことですし、万ばん難なんを排はいしてお送りするつもりでおります。そろそろハルハの生まれた理由など明かされつつ、いろんな意味で修しゆ羅ら場ばです。

　春羽を気に入って下さった方、いよいよドツボにはまっていく春日井氏を嘲笑わらいたい方など、なにとぞ応おう援えんのほど、よろしくお願い申し上げます……
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